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第一章



　外から馬車の戸が叩かれる。うとうとしかけていたユーリはびくりと身体を起こし、外から覗き込んでいる青い瞳に気づいてさっと頬を染めた。

「申し訳ありません。起こしてしまいましたか？」

　従者のエルヴェは非常に整った顔立ちなのに、初対面の者には怖がられるほど表情の変化に乏しい。しかし長いつきあいのユーリには、今彼が不安を感じているのが見て取れる。たかがうたた寝を醒まされた程度で、いちいち目くじらを立てたりはしないのに。

　だからすぐにユーリは居住まいを正し、首を横に振った。

「いや、大丈夫だ」

　それを聞いてエルヴェは、ほっとしたように微かに口元をほころばせ、小さく頷いた。

　ユーリも、つられて微笑む。

「王立研究所まで、あと少しです。この先の闇女神の神殿を越えればまもなく見えてくるはずです」

「わかった」

　エルヴェの顔が見えなくなってから、ユーリは座席に深くもたれた。肩の辺りが強ばって、少し頭も痛い。

　故郷のジーヌ子爵領から南下すること三日、慌ただしく到着した王都ロワーヌは芸術の都の呼び名にふさわしい華やかさに満ちている。大通りには石畳が敷かれ、馬車で走ってもほとんど振動を感じない。これだけ道を平らに整備するには、相当の技術力が必要であろう。

　道の両脇に並ぶ家々の壁や窓辺にさりげない意匠が施されていたり、その窓に花が飾られているのも、この都の豊かさと洗練された文化を感じさせる。

　しかしユーリの胸の内は、故郷の空気のように未だ寒々としている。

　ユーリは緑の目を伏せて、ふっと息を吐いた。短く切りそろえた赤い髪が、その拍子にはらりと頬の上を滑り落ちる。

　ただの物見遊山のために来たのであれば、王都を楽しむ余裕もあったのだろうに。

「ユーリ様」

　再び、エルヴェが声をかけてくる。

「じきに到着いたします」

「そうか」

　ユーリは背筋を伸ばし、ざっと衣服を改めた。

　少ししわになっているが、降りてから直せば問題ないだろう。旅装なので簡素な造りだが、貧相ではない。

　動きやすい上着と、ズボン。履き慣れたブーツ。

　男性の装いだ。唯一ユーリが女性であることをほのめかすような装飾は、喉に巻かれた黒いリボンだけ。

　けれどこれも、己を美しく見せるために身につけているわけではない。

　闇女神の神殿の脇を通り抜け、馬車は王立研究所の敷地へ入っていく。規則正しく植えられた並木の間を縫って、石造りの古い建物の前で馬車は止まった。

　外から扉が開かれ、控えているエルヴェの長身がまず目に入ってくる。

　そろそろ高くなりつつある日の光を浴びて、黒髪が淡く鳶色に縁取られていた。凛々しい佇まいにも青の双眸にも、旅の疲れは微塵も見られずあくまで端正だ。

　ユーリは思わず目を奪われて、あわてて顔を背ける。

　そして、ごく自然に差し出されていた彼の手に気づいて、息を呑んだ。

　短い髪に、ズボン。旅装のためマントも羽織っているから、今のユーリはどこから見ても貴族の子弟だ。従者に手を取られるわけにはいかない。

　顔を背け、彼を無視するようにして馬車から降りると、ずっと揺られ続けていた身体はしっかりとした大地に軽い抵抗を覚えた。

「お疲れではございませんか？」

「大丈夫だ。行こう」

　答えるユーリの声は、低く艶もなく、無機質。

　青年のような。

　黒いリボンは、神殿で作ってもらった魔道具なのだ。実際はもっと高くてか細い女の声を、男のそれに変えるための。

　それを、ユーリは望んだ。

　歩き出すユーリの背後に、頭一つ分ほど背の高いエルヴェがぴったりと付き従う。

　ユーリは唇を噛んだ。

　今ユーリがどんな気持ちでいるのかわかっていて、こんなことをするのか。それとも、気づいていないだけか。

　それすら判断できないから、ユーリはただただ苛立つ。

　熱を帯びている、自分の頬にも。

　極力彼の気配を意識しないよう、視線を前にだけ据えて早足で進む。なのに彼は、少しも遅れずに後をついてくる。





　王立研究所は、王都ロワーヌの郊外にある。静かな環境は、研究に励む者には何よりの恵みだ。

「よくおいでくださいました。遠いところから、お疲れでございましょう？」

　所長を務めているのは、初老の優しげな女性だった。彼女の声の中にただのお為ごかしや上辺だけの社交辞令が混じっていないことを、ユーリは感じ取る。そのことに少しだけ安堵した。

　しかし、それで問題が解決するわけではない。これからの対策を練るために、ユーリはここに来たのだから。

「この度は、さぞ驚かれたことと心中お察しします。彼女を……リアーヌを推薦した私の責任でもあります。本当に申し訳ございません」

「いいえ、そんなことは。どうぞ顔をお上げください。ユーリ様のせいなどではございませんわ」

「所長殿……」

　ユーリは微かに頭を上げたが、硬い表情のままで切り出した。

「身元引受人が私である以上、リアーヌを捜し出すこともまた私の役目であり責任であると心得ています。彼女が失踪したことに関して、何か手がかりがあるかもしれませんので、もし許可をいただけるなら彼女の使っていた研究室や、部屋を検めてみたいのですが」

　所長の品のいい顔の中に、またしてもかすかな困惑が浮かび小さな皺を刻む。だがユーリとて、むやみに他人の部屋をかき回す趣味があるわけではない。

「……あの子がこんなことをしたのには、きっと訳があるのですわ」

「ええ、私もそう思います」

　重い不安に頭を垂れる老婦人に、ユーリはうなずいてもう一言を付け加える。

「彼女のことは、私が誰より知っていますから」

　別れたのはもうずいぶん前。けれど、美しい栗色の髪をしたリアーヌという娘のことは、鮮明に思い出せる。

　明るく気立てのいいしっかり者で、近隣から是非嫁にと人気があった。けれど彼女が望んだのは平凡な女としての幸せではなかった。

　勉強熱心で頭のいい彼女が望む先には、この王立研究所があったのだ。

　そんなリアーヌの消息が知れないという知らせが届いたのは、つい半月前のことだ。

「……わかりました。ご案内いたします」

「ありがとうございます」

　礼を述べた自分の声が、ずいぶん硬いように聞こえてユーリはそっと首に触れた。

　魔道具。やはり外してくるべきだったろうか。自分の言葉と想いを、伝える妨げになっていたりはしないだろうか。

　所長はそんなユーリの内心を気にする風でもなく、廊下に出てゆっくりと歩き出した。少し安堵して、ユーリもそのあとに続く。エルヴェが後ろからついてきたのを、背中に感じる気配で知った。

「リアーヌは、いつもユーリ様のことを話してくれました」

　先に立って行きながら、所長はふと口を開いた。

「とても聡明で勇敢で、尊敬できる方だと。わたくしも、あの有名なジーヌのオラント塾の後継者とはどんな方なのだろうと思っていましたから。教官方の全員一致で二代目塾長にお就きになったとか。ご立派なことですわ」

　おもねりも追従も感じられない言葉に、ユーリは少し頬を染めた。

　鷹を意味する『オラント』の名を戴いた塾は、十二年前にユーリの祖父である先代のジーヌ子爵が自ら造り上げたものだ。農業でも畜産でも思うように糧を得られない子爵領で、若者達に知識を身につけさせて文官として働く道を開くというのが、オラント塾設立の目的だ。

　もっとも初めの頃は祖父とその友人の学者だけで教えていたため大した授業はできず、生徒の方も身についたのは読み書き算術程度が関の山、しかも集まったのは二人というありさまだったという。

　だが、その二人が近隣に小さな領地を持つ騎士や貴族のもとで秘書として働くことになり、畑を耕すよりも遙かに多い給金を得て家族を養う様を見せるにあたり、だんだんと塾へ入りたいと希望する者は増えた。

　そこで先代子爵はさらに教官としてふさわしい人材を探し集め、助力を請うた。そうして十二年、今では教官はユーリを含めると六人、教える分野も基本的な読み書きはもちろんのこと、教官達それぞれの専門分野にまで及ぶほどになった。

　リアーヌは、そういった専門知識を学ぶ一人だった。彼女が初めて塾の門をくぐったとき、ユーリは少なからず驚いた。女の身で学問を身につけようなどという者は、それまで自分以外一人もいなかったからだ。事実家族もずいぶん反対したらしいが、彼女の意志は固かった。

　そしてユーリにとって嬉しかったのは、リアーヌはとても優秀だったことだ。

　私塾内でめきめきと実力をつけた彼女は、やがて本人の希望とユーリの推薦で王都の王立研究所の中にある農業開発研究所へ入ることとなったのだ。

　それなのに。

　リアーヌ失踪の事情を、もちろんユーリは手紙で所長に問うた。その結果知った事実をユーリはにわかに信じることができず、こうして、ここへやってきた。

「こちらから、外に出ていただきます」

　所長は、廊下の突き当たりの扉に手をかけて、半身でユーリ達を振り返った。

「研究員の寮は、ここから少し歩いたところですわ」

「わかりました」

　扉が開く。まるでそれを待ち構えていたかのように、風が建物の中へ転がり込んでくる。

　目を細めて、ユーリは舞い上がる赤毛を抑えた。

　心臓が騒いでいる。いよいよ、彼女を半月前に慚愧と怒りのどん底に叩き落としたあの知らせと向き合わなければならない。現実を、受け止めなければならない。

　──所長の手紙によれば、リアーヌはどうやら駆け落ちしたらしいというのだ。



＊＊



　オラニエ男爵の館は、王都ロワーヌの中でも閑静な地域にある。城の近くに建っているのは、それだけ有能で王や重臣達からの信頼が厚いことの証左だ。

　間に何も遮るものがないため、応接室からは特によく城が見えた。

「大公殿下。お待たせ申し上げて申し訳ございません」

　扉の開く音がして、男爵家の家令が入ってきて彼に声をかける。榛色の目を城から外し、シャルルは家令へと向き直った。ふわふわとした金髪が、彼の動きにあわせて虚空を舞った。

「当主ジェルマン・オラニエ。ただいま参りましてございます」

「そうか、わかった」

　扉を大きく開け放つ家令の後ろから現れたオラニエ男爵に、シャルルは微笑んだ。男爵の方はすっかり恐縮した様子で、深々と頭を下げる。

「殿下、長らくお待たせし大変失礼いたしました」

「いや、会議が長引いて今し方のご帰宅だと聞いています。どうぞお気になさらず」

　それでもなお顔を上げようとしない男爵にシャルルはいたわりの言葉をかけ、座るように促した。

　うつむいた男爵の頭頂部が、シャルルの視界をちらりと横切った。黒い髪の中に、幾筋かの白いものが混じっている。

　痛ましい思いで、シャルルは目を細めた。

　ここ数日男爵を悩ませている事件が、元来精力的で活動的だった彼をめっきり老け込ませてしまったのだろう。かなり詳細なところまで事の経緯を知っているだけに、シャルルは心苦しかった。

　できることなら、これ以上彼に辛い思いをさせたくない。

「殿下、本日はどのようなご用件で……？」

　だが男爵の方から水を向けられて、シャルルは潔く心を定める。

　男爵の目を見て、すでに彼がシャルル来訪の意味を悟っていることがわかったから。

　シャルルの柔和な印象の美貌が、一瞬だけ歪む。ゆっくりと深呼吸してから、彼は口を開いた。

「クロードのことについて、男爵と話し合いたいと思いまして」

　そうして予想していた通り男爵の顔に苦渋が浮かんだが、シャルルは目を逸らさず、代わりに奥歯をきつく食いしばった。

「……殿下にも、多大なるご迷惑をおかけしております。すべては私の不徳のいたすところ」

「とんでもない。私もクロードのことはよく知っています。噂通りのことをしたのだとしても、何かよほどの事情があってのことでしょう。分別のないことをするような男ではない」

　友人として親しくしていた青年を精一杯弁護すると、その父親である男爵は弱々しく笑いながら礼を述べる。

「ありがとうございます、シャルル殿下。もったいないお言葉でございます」

　男爵は恭しく頭を下げるが、彼の全身を覆う憂いと苦悩の影は消えなかった。

　無理もない。今までずっと素直で純朴な青年で通っていた二番目の息子が、こともあろうに平民の娘と駆け落ちなどという醜聞が流されるに至ったのだから。

「まだ何の手がかりもないのですか？」

「ええ……」

　男爵は頷き、やつれた顔をうつむけた。政務に加えて周囲からの心ない中傷で、相当参っているのが見て取れた。

　これ以上何をどう言えばいいのかわからず、シャルルも口をつぐむ。

　クロードはシャルルよりも二つ若いが以前から親しくしていた友人で、おっとりしておとなしい青年だ。

　駆け落ちを決意したのだとしても、彼のほうから持ちかけたとはとても思えない。相手が強引に迫ってきて、はねつけることができなかったのだと考える方がまだ納得できる。

「相手の女性というのがどういう人物か、わかっているのですか？」

「ええ。王立研究所の研究員で、リアーヌという娘だそうです。二人がいなくなる何日か前、研究所の近くで人目を忍ぶようにして話をしていたクロードとその娘を、同じ研究所の者が見かけていたと」

「なるほど」

　男爵が言うのであれば、そのリアーヌという娘が相手なのは確かだろう。目撃した研究員だけでなく、他にも証拠や証言があるに違いない。

　ならばその娘の線から辿り、手がかりを探すしかないわけだが。

「リアーヌの身元は？」

「それが、驚いたことにかなりきちんとしたものだったのです。ジーヌ子爵の上の姫君からの保証を受けておりました」

「え？」

　シャルルは目を丸くした。ジーヌ子爵という名前を、彼はここ最近幾度も身の回りで耳にしている。

「それはまた。奇妙な縁ですね。子爵の上の姫とは、今度領地へ戻ったときぜひお会いしたいと思っていたところです」

　ジーヌ子爵領は、シャルルの領地の隣にあるのだ。そんなこともあっての興味だったが、子爵の長女についてはもっと前からその名前と手腕を聞き及んでいた。

「女性の身であのオラント塾を継いで、立派に領地を守っているとか」

「そうです。子爵領の近隣では、塾出身の文官達を召し抱えている者も多くおります。読み書きだけでなく礼節も仕込まれていて、大変評判が高いのですが……」

　最後をなんと続けたかったのか、その部分は男爵の溜息で消えた。

「その姫君……なんと言いましたか。お目にかかった記憶がないのですが」

「ええ、ご存じと思いますが、姉姫のユーリディス殿は病弱だということで、これまで一度も領地から出られたことがないとか。ご両親の子爵夫妻と妹姫は、一年のうち大半をロワーヌで過ごしていらっしゃいますが」

　シャルルは眉根を寄せた。それでは子爵は病弱な娘を一人遠い領地に残して、放置していることにならないだろうか。そういえば、ジーヌ子爵に関してはあまり目立った功績がないように思う。

「子爵自身はほとんどの時間を道楽に費やしている、ただの洒落者ですよ。二番目の姫が社交界に出られる年齢になってからは特に、あちこちの夜会に奥方と娘御を同伴で現れています」

　一見淡々とした男爵の解説の中にも、強い皮肉が込められていた。

「奥方は、若い頃にさんざん貴公子達を翻弄した美姫でしたが、下の娘御のイヴェット姫はどうやらその血と美貌を存分に受け継いでいるようです。いつ子爵と顔を合わせても、奥方とイヴェット姫の自慢しか口にしません」

「なるほどね」

　シャルルは目を伏せて、唇を引き結んだ。聞けば聞くほど、長女姫のユーリディスが気の毒になる。

「そして、そんな家族と離れて一人、病弱を押してユーリディス姫は御領地で奮闘されているわけですね」

「そういうことになりましょう。領民にとっては今や子爵自身より、ユーリディス姫のほうがよほど身近で頼りになる為政者でしょうね」

　自分の領地を顧みない子爵と実質的な統治者では、当然後者の方が慕われるに決まっている。まして有能であり、民の生活を安楽なものにしているとなればなおさらだ。

　だが、さしあたってそれは今のシャルル達には、何の足しにもならない情報だ。

「ジーヌ子爵領に行ってみることにします」

　唐突ともいえるようなシャルルの宣言に、男爵ははっと顔を上げた。

「彼女からリアーヌの話を聞けば、何かの手がかりくらいはつかめるかもしれません」

　希望的観測だと自分でも思ったが、何もしないよりはましなはずだ。

「どのみち私の領地へも行かなければならなかったのだから、ちょうどいい。ここでこうしていても仕方がないですしね」

「殿下」

　遮った声の思わぬ険しさに、シャルルは続きを飲み込む。

「それはなりません。このたびのことは我が家の不祥事、我が身内の不始末です。殿下ほどの高貴な方が関わられては」

「……他の者に示しがつかない、とでも？」

　言いつのろうとする男爵を、今度はシャルルが制する。

　彼の言いたいことはわかっている。痛いほどに。

　沈着に正論を並べ立てる態度とは裏腹に、男爵の顔には不安と懸念が溢れていたから。

　けれどだからこそ、シャルルは退くわけにはいかなかった。

「ならば、こうしましょう」

　ゆったりと腕を組み、シャルルは男爵を見返した。

「昨今の砂糖の異様な高騰、男爵もご存じですね？」

　いきなりの話題転換に、男爵は榛色の目を瞬いた。

「陛下も宰相も、頭と心を痛めておいででしてね。誰かが現地調査へ赴くべきだという意見もちらほらと出てきているのですよ。何か一つの価格が上昇することで連鎖的に広がっていくというのが恐ろしいですからね」

「ええ……」

「だから、私が探りに行ってきます」

　一瞬の間があった。

「は？」

「ですから、調査のため旅に出るのです」

　そう言いながらさっさと立ち上がり、シャルルは早口で続ける。

「原材料の産地は南のバラティエ伯爵領ですから、長い旅になるでしょう。その間に立ち寄った先で、もしかしたらご子息の消息を聞き及ぶかもしれませんね」

「で、殿下！」

　シャルルの思惑をようやく悟って、男爵は血相を変えて腰を浮かせる。しかしもちろん、シャルルは決心を変える気はない。

　これは、絶対に譲れない一線だ。

「ということで、これから出立の支度にかかるので失礼いたします。あまりお気を落とされぬよう。それでは」

　一気に言い切って、シャルルは身を翻した。

　扉を閉める瞬間、追いすがろうとした姿勢のままの男爵と視線が絡み合う。

　困惑と、焦燥と、不安。

　男爵の目は、様々な感情に揺れてシャルルを見つめていた。

　そのすべてを、シャルルはしっかりと受け止める。

　扉が、無機質な音を立てる。中と外が隔てられた。

　廊下を早足で進みながら、シャルルは男爵の表情を胸の内に思い浮かべる。

　苦渋で染め上げられ、疲れ切った顔。

　瞳を憂いにけぶらせて、シャルルは唇を引き結ぶ。そうして辿り着いた扉の前で、彼は額にかかる金の髪を鬱陶しげに後ろへなでつけた。ふわふわして手触りはいいが、まとまりにくいのが悩みの種だ。

　扉を押し開ける。そしてその向こうにいた、自分の従者達に声をかけた。

「終わったよ、行こう」

「早かったな」

　すらりと隙のない身のこなしで腰を上げたのは、二人の従者のうち黒い髪の長身の男の方だった。彼が腰の剣を直すのを横目で見ながら、シャルルはそのそばへ歩み寄る。

「急いでここを出ないと、男爵の気が変わるかもしれないからね」

「何をやらかしたんだ？」

「やらかしたとは失礼な。ちょっと公用で旅に出ると押し切ってきただけだよ。それでねフレイ、ちょっと君に頼み事をするかもしれない」

「へえ、俺に？　何だ？」

　フレイは黒い目を悪戯っぽく細め、シャルルを見下ろしてくる。頭一つ分ほどの身長差があるから仕方がないが、少し悔しくもある。

　もう一人の従者が持ってきてくれた外套を羽織りながら、シャルルは言葉を継いだ。

「ジーヌ領について、君は詳しいだろうと思ってね。ジーヌ子爵家についても」

「……まあ、お前よりは確実にな。昔は行き来もあったし」

「そうか」

　フレイからは予想通りの答えが返ってきたが、それは必ずしも安堵だけをもたらしてはくれなかった。

「実は、子爵家の姫に紹介を頼みたいんだ。領地としては私と隣同士になるが、面識がない。紹介者が君なら申し分ないだろう。何しろ」

　その後の言葉を続けようとして、シャルルは一瞬躊躇った。しかしそれは、護衛の騎士であり友人でもある男への、無用な気遣いだと考え直す。

「オーランシュ領は今では私の領地だが、もともと君の生家のものだったのだからね」

　果たしてフレイは、やはり何の屈託も見せずに軽く目を見開いただけだった。そのことにほっとして、シャルルは彼の返答を待つ。

「そりゃまあ、かまわないが」

　三人揃って、足早に部屋を出る。フレイが一番背が高いため、連れだって歩くときは一人だけいつも先へ行ってしまうのだが、今は隣で話すシャルルのために大きな歩幅を窮屈そうに縮めてくれている。

「俺があそこを出たのは十五の時だぞ？　十四年も前だ」

　フレイは不思議そうに首をかしげる。

「ジーヌ領についてもだけど、子爵家の人についても知りたいんだ。かなり親しかったのかい？」

「ああ、まあな」

　フレイの精悍な顔立ちが柔らかく綻び、黒い瞳が優しく細められる。少年の頃に離れたきり一度も戻らないまま他者の所領となった故郷には、懐かしい思い出があるらしい。

　彼の生家、オーランシュ公爵家が消滅したのはつい二年前のことだ。いわゆるお家騒動の結果だが、主不在になった領地の後継者が定まるまではそう時間はかからなかった。それが去年の冬で、それ以降様々なものが変化した。

　たとえば、シャルルの名前もその一つだ。

　今の彼の名は、シャルル・グィネヴィア・デ・オーランシュ。オーランシュ領を治める大公となりまだ半年しか経っていない事実に、未だ戸惑いと多少の違和感があるのは否めない。

「シャルル様、馬車を呼んで参ります」

　柔らかな言葉と一緒に一歩踏み出した従者が、シャルルとフレイの歩を止めさせる。いつの間にか、彼らは玄関のホールまで来ていた。

「なるべく急ぎますね」

「ありがとう、ミシェール」

　シャルルは足を止めて、少し低い位置にある従者の紫の瞳に微笑んだ。

「ここで待っているから、転ばないように気をつけるんだよ」

「……シャルル様、いくら何でも転びません」

　主の言葉に、ミシェールは控えめながらも憤慨の気配を見せ、反論する。

　抜けるような白い肌とそれを縁取る水色の髪、そしておっとりと穏やかな光をたたえた双眸。そばに置くようになってもう二年は経つはずなのに、今でもシャルルはミシェールの美貌に目を奪われることがしばしばだ。

　しかしそんな内心は表に出さず、シャルルは笑いながら片目をつぶって見せた。

「まあ、とにかく行っておいで」

「はい」

　ぺこりと頭を下げてから、ミシェールはきびすを返して走り出した。

　いや、走り出そうとした、のだが。

　突然その姿は、シャルルの視界から消えた。

「おい、ミシェール！」

「大丈夫かい？」

　勢いよく転んだ細い身体を、いち早く駆け寄ったフレイが抱き起こす。シャルルは痛そうに鼻を押さえているミシェールの傍らに膝をつき、顔を覗き込んだ。

「怪我はないかい？　ぶつけた？」

「い、いえ……」

　ゆっくりと手の外された箇所は案の定赤くなっていたが、血が出たりすりむいたりはしていないようだった。

「気をつけろよ。急げって事は、あわてろって意味じゃないんだぞ」

「すみません……」

　ミシェールを立たせてやりながら、フレイは苦笑している。服のほこりを払ってやったりと、彼は面倒見がいい。

「ほら、今度こそ転ばないように気をつけていけよ」

「はい」

　羞恥に頬を染めながらシャルル達にぺこりと一礼し、ミシェールは今度は無事に外へ出て行った。

　細い後ろ姿を見送って、シャルルは小さく嘆息する。

　さきほどの会話を、ミシェールはどんな気持ちで聞いていただろう。もしかしたら、今転倒したのもそれに気を取られていたからかもしれない。

　彼もまた、オーランシュ領と無関係ではないのだ。









第二章



　研究所では同じような分野を学ぶ者は、一つの大きな部屋に机と研究のための資料や道具をあてがわれ、学究に努めることになっているのだと所長は説明した。ユーリのため特別に他の研究員を人払いした部屋の中、一カ所だけ奇妙な空間があった。

　並ぶ机や棚のほとんどが、山積みの書類や書籍などで埋めつくされていて、中にはどう見ても散らかしたままの場所すらある。そんな雑多な状態が当たり前らしい室内にあって、リアーヌの机の上は完全に片付けられていた。

　整頓されているという意味ではなく、本当に何もないのだ。本の一冊、羽根ペンの一本すら。

　ユーリが目で問いかけると、所長は憂い顔で首を振った。

「リアーヌがいなくなった日の朝、私が見たときはすでにこうなっておりました。おそらく寮の私室も一緒に片付けていったのでしょうね」

　先ほどまでくまなく探索した、リアーヌにあてがわれていたという寮の部屋も同じ状態だった。生活の痕跡も研究の軌跡も、まったく残さずに彼女は失踪したということだろうか。

「彼女の研究資料などは、どれくらいあったのですか？」

「かなりの量だったはずです。この二年間というもの、ほぼ一日中あの娘は研究室で過ごしていましたから」

「休みの日も、ですか？」

「ええ、私の覚えている限りでは。年頃の若い娘なのだから、もっと楽しみがあってもいいのではないかと思ったことが何度かありましたわ」

　ユーリの記憶でも、リアーヌは真面目で熱心な生徒だった。学ぶこと自体が好きだったのだろう。片時も本を手放さず、わからないところがあればユーリや教官達に質問していた。

「どうして……」

　リアーヌの机に触れる。丈夫な木で作られたその表面は傷だらけで、所々にインクの染みもある。かなり使い込まれていることが見て取れた。

　本当に彼女は、心血を注いでここで勉学に励んでいたに違いない。なのに。

「どうして、駆け落ちなんか」

　ユーリの奥歯が、ぎりりと軋むような音を立てた。

　悔しかった。

　これは、裏切りだ。所長をはじめとする研究所の人々への、リアーヌの家族への、そして、この自分への。

　──口惜しく、憎らしかった。

「絶対に探し出す」

　自分でもはっとするくらい、その言葉は苦渋に満ちていた。

「見つけ出して、問いただしてやる。事と次第によっては、その男もただではおかない」

「ユーリ様」

　静かな声が、宥めるように彼女の名を呼んだ。ユーリはようやく傍らで目を見開いて顔をこわばらせている老婦人に気づく。

「……申し訳ありません。取り乱しました」

　気まずくなって、ユーリは頭を下げる。この善良な老婦人に、これ以上無用の心労をかけたくはなかった。

「所長殿にもご迷惑をおかけしているのですから、リアーヌは必ず見つけて連れ戻します。本当に、申し訳ございません」

「いいえ、よいのです。どうか顔をお上げくださいませ」

　彼女の声音は、むしろやんわりとユーリをいたわる響きを持っている。心の広い女性なのだと、感動するのと同時にいたたまれなくなった。

　こんな素晴らしい人を心配させ、つらい思いをさせてもいいというほど、リアーヌが選んだという男は価値がある者なのだろうか。

「ユーリ様ほどではございませんが、私もあの娘を多少は理解しているつもりです。ですから、これだけは信じておりますのよ。リアーヌは決して、その場の感情や思いつきで行動する娘ではございませんわ」

「……ええ」

　この研究所へ入所できることになったと話したとき、リアーヌはつぶらな茶色の瞳をくるくるさせて驚き、直後には言葉通り跳び上がって喜んだ。ユーリへの感謝を何度も何度も繰り返し、必ず努力を怠らずにがんばると約束した。

　それなのに。

　もう何度目かもわからない溜息が、唇から落ちる。このままここにいてももう手がかりはなさそうだ。

「では、私たちはこれで失礼いたします」

「申し訳ございません。何のお手伝いもできずに」

　恐縮している所長に、ユーリは優しい言葉をかけて慰める。

　所長を先頭に、三人は部屋を出ようと扉へ向かう。これからどうすればいいのかと思うと、ユーリは途方に暮れた。

　ここでのリアーヌの生活や研究内容を探れば、何かわかると思っていたのに。何の収穫もないに等しかった以上、あとは直接駆け落ち相手の父親オラニエ男爵を訪ねるしかない。

　一面識もない上、お互いにとって決して愉快ではない訪問だ。果たして男爵はユーリを相手にして話をきちんと聞いてくれるような人物なのだろうか。いや、それも心配に違いないのだが、もっとユーリの気を滅入らせることが別にある。

　それは──。

「ユーリ様」

　沈んでいく一方だったユーリの思考を、唐突に従者が現実へ引き戻した。

「どうした？」

「こんなものが。机の引き出しの裏に隠してありました」

　駆け寄ってきたエルヴェが差し出したのは、小さな紙片だった。何か走り書きしてある。

　受け取るとき微かにぶつかった指が震え、ユーリはすぐにうつむいた。熱を持つ頬と不規則に乱れる鼓動を意識しないよう、急いで紙片の上に意識を集中する。

　しかしそこに記されていた短い言葉は、直前のユーリの動揺を簡単に吹き飛ばしてしまった。

「……リアーヌの字だな」

「そう思われます。見覚えがあるような気がしますので」

「でも……どういう意味でしょうね」

　一緒に紙片を覗き込んでいた所長の問いに、ユーリは何も答えることができなかった。



　──聖マイヨン祭までに。



　跳ねるような、流れるような美しい筆跡で、記されていたのはたったの一言。

　ユーリが困惑した視線を上げた先に、同じ表情の所長とエルヴェが茫然と立っていた。



＊＊



　ロワーヌの目抜き通りは賑わっていた。建ち並ぶ店は初夏の彩りも鮮やかで、建物の窓辺には様々な花の鉢植えが飾られている。ゆっくりと散策するだけでも気持ちが浮き立つ。

「闇女神の神殿が近いだけあって、この時期この辺りは人通りが多いね」

　迷惑にならない程度にのんびりした足取りで、道の両側に目をやりながらシャルルは隣を歩くフレイに話しかけた。

「その分犯罪も増えるけどな。……ミシェール、足下気をつけろよ」

　フレイは腕を伸ばして、小走りに彼らを追いかけていたミシェールを引き寄せる。微かに頬を上気させてミシェールはフレイを見上げたが、可憐な唇からは控えめな苦情が漏れた。

「僕、そんなに何度も転びません」

「……ついさっき人波に流されてこけて、挙げ句迷子になりかけた奴が何言ってんだよ。男爵の家でもものの見事に転んでるしな」

　ミシェールは言葉に詰まってさらに赤くなった。目を伏せて、小さく唇を噛んでいる。　シャルルはミシェールに見えない角度で、溜息をつく。彼は確か二つ年上だったはずなのに、シャルルよりもずっと幼く見える。もっとも彼のおっとりしてどこか間の抜けたところが、心を和ませてくれているのも事実だが。

「そ、そんなことより、シャルル様」

　何とか話題を変えようとして、ミシェールが隣へ移動してくる。フレイと彼に挟まれる格好になり、シャルルは軽く首をかしげた。

「どうしたの、ミシェール？」

「いえ……砂糖のことなんですが」

　シャルルは、目を細める。そしてフレイに合図をし、道の端に移動した。

「さっき入ってみた店でも、お菓子がほとんどなかったね。予想していた以上にひどかった」

「ええ」

　雑踏に紛れるように、自然に声は潜められる。

「もちろん、砂糖がなくなっただけでは、すぐには影響は出ないでしょう。身分の高い方々は、お茶の時間の嗜好品がなくなって不自由を感じられるでしょうが」

「そうだね」

　逆に言えば、それだけの話だ。表面的には。

「でも、やはり気になります。去年はそれほど悪天候ではなかったはずだし、原材料がほとんど採れなかったなんてことはないと思うんです」

　砂糖の材料は、南でしか育たないフフトという植物だ。茎の部分に含まれる甘味成分を煮詰め、精製して粉末にする。その過程になかなか手間がかかり、不純物の混じっていない上質なものとなると庶民はもちろん、高い身分の者ですら滅多に口にすることはできない。

「パンの値段が、かなり上がっていました」

　ミシェールは深刻な表情で、考え考え言葉を続ける。

「もうすぐ聖マイヨン祭だから、国内での砂糖の需要は今とても高まっているはずです。でも例年と同じ規模で祭りを行うとしたら、費用はいつもよりずっとかかることになる。かといって取りやめることはできないから、折り合いをつけながらやるしかない。そうなると……」

「採算をとるために、他のところでも値を上げることになるね」

　結論をシャルルが引き取り、ミシェールはうなずいた。

　聖マイヨン祭は、闇の神殿が行う聖人の祭りだ。一年のうち闇女神イーリアの司る季節に行われる行事の中で、最も国民の関心が高い。身分違いの恋に悩む若者達に手をさしのべ成就させたという聖マイヨンの逸話に倣い、この時期に合わせて結婚式を挙げる恋人達が多いのが理由の一つだ。

　だが最も国民の関心を集めるのは、聖マイヨンの加護を得て恋を実らせようとする者が、祭典の開かれる七日間の間に想い人へ贈り物をしようと一斉に動き出すことだ。

　中でも最も人気のあるのが、ふんだんに砂糖を使った焼き菓子の贈り物である。もともと砂糖は聖マイヨンが薬として広めたものであり、それにあやかってそんな習慣ができたのだ。その名残で今も、神殿に行けば薬としての砂糖を分けてもらうことができる。

「神殿からも、国の備蓄分を出してほしいと要請があるかもしれないね。もちろんある程度なら聞き入れることは可能だけれど」

「つまり、このまま放置しておいたら国中の砂糖がなくなるってことだろ？」

　ぼんやりと家壁にもたれかかっていたフレイが、肩をすくめてミシェールの頭をぽんぽんと軽く叩いた。

「軍には死活問題だぜ。士気にも関わる」

　砂糖の高い栄養価が知られるようになったのはつい最近だが、軍では非常食として遠征時に大量の砂糖を必要とする。有り難いことにこの何年か周辺諸国との関係は至って良好で、兵士達を戦わせなければならないような事態はしばらくないだろうが、万一の状況に備え兵糧として蓄えておくに越したことはない。

「そういうことだね」

　表面だけを見れば、調味料の一つが手に入りにくくなったということにすぎない。しかしこのままにしておけば各方面に影響が出るのは厳然たる事実なのだ。それがどんな作用と結果をもたらすのか、今のところはシャルルにも予想できない。

　だから、憂いの芽は早めに摘んでおきたいと思うのだ。

　今この国を治めている幼い王と、彼を支える忠実な宰相のためにも。

　それが叶うだけで、シャルルにとっては千金の価値があるのだから。

「バラティエ伯爵も、このところめっきり弱ったらしくてね。彼のところで国中すべての砂糖を賄ってもらっているに等しいから、やっぱり責任を感じているんだろう」

「ああ、あのじいさん」

　砂糖の原産地を治める伯爵の名を持ち出すと、フレイがぽんと手を打った。

「年の割にはずいぶん元気そうだけどな。忠誠心はすごいと思うが、あんまり好きな人柄じゃないな」

「どうして？」

「そりゃ、国の全部を自分で何とかしてるって顔してるからさ」

　それは言い過ぎだろう、と口ではフレイを諫めたものの、確かにそういう面があるのも事実だった。

　砂糖の件で会議があったとき、伯爵はひたすら謝罪を繰り返していた。王都から専門家を調査に送ると言っても、まずは自分達で必ず何とかするから、と言い張って譲らなかった。

　責任感が強いとも言えるが、裏を返せば頑固で譲らず、周囲にとっては付き合いにくい性格だということでもある。

「シャルル様」

　手を取られて、彼の黙考は優しく破られる。ミシェールが傍らに寄り添って、真っ直ぐに彼を見つめていた。

「僕では、お役に立てませんか？」

「……それはどういうこと？」

「僕の『力』で、原因を探れるかもしれないと思って」

　紫の瞳は穏やかだったけれど、シャルルはほのかな不安を覚える。その奥にある哀しい過去を、知っているから。

「ありがとう、ミシェール」

　だからシャルルは、微笑むだけにとどめる。

「いざとなったら、そういう可能性もあるかもしれない。でも、本当に駄目だと思うまでは、自分で何とか行動してみるよ」

　彼に頼り切りになってしまったり、利用するようなことはしたくない。確かに彼の『力』にはそれだけの価値があり、彼はシャルルの従者だが、意のままになる道具ではないのだから。

「どうしても駄目だったら、改めてお願いするよ」

　水色の髪を撫でてやる。絹糸のようななめらかな手触りだ。

　子供ではないとまた抗議されるかと思いきや、ミシェールははにかんだ笑みを口元に刻み、あまつさえ目元までほんのり赤く染めてしまう。

　ミシェールがこんなふうにくつろいだ様子を見せてくれるようになったのは、つい最近のことだ。それ以前の暗い顔を覚えているだけに、できることなら『力』は使わせたくないのだが。

「きゃああっ！」

　そのとき、まさに絹を引き裂くような悲鳴が上がり、和んでいたシャルルは思わず跳び上がった。

「何だろう？」

「ちょっと見てくるから、そこにいろ。ミシェール、シャルルを頼むぞ」

「はい」

　フレイが素早く身を翻し、悲鳴が聞こえてきた路地へ飛び込んでいく。シャルルも迷わず追いかけようとしたが、後ろからミシェールに袖を引かれた。

「駄目ですよ、危ないです」

「大丈夫だよ。フレイの腕は確かだし、それに──」

　一生懸命右腕の袖口をつかんでくる繊細な指を、シャルルは逆の手でそっと握り込んだ。

「君も、私を守れるんだろう？」

　紫の瞳が大きく見開かれる。ミシェールに強く頷きかけ、シャルルは彼を促して駆け出した。

　思ったよりも悲鳴の発生源は遠かったようで、彼らが目指す黒衣の騎士を見つけたときにはすべてが片付いていた。

「何だよ、待ってろって言っただろ」

　気楽に言って剣を鞘に戻したフレイは、足下に転がっている数人の男を避けながら二人を迎えた。

「何があったんだい？」

「よくある話だ。チンピラが自分らより弱そうな奴を獲物にして、たちの悪いやんちゃをしたってだけだ」

　シャルルは改めて、呻いて転がっている男達とその後ろでうずくまっている小さな人影に目をやった。

　人影は、少女だった。それも明らかに身分の高そうな。

　簡素ではあるが一目で絹とわかる素材のドレスを身につけ、綺麗に整えて背に流した長い褐色の巻き毛には所々宝石のついたピンが飾られている。こんな姿でこんなすえた匂いのする暗い裏道などを歩いていればどうなるか、考えなかったのだろうか。

　シャルルの祖母が若かった頃などはよく、世間知らずで無鉄砲な貴族の娘達が何を思ったか単身市井に降りて、何らかの事件に関わり身近な者を巻き込むということがよくあったらしい。ゆえにとうとう時の王が自ら先頭に立って、そういった軽はずみな行動がどういう危険を招くかを根気強く説教した結果、今では一切そんな事態は報告されなくなっている。

　だというのに、未だに世の中にはこんなに危機管理の甘い良家の令嬢が存在するのかと、シャルルは呆れるよりむしろ感嘆していた。

　それはさておくとして、とりあえず助けたものは責任を持って最後まで面倒を見なければならないだろう。

「大丈夫ですか、お嬢さん？」

　可能な限り優しく声をかけてやったのに、少女の痩せた肩はびくりと大きく震えた。よほど怖かったのだろう。自業自得だから同情はしないが。

「もう安心してください。か弱き姫君に狼藉を働いた悪人は、ここにいる騎士が退治しましたから」

　気障な台詞がすらすら出てきたのは、この浅慮で無鉄砲な少女に呆れていたせいもある。後ろでフレイが声を殺して笑っているのがわかって、シャルルはやや赤面した。

「あの……お怪我はありませんか？」

　その場の空気を取りなすように、ミシェールが割って入る。まだ震えている少女の傍らに膝をついて、柔らかく話しかける。穏やかで心地よい彼の声は、怯えきった少女を落ち着かせる効果があったものか、次第に黄色いドレスに包まれた腕が震えを収めていく。

「お一人でいらしたのですか？　誰か従者をお連れでしたら、探して参りますが」

「……いいえ」

　嗚咽の混じった小さな返答が、顔を隠す腕の中からくぐもって聞こえる。

「誰に頼んでも聞いてくれないから、一人で来たの……どうしても、聖マイヨン祭の贈り物がしたくて……私」

　シャルルはつい大きな溜息をついた。これでは次に来る言葉もだいたい予想がつこうというものだ。

「でもどこにあるのかわからなくて、気づいたらこんなところに入ってしまっていて……」

　そして見事に、シャルルの考えたとおりの展開になった。

　恋に暴走する高貴な身分の娘。その結果悪漢に襲われて、通りすがりの誰かに運良く助けられる。今では貴族の姫君達が暇つぶしに嗜む古い古い古い物語にしか出てこない、手垢がついたような恋愛話の再現そのものではないか。

　何という、期待を裏切らない娘なのだ。悪い意味で。

　もう一度溜息をつきそうになったのを我慢できたのは、ようやく仕事を思い出してくれたシャルル自身の理性と礼節のおかげだった。

　シャルルは後ろで黙々と暴漢達を塀際に積み上げていたフレイを振り返る。彼の騎士はもっと己に正直で、笑いをかみ殺したような珍妙な顔つきで首を横に振って見せた。

　これはもう、さっさと家に送り返してやるに限る。この分だとまた同じことを繰り返しそうだが、そこまでは面倒見きれない。見るつもりも義理もない。

「では、お嬢さん。よろしければ、私達でお屋敷までお送りいたしましょう。あんな恐ろしい目に遭ったあとですから、お一人では不安でしょう？」

　できればこれを教訓にして、周囲へ迷惑をかけないように学習してほしいものだ。

　本音を巧妙に隠しつつ紳士的に振る舞うシャルルの前で、少女は恐る恐るといった様子でようやく顔を上げた。

「あ……ありがとうございます。助けてくださって……」

　少女は小さく礼を述べた。露わになった小作りな顔立ちに、シャルルは多少感心した。

　今はまだ幼さが目立つが、将来かなりの美人になると思われる非常に整った面差しだった。つんとかわいらしく上向いた鼻と小さな赤い唇、大きな緑色の双眸が印象的だ。

　しかも、少女自身がそれを充分自覚しているという態度が見て取れた。周りの親しい者たちから、美貌のためにちやほやされ甘やかされて育ったのだろう。

　というようなことをシャルルは考えたのだが、もちろん表にそれを出すことはなく、愛想のいい社交辞令的笑みを貼り付けたまま口を開きかけたのだが。

「アントアーヌ卿？」

　彼の思惑と今後の予定を見事に変更してしまったのは、少女の口にした名前だった。

　少女が真っ先に目にとめたのは、気遣わしげに彼女を見ていたミシェールでも上辺だけ礼儀上にこやかに振る舞っていたシャルルでもなく、彼らの背後で手持ちぶさたにしていたフレイだったのだ。

　アントアーヌ卿、すなわち本名で名指しされたフレイの方はといえば、「うげっ」などと変な声を上げて思い切り顔を引きつらせている。

「……イヴェット姫」

　フレイの呟きは、明らかに強ばっていた。

　そんなフレイの様子にまったく頓着せず、イヴェットという名前らしい少女は恐怖と緊張を一変させ、無邪気ににっこり笑っていた。









第三章



　ユーリは旅装も解かないままで、ぐったりと私室のソファーにくずおれた。エルヴェがかいがいしく外套を外し靴を脱がせてくれるが、礼を言うのもやっとだった。

　ユーリ達は王都にあるジーヌ子爵家の屋敷に先に立ち寄り、少し休んでからまたこの先を話し合おうということにしたのだ。住み慣れた領地の館とは違い、こぢんまりとはしていてもきらびやかな装飾品に溢れていて、気持ちが落ち着かない。

　そもそもここへ来たのはこれが初めてなのだから、帰ってきたという感覚などもちろんない。領主のはずなのに王都で贅沢に暮らしている父の代わりに領地を治めなければならないユーリは、今度の事件がなければそもそもジーヌ子爵領を出ようなどと思うこともなかっただろう。領主代行の生活は忙しく、それだけ充実している。

　両親と妹が留守なのがせめてもの幸いだった。彼らと顔を合わせたら、居心地の悪い空気の中で、いつ言い合いになるかと気を張り詰めていなければならない。とにかく、気質も価値観も合わないのだ。

「私に一言もなく、所長にも迷惑をかけて……」

　力ないつぶやきだけが唇からこぼれる。目の前のテーブルの上に放り出したばかりのリアーヌの走り書きを、ユーリは腹立ち紛れにぐしゃりと握りつぶし、捨てようとしたが寸前で思いとどまった。



　──聖マイヨン祭までに。──



　こんなものでも、あの娘が唯一残していった手がかりには違いない。そう自分に言い聞かせ、上着のポケットにそれをねじ込んでみたものの、その存在がかえって気を滅入らせるばかりだった。

「故郷で待っている家族が、どれだけ迷惑を被るか、それすら考えずに……」

「ユーリ様」

　たまりかねたのか、お茶を持ってきてくれたエルヴェが言葉を挟んでくるが、次々に心に湧く無念はユーリ自身にも止められない。

「なぜだ？」

　拳を握る。今まで一度も美しくのばしたことのない爪は、皮膚を傷つけることはなかったけれど、それでも苦い痛みが心に突き刺さる。

「それらすべてを捨ててまで、得ることに意味があるものなのか？　あんなに……あんなに一生懸命にやってきたこれまでの人生を捨ててもいいと考えるほど、そんな価値のあることなのか？」

　声が震えそうになるのを、視界が熱く歪むのを、どうにか気力で抑えつける。

「信じられない」

「ユーリ様」

「……リアーヌは優秀だった。お前も知っているだろう？」

「ええ」

　エルヴェの声はあくまで静かで、ユーリの激高すら納めてしまう。耳に心地よい彼の言葉は、いつだってユーリの慰めだ。

「信じられないのは、私も同じです。ユーリ様」

　疲れ切って上げた視線の先に、彼の青い目が誠実な光をたたえている。

　ユーリはいたたまれなくなって、ふいとうつむいた。

「ユーリ様」

「……何だ？」

「これから、どうなさるおつもりだったのですか？」

　これから。

　今は頭を使うことはユーリにとって億劫だった。所長にはああ言ったが、どこをどう探せばいいのか、見当もつかない。

　自分達に理不尽と不条理を投げつけていった娘のために、何をする価値があるのかとすら思ってしまう。

　だがエルヴェの方は、主とは見解を異にしているらしかった。

「そもそも研究員の身分で、どうして貴族と知り合うきっかけがあったのでしょうか」

　しばらくの沈黙の後、彼は言った。

「リアーヌの研究している分野に興味を持っていたか、あるいは造詣が深いような方だったのならば、話は分かるのですが」

「……そうだな」

　のろのろとユーリは顔を上げる。

　言われてみれば確かにおかしい。しかし、もしもそんな事実があったなら、所長は必ず教えてくれたはずだ。もちろん、彼女が知らないだけかもしれないが。

「そして何より気になるのは、リアーヌの私物がまったく残されていないことです」

「え？」

「彼女は研究者です。真面目に仕事をしてきたのならば、集めた資料は必ず研究所なり部屋なりにあるはずです」

　──だが、なかった。

　反論しようとして、ユーリははたと動きを止めた。

　資料。研究。

　二年分の。

「……そうか」

　ユーリは奥歯を噛みしめる。いくら頭に血が上っていたとはいえ、そんな当たり前のことにさえ気がつかなかったとは。

「突然行方をくらます人間が、そんなものをすべて持っていくわけがない。仮にリアーヌが研究に未練を残してそんな所行に及んだのだとしても、それなら絶対運び出したときの痕跡が残っているはずだな」

「ええ。彼女は二年以上あそこで研究に明け暮れていたのですから、研究資料は膨大な数に上っていたでしょう。独力で持ち運べるはずがない。相手の貴族が馬車などを用立てたのだとしても、それならば逆にこちらにはありがたい。手がかりを見つけやすくなります」

　ユーリは顔を上げた。青い目が、励ますように見つめ返している。

　せっかく堪えていた涙が、あっけなく流れてしまいそうになった。

　肩から力が抜けていく。どれだけ自分の気持ちが張りつめて余裕がなかったのか、思い知らされた。

「そうだな……。ありがとう」

　それでもやはり、彼を直視することはできなかった。弱くなっている自分の心は、たがが外れやすいから。

　いつもは隠しておけるはずのことを、ぽろりと零してしまいそうだから。

　ため息をついて、ユーリは考えを切り替える。やるべきことと方針が見えてきたのだから、じっとしているわけにはいかない。領地内での急ぎの問題はすべて片付け、オラント塾のことも含め信頼できる秘書官に任せてきてはいるけれど、そう長く留守にはできないのだから。

　まずは、どこから手を着けるべきか。

　しかし考え始めた矢先に、家令のためらいがちだが礼儀正しい呼びかけとノックの音でユーリの思考は中断される。

「失礼いたします。お客様がお見えでございます」

「私にか？」

　まったく心当たりがなく、ユーリは眉をひそめる。

　十八になる今日までユーリは一度も王都へ足を運んだことはなく、正式に子爵家の姫としてパーティなどに出席したことすら十五歳の時の数回きりだ。それも中央ではなく、近隣に領地を持つ貴族達との間でのごくごく小さな集まりだった。

　当然、わざわざ訪ねてくるような知り合いなど一人もいない。ユーリの顔すら、ほとんど知られていないのだから。

「名前は？」

　エルヴェを伴い廊下へ出る。歩き出しながら、ユーリは老いた家令に尋ねてみた。

「はい。アントアーヌ卿とおっしゃいます」

　やはり知らない名前のようだ。なのに、何か引っかかる。

　アントアーヌ。女性めいた響きのその名前。

　どこで聞いたろう。どこで。

　足は止めず、しかし記憶を掘り起こそうと回転していた頭は、甲高い少女の声で真っ白になった。

「エルヴェ！」

　肩が震えるのを、自覚した。よろめきそうになり、あわてて壁に手をつく。

　最後に聞いたのは、ずいぶん前。でも、間違えるはずがない。

　恐る恐る顔を上げて、直後後悔した。ふわふわとまばゆく揺れる明るい巻き毛が鮮やかすぎて。

　勢いよく駆け寄った美しい少女を、エルヴェは直立不動で迎えた。

「お帰りなさい。予定より到着が早かったのね」

「はい」

　長身の彼を見上げて顔中に笑みを浮かべているのは、妹のイヴェットだった。記憶にある三年前の姿よりもずっと、愛らしくなっている。

「まだそんな旅の衣装のままなの？　せっかくロワーヌに来たのだから、もっといい服を作ればいいのに」

「長い滞在ではございませんから。それに、従者の私には衣装など」

「そんなことないわ。エルヴェは素敵だもの。それに剣の腕だって素晴らしいのだから、お父様に頼めば騎士の訓練所へだって……」

　言い募るイヴェットにエルヴェが返したのは、優しいが断固とした拒絶だった。

「私は今の境遇に満足しておりますし、平民の身分でそこまでしていただいては、逆に恐縮いたします」

「そんなの……」

　二人のやりとりを見ていられず、ユーリは視線をはずす。

　イヴェットは三年前まで領地で過ごしていたが、ことあるごとにエルヴェにつきまとっていた。そんなときの妹はとても嬉しそうで、楽しげで、美しくて。

　今も、そうだ。むしろ、流れた月日の分ずっと人目を惹きつけるようになっているかもしれない。大きな丸い緑の目はきらきらと輝き、とろけるような甘さでエルヴェを捕らえて離さない。少し鼻にかかった高い声は柔らかく、母がいつも言う『殿方に好かれるような話し方』とはきっとこういう口調なのだろう。

　ユーリの直接的で断定的な話し方とは正反対の、相手の反応を常に待つ受け身の言葉ばかりを選ぶ。

　妹は昔から、そういうことが上手なのだ。だから父も母もその他の人々も、妹ばかりをかわいがる。

　自分とは違って、美しく愛らしいから。

「失礼いたします」

　彼女の苦い思いに割り込んだのは、またもや年老いた家令だった。

　のろのろと視線を巡らせて、はっとする。家令の後ろには、三人の見知らぬ青年が手持ちぶさたに控えていた。

「イヴェット様を送り届けてくださった方々でございます」

　それだけで、理解した。妹はどうやら、また誰にも告げずに街へ出たらしい。数ヶ月前にも突然無断で外出し、両親や使用人達を右往左往させたという話をユーリは家令の口から聞いている。

「イヴェット」

　魔道具のリボンを通しているとは言え、ユーリの声は自分でも驚くほどの険のあるものとなった。

「お前はまた、無断で外へ出たのか？」

　イヴェットはびくりと肩を震わせたが、それも一瞬のことだった。すぐに姉に向き直り、腰に両手を当てて胸を反らす。

「そうよ。もう子供じゃないもの、一人でお出かけくらいできるわ」

「その格好でか？」

　必要以上にきつい調子になっている。まずいと思ったが、苛立ちと怒りは募るばかりだ。

「そんな上等な服で、しかも装飾品もはずさずにのこのこ出かけていったのか？　いくらロワーヌの治安がいいといっても、貴族の娘が供も連れずに出歩けるわけではないぞ。この間もそれで父上や母上にさんざん叱られていたくせに、お前は学習能力がないのか？」

「あ、あの時は、なにもなかったじゃない！」

「たまたまだ。本当にそれくらい安全なら、警備隊なんて全員失業している。……あのとき『は』ということは、今回は何かあったのだな？」

「う……」

　絶句した妹は、救いを求めるようにエルヴェを見上げる。かっと頭が熱くなるのを感じ、ユーリは強く拳を握った。

　その衝動が、言葉となって口を飛び出そうとする寸前。

「いや、さすがに全員失業はないよ。治安維持以外に結構仕事がいろいろあるから」

　知らない声が、穏やかな口調でずれたことを言いながら、姉妹のやりとりに割って入ってきた。同時にそちらを振り返った二人は、使用人の男とその後ろで優しく微笑む金髪の青年を目の当たりにする。

「差し支えがなければ、そろそろご挨拶をしたいのだけれど。あなたが……ジーヌ子爵の上の姫君？」

　青年の榛色の瞳には、物珍しげな色も嘲りも見て取れなかった。物腰から相当高い身分であることも窺える。なのに、ユーリが今まで出会った貴族達が一様に見せてきた、他者を値踏みするようなそぶりはまったくない。

　優雅で、物怖じしない雰囲気。

　何という澄んだ眼差しをした人だろう。

　ユーリは惚けたように青年に目を奪われたが、同時にひどく圧倒され、戸惑いもした。

　今まで出会ったどんな人とも違う瞳になぜか、心が騒いだ。
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　イヴェットがジーヌ子爵家の娘であり、シャルル達が彼女を王都内の子爵家に送り届けたときに姉姫のユーリディスの滞在を知ることができたのは幸運だった。出直す手間が省ける。正直何かの作為や思惑を疑ったほどだ。

　しかし事実は事実として、シャルルはこの機会を生かすことを選び、ユーリに面会したい旨を家令に伝えたのだった。

　その際フレイの名を出したのは、初対面の自分より幼なじみの方が、彼女の警戒心が和らぐだろうと考えたからだ。

　しかし、姉のことを聞かされたときのイヴェットの反応は、シャルルの眉をひそめさせた。家令からそれを耳打ちされたとき、イヴェットはあからさまに顔をしかめたのだ。それでもやはり貴族の令嬢だけあって、内心を言葉にすることはなかったが。

「ジーヌ子爵夫人って人は、結婚前は相当有名な美女だったんだそうだ」

　取り次ぎを待つ間に通された応接間で、フレイは簡単に子爵家の人々について説明してくれていた。

「確かにまあ美人だったな。あんまり好きな感じの人ではなかったけど」

「君は、女性の好みにはうるさいからね」

　茶化してやると、フレイはちらりとシャルルを横目でにらんでくる。

「だからかもしれないが、長女があんまり自分に似ていないってことで、ずいぶん辛く当たっていた。俺がジーヌ子爵家に行くと、たいてい隅の方で泣いてたんだ。かわいそうだったから会う度話しかけたり、慰めたりしたっけな」

「仲がよかったんだね」

「そうだな。俺がベルモンド家に養子にいって、それからずっと会ってない。でも、いっそ男の姿をしていれば気が楽だって、あのころから言っていたな」

「なるほど」

　ここへ来る道々、シャルルはイヴェットからいろいろと子爵家の事情を聞き込んだのだが、姉姫に対してのイヴェットの評価は実に辛辣だった。身内でも何でもない相手に対してそこまで赤裸々に話すのはどうかと思うほどで、水を向けたのが自分とはいえシャルルは非常に居心地の悪い思いをした。



『お化粧もしないし、ドレスにも興味がないの。お勉強ばっかりして、貴族の娘としては失格だわ』



　ああいうのを、『天然』というのだろうか。

　天真爛漫に振る舞い、無防備な姿を見せるのが魅力であり愛らしさだとイヴェットは勘違いしているようだ。どうやらフレイの話も総合して考えてみるに、そういった振る舞いを推奨したのは母親だろう。

　まあ、それにほいほい引っかかる馬鹿な男が、未だに多いのも悲しい現実なのだが。

「イヴェット姫の方とは？」

「あの時確か、あの娘は二つだった。覚えてるはずがないから、たぶん両親にでも俺の話を聞いてたんだろう。正式に紹介があったのは三ヶ月前だ」

　三ヶ月前。その言葉で、思い当たるものがあった。

「ああ……もしかして、私の大公位拝領の時の？」

「当たり」

　そのときのことを思い出したらしく苦虫をかみつぶしたような顔をしているフレイに、シャルルは気の毒そうに苦笑した。

　そのときその場に直接居合わせなかったものの、自分達の娘をしきりにフレイに売り込んでくる夫婦がいて、逃げてくるのが大変だったとフレイは愚痴をこぼしていた。あれがつまり、彼らの実質的な再会というか出会いだったのだ。

「そうだった。当事者の意思を無視して縁談を勝手に進められそうになって、うんざりしたと言っていたね。そうか、それがジーヌ子爵だったのか」

「ほんっと疲れたぜ。社交界に出たばかりの娘を連れ回して、そういう売り込み方するなんて、非常識すぎる。立身出世のためならどんなことでもするって感じだったな」

「でも私のところへは、最初の挨拶以外近づいてこなかったな」

「相手が大公殿下じゃ、さすがに気後れしたんじゃないのか？　もしくは……」

　そこでフレイは、意味ありげにむっつり黙り込む。何かと思い視線を辿ると、部屋の美術品に見入っているミシェールにゆき当たった。

「ああ」

　美術品を前に、うっとりとした笑みを浮かべる横顔を見て、シャルルは深く頷いた。

「そういえばあの時、ミシェールは毒味役で私のそばから離れなかったね」

　フレイの顔がますます不愉快そうに歪んで、シャルルの笑いを誘った。

　そんなやりとりを気にしたものか、ミシェールがふと視線を向けてくる。

　どこか焦点の定まらない紫の瞳は芸術への陶酔に未だとろけており、見る者がはっとするほど現実感がない。もの言いたげにかすかに開かれた唇はふっくらと柔らかそうで、ともすれば指を伸ばしたくなる。

　ただでさえ容姿が際だって整っているのに、そんなふうに見つめられて平静を保っていられる者は少ないだろう。

「何かございましたか？」

　そう尋ねてくる声も、おっとりとして優しい。

　なるほど、慎みのない子爵夫妻もさすがに彼を目の当たりにして尻込みしたとしても不思議はない。

「いいや。何でもないよ」

　シャルルはごくあっさりと、彼の疑問を受け流した。

「それでユーリディス姫……ユーリ嬢は、今では完全に男性を装っているんだね」

「ああ。この間ジーヌ領でいろいろ聞いたけど、中にはユーリが女だってことを知らない奴もいたくらいだ」

「それはまた」

「そして」

　フレイは意味ありげに言葉を止めてから、ゆっくりと続きを口にした。

「恐ろしく有能らしい。誰一人として否定的意見を口にしなかった」

　シャルルも、無言で同意を示した。

　オラニエ男爵も、似たようなことを言っていた。長いこと子爵不在でありながらあの地が一つの問題も起こさず、それどころか今では知る人ぞ知る優秀な人材の宝庫となっているのは、彼女の優れた政治的手腕の証左に違いない。

「文官として養成されて職を見つけた若いやつが、故郷に仕送りなんかもしているようで、結果的に貧富の差がある程度緩和されてる。おかげで治安もいい。全体的にそこそこに裕福でもあるようだった」

　それを十八の娘が切り盛りしているというのだから、空恐ろしい話だ。

　フレイによると、先代の子爵は息子よりも孫娘に己の造り上げた塾と領地の将来を賭けるべきだと、かなり早いうちから心に決めていた節があるという。口癖のように、ユーリが男でないのを惜しいと言っていたそうだ。

「だけどなあ」

　まだ、誰も来る様子はない。フレイは退屈そうに、ソファーに深々と身を預けた。

「昔からあそこは農作物のできがよくないんだよ。そっちの方は未だに改善されてなかった」

「ふむ」

「何も手を打ってないわけじゃないだろうけど、気候の問題はでかいからな」

　だからこそ、先代子爵はそれに代わる産業を模索し、結果導き出されたのが文官の養成と派遣なのだろう。

「失礼いたします」

　控えめに扉が叩かれ、使用人らしき壮年の男が一礼する。

「イヴェット様が、改めてお礼とご挨拶を申し上げたいと。ただいま参りますのでしばし待ちくださいませ」

「ああ、それは構わないけれど……」

　今話をしたいのは、姉姫の方なのだが。

　ユーリは会ってくれないのかと、シャルルが尋ねようとしたときだった。

「何だろう」

　半開きになった扉から、女性の金切り声が飛び込んできたのだ。

　首をかしげるシャルルの前で、使用人は顔を強ばらせた。

「失礼いたしました。少々お待ちくださいませ」

　そのまま再び扉は閉ざされたが、シャルルは構わず廊下へ出る。フレイとミシェールも着いてきた。

　甲高い声は、イヴェットのものだった。それに応じていたのは明らかに男のようだったが、引っかかりのある単語を確かにシャルルは耳にしたのだ。

　──父上、母上。

　フレイは言っていた。ユーリは男装していると。

　それが外見上のことだけではなく、人としての特徴にまで及んでいたとしたら。

　例えば、声など。

　そうしてシャルル達はこっそり使用人の後をつけていき、口論をするジーヌ家の姉妹に出会ったのだった。









第四章



　見知らぬ三人の人物の予期せぬ登場に、ユーリはもちろん驚いた。特にその中の一人、金髪の青年の凝視に、ユーリはたじろいだ。

　だがその直後黒髪の長身の男がすっと一歩踏み出してきて、ユーリの前に立ったのだ。

「ああ、懐かしいな。面影が残ってる。俺のこと覚えてるか？　ユーリ」

　人なつっこい笑みを浮かべながら身をかがめて身長差を詰めてきた男の黒い瞳が、ユーリを映している。

　思わず一歩後ずさったユーリだが、彼を見返しているうちはっと目を瞠り、息を呑んだ。

　こんな風に、二つの澄んだ黒い瞳の中に自分の姿がある光景を、見たことがある。

　遠い昔に。

　この人は今よりもう少しだけ背が低くて、もっと体つきも細かったけれど。

　覚えているよりずっと大きくたくましくなった人の、あの頃と同じ優しくていたずらっぽい光を浮かべた眼差しが、思い出と重なり合う。

　そうだ、あの頃はこんなに低い声ではなくて、もっと柔らかい、少年の。

　ユーリ、と呼んでくれた優しい響き。

　思わず、唇が動いていた。

「……フレイ兄様」

　昔のままの呼び方に、彼は深い笑みを浮かべた。変わっていない。この人は笑うと、いたずらっ子のような表情になる。

　最後に会ったのはずいぶんと昔だったが、忘れたことは一度もなかった。彼の本来の名前がアントアーヌということ以外は。

　女性の名前みたいだからと、彼はいやがって親しい人には洗礼名のフレイと呼ばせていたのだ。家令が取り次いだアントアーヌ卿という名前から、すぐに彼のことを思い出せなかったのはそのためだ。

「元気そうだな」

　目の前にいる彼は覚えているよりさらに背が伸びていて、ユーリより頭二つ分は目線が上にある。

　鼻の奥が痺れた。不思議な気持ちで胸と喉が締め付けられて、言葉が出てこない。どんな顔をしていいのか、わからない。

　フレイはオーランシュ公爵家の兄弟の一番下で、爵位を継げる可能性はほとんどなかったから、後継者のなかったベルモンド家に請われて養子に入った。騎士だった養父の下で修行し無事叙勲を受けた後、確か彼は養父の供として他国を回っていたはずだ。

　そして二年前の養父の死をきっかけにローレンシアに戻り、仕官したと聞いている。

　その主は。

　ユーリは改めて、金髪の青年におずおずと視線を移動させた。

　青年は、柔らかな表情で佇んでいた。その物腰はとても優しそうで、榛色の瞳には品性と知性が溢れんばかりだ。

　目が、離せなくなる。

「ユーリ」

　フレイの声音が、変化した。

「俺の主、オーランシュ大公だ」

　彼の一言で、ユーリの予感は確信となった。

　オーランシュ大公。この人が。

「ユーリ様」

　彼女の背中に控えめに触れて、我に返らせてくれたのはエルヴェだった。

「失礼いたしました、大公殿下。主は少々、長旅で疲れているようで」

　彼の話し方はことさらゆっくりで、いつもと違う。背後から自分を見る視線が何かを訴えているように感じて、ユーリはおずおずとそんな彼とシャルルを交互に見やる。

　直後、血の気が引いた。

　なぜ、失念していたのだ。

　どんな田舎者であっても、ローレンシアの民ならば誰もが知っているし、また知っていなければならない事実を。

　目の前の青年がかつて、シャルル・グウィネヴィア・ロワド・ローレンシアと呼ばれていたこと。

　国名を負う者──つまり、先代の国王。

　二年前に病が原因で退位し大公となったが、目の前にいるこの人が自分にとって依然雲上の存在である事実は変わらない。

「も、申し訳ございません」

　動揺で目が眩むようになり、何も見えない。こんな高貴な相手に、妹の不始末の世話をさせたばかりか、口喧嘩の現場まで見られてしまうなど。

　あまつさえ自分は今略装の上、男のなりをしているのだ。前国王を前にして、とても許されることではない。

「わ……私は」

　そして再び口を開きかけて、今度こそユーリは足下が崩れ落ちる心地がした。

　すっかり忘れていた。喉に魔道具を着けていたことを。

　男のなりに男の声。

　無礼を通り越して、奇矯だ。

　口の中が干上がって、掌がじっとり湿っていた。頭が真っ白だ。

　どうしよう、どうすれば。

　狼狽えるユーリの視界に、そのときふと影が落ちた。

「畏れながら大公殿下」

　どんなときも冷静さを失わない、落ち着いた声音。

「ユーリディス様は外出先から戻ったばかりで、お姿も整えられておりません。この場を失礼させていただいてもよろしいでしょうか？」

　ユーリの姿を大公の視界から隠すように立ちはだかって、エルヴェは身分の差にも臆することなく凛としてそこにいた。

「もちろんかまわないよ。突然訪ねてきて失礼をいたしました、ユーリディス姫」

「……いえ」

　大きな背中と守ってくれた人の存在が、ようやく冷静さを取り戻させてくれる。エルヴェの後ろに隠れたままで、ユーリはせめてと思い震える指を喉元にのばした。

　リボンのついた黒いチョーカー。変声のため作らせた魔道具は、一見するとただの装身具にしか見えない。首の後ろの留め金は、おぼつかない手でも容易にはずすことができた。そこだけすっと温度が下がったようで、ユーリは強くチョーカーを握りしめる。

「……大変、失礼をいたしました……」

　そうして絞り出した本来の自分の声は情けないほど掠れて、とてもシャルルにまで聞こえたとは思えないくらいに小さく弱々しい。

　それでも何とか、言わなければならないことは頭に浮かんだ。

「妹が、多大なるご迷惑をおかけ申し上げまして、お、お詫びの言葉もございません。……父にもよく相談し、後日改めて、謝罪とお……お礼にうかがいたく……」

　しかし、言葉はいちいち喉で引っかかりひどく不明瞭になる。

　いつの間にか、肩を縮めてうつむいている自分に気がついた。身分の高い人に対して、これでは非礼に当たると頭ではわかっている。なのに、身体が思うように動いてくれない。

「ユーリディス姫」

　混乱するユーリの頬の上で、ふわりと風が踊った。

「大丈夫ですか？」

　思いの外近いところから、もの柔らかな大公の声は労るように降りてくる。

「突然お邪魔をしてしまったのはこちらです。そんなに固くならないで」

　自分の今の格好を、確かに彼は見ているはずなのに。魔道具をつけて声を変えていることも、ユーリは露呈してしまっているのに。

　先ほどまでとは違う気持ちで、胸がいっぱいになった。取り繕うための同情でも、上辺だけの気遣いでもなく、大公殿下はユーリに言葉をかけてくれているのだとわかる。

　そうでなければずっと身分も下の自分のようなおかしな女の前に、大公ほどの相手が屈み込んで視線を合わせてくれるわけがないのだから。

「イヴェット姫とお目にかかったのは本当に偶然だったのですが、実はそのことがなくてもいずれあなたを訪ねるつもりでおりました」

「……え？」

「教えていただきたいことがありまして。正直、こちらにいらっしゃると聞いて何という僥倖と喜んでいたところだったのです」

　ふわふわと柔らかそうな金色の髪、優しげな瞳が、静かにユーリを見つめている。

　こんな目で自分を見てくれたのは、今までに三人しかいない。

　フレイと、エルヴェと。

　そして。

　止まっていた頭が、正常な働きを取り戻す。喉はからからに乾いていたが、もう、どもらずにすみそうだ。

　この人の眼差しは、不思議と心を穏やかにしてくれる。

　ユーリは深く呼吸して、口を開いた。

「私でお役に立てるのであれば。何なりとお尋ねくださいませ、殿下」

　自分の女としての声をしっかりと聞いたのは、ずいぶんと久しぶりだった。
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　男装をし、赤い髪は短く切られ、当然化粧などしていない。ユーリからは、女性の艶やかさなど微塵も感じられはしなかった。顔立ちも、たとえば妹のイヴェットと比較すれば格段に地味で、醜いとまではいかないもののお世辞にも美人とは言えない。

　しかしシャルルには、ユーリディス姫の緑の目が浮かべていた感情の揺らめきのほうがずっと気になっていた。

　黒いリボンのついたチョーカーを握りしめて、従者の影に隠れるようにして必死の形相で立っていた娘。顔色が悪かったのは、激しい動揺が瞳の中にあったのは、果たしてシャルルの身分におののいていたせいだけだったろうか。

「殿下、お茶のおかわりをお注ぎいたしましょうか？」

「ん？」

　ふと顔を上げると、すっかりめかし込んだイヴェットがポットを手ににっこりと微笑みながら、傍らに立っていた。年齢は十六と言っていたが、あどけない仕草が実際よりずっと幼く見せている。

「ああ、ありがとう」

「お姉様は支度に時間がかかっておりますの。大公殿下をお待たせするなんて大変な無礼とは存じておりますが、どうぞお許しくださいませ。姉は普段女らしい装いなんてしないので、きっとどうしていいかわからないんですわ」

　別に不愉快に思っているわけではなかったので、シャルルは当たり障りのない返事をしておいた。イヴェットはまた無邪気な笑みを見せて、隣のテーブルのフレイとミシェールのところへもお茶を淹れ直しに行く。

　淑女としての作法は、どうやら十分に身につけているようだ。

「きゃっ！」

　シャルルが胸の内で評した直後、イヴェットが小さく悲鳴を上げる。何事かと見やると、どうやらほんの少しミシェールの服にお茶の飛沫がかかってしまったようだ。

「ごめんなさい。火傷はなさいませんでしたか？」

「いえ、ご心配なく。大丈夫です」

　ふきんを手にあわてて飛沫を拭おうとするイヴェットに、ミシェールはむしろ恐縮していた。お互いにぺこぺこ頭を下げあう二人を、フレイが笑いをかみ殺しながらながめている。

　シャルルは、少しだけイヴェットに対する評価を改めた。

　感情だけで後先考えず突っ走り、周りに大きな迷惑をかけるという一途さとはき違えた浅慮は正直鼻についたが、決して性格が悪いわけではないのだ。

　身分がずっと下のはずのミシェールに対して、きちんと非を詫びることができるのだから。

「あら？」

　ようやく謝罪の応酬が一段落したとき、イヴェットはふと目を見開き、まじまじとミシェールの顔を見つめた。

「あなた、もしかして」

「え？」

　大きな緑の目にのぞき込まれて、ミシェールは戸惑ってシャルルとフレイを交互に振り返る。それを受けて、フレイは軽くミシェールの腕を引いてイヴェットの視線から遠ざけた。

「あ、ごめんなさい」

　自分の振る舞いの無礼さにようやく気づいて、イヴェットはあわてて下を向く。しかしすぐに再び上げられたきらきら輝く瞳からは、幼い好奇心が消えていない。

「……違っていたらごめんなさい。ミシェール・ブラン画伯ではなくて？」

　イヴェットの目に満ちる感情が、憧憬へと変化する。ミシェールはというと、真っ赤になって小さくこくりとうなずくのが精一杯だったようだ。とうとうフレイの後ろに隠れてしまっている。

「やっぱり！　一度遠くからお姿を拝見しましたの。なんて素敵なんでしょう、こんな偶然で画伯とお近づきになれるなんて」

　ミシェールは数年前から故郷で絵を描いて生計を立てていたが、王都で彼の名前が売れ出したのはここ最近のことだ。作品数は少ないが、徐々に愛好家も増えており新作を待たれているという。

　どうやら、この少女も彼の崇拝者の一人だったようだ。

「イヴェット姫、ミシェールが困ってるから……」

　フレイがやんわりと制止するが、そんなことでは彼女の興奮を抑えることはできなかった。

「ピコット侯爵家の奥様が絵を描いていただいたと伺って、いつか私も肖像画をお願いしたいと思っておりましたのよ」

　しゃべっているうちに、イヴェットの熱狂はますます高まっていく。

「画伯はあまり人物画をお描きにならないと伺っておりますけれど、私、風景画も大好きですわ。お父様にお願いして、一枚買ってもらいました」

「……ありがとうございます……」

　素晴らしい才能があるくせに、ミシェールはそれを褒められるのを極度に嫌がって恥ずかしがる。フレイの陰で縮こまって、可哀想なくらいいたたまれない様子だ。

　さすがにこれは、助けに入った方がいいだろうか。

　シャルルが腰を浮かせようとしたときに、ノックが厳然とその場に割って入る。

「失礼いたします」

　声をかけながら扉を開き、素晴らしく優雅な所作で一礼したのは、先ほどユーリのそばにいた黒髪の青年だ。名前は確か、エルヴェと呼ばれていた。

「……大変、お待たせいたしました……」

　従者の後ろから、おずおずとユーリが姿を見せる。

　シャルルは、思わず一瞬だけ、彼女から目を背けた。

　直視はたぶん、彼女を萎縮させる気がしたから。

　何の飾り気もなく、流行などをまったく気にしていない野暮ったいドレス。短く切った髪を隠すためにどうやらかつらを用いたらしく、不自然に頭が大きい。

　偽物の髪の帳に隠れて、緑の瞳が見えない。

「お姉様ったら」

　それまでのはしゃいでいた様子を一変させ、イヴェットは冷たい声で言い放つ。

「何てひどい格好。そんな姿で、大公殿下の前になんてよく出られたわね」

　つい先刻の明るい表情が嘘のようだ。いささか淑女らしからぬ仕草で乱暴にポットを置いて、イヴェットは立ち上がる。

　褪せたドレスに包まれたユーリの肩が、びくびくと震えていた。

「でも考えてみたら、お姉様に最新流行なんて似合わないものね。それで正解なんだわ」

　肩を怒らせて横をすり抜けざまに、イヴェットはとどめの一言でさらにユーリを傷つける。

　仲のいい姉妹でないらしいことはフレイから聞いていたし、あの口喧嘩の様子からも見て取れたけれど、それにしても、これは。

　その直後に扉が閉まり少女の姿が視界から消えていなければ、シャルルは迷わずひどい皮肉をイヴェットにぶつけていただろう。

「……妹が、お見苦しいところを……」

　やはり顔は上げないままだったが、それでも懸命にユーリは声を絞り出していた。

　この場からいなくなった少女のことは頭から追い出すことにして、シャルルは目の前で肩をすぼめているユーリの前に静かに立った。

　長い袖の影に、懸命に隠そうとしていたけれど、見えてしまった。

　ユーリが、震える指を拳で握り込む様が。

「でん、か……？」

「改めてご挨拶を」

　間近で相対し、手を伸ばす。恐らくかなり人見知りであるだろう姫君を、怖がらせないように細心の注意を払って。

「お目にかかれて光栄です、ユーリディス姫」

　彼はその細い指先をそっと掬い上げ、ひざまずいて恭しく押し頂いた。









第五章



　魔術という不思議の技がある。

　もとは闇と光の神殿に仕える巫女にのみ許された奇跡で、魔力と呼ばれる力を生まれつき備えた者だけが使えるものだった。力は血に宿り、それを欲した王侯貴族が巫女を妻として迎えることを繰り返した時代があった。

　やがて国をも揺るがす大きな争いが起き、神殿がこれを禁じたため今では在職中の巫女を娶ることはできなくなった。

　しかしかつて世俗に流れ出した奇跡の力は、今もいくらかその末裔達の中に残っている。

　オラニエ男爵が息子クロードの失踪当時から必死の捜索を続けているにもかかわらず未だに何の痕跡も見つからないのは、クロードがその力を使って姿をくらましているせいではないかと、ユーリの正面に座ったシャルルは話を締めくくった。

「彼は、なかなか魔力が強いらしい。リアーヌという娘と一緒に行動していたとしても、彼女と自分自身の存在をくらますことくらいは可能だと」

「そうですか……」

　ユーリは、示唆された話を頭の中で吟味する。

　彼女にももちろん、魔力はある。きちんと体系立てて修練を積めば、そこそこのことはできると言われた。だが今まで使う必要を感じたこともないし、力の由来と歴史以外の知識と技を身につけようと思ったこともない。

　それを、クロードは逃走のために用いているのか。

「では、例えば神殿の巫女を召喚してクロード様の痕跡を追うことは……」

　魔術には、絶対の法則がある。潜在する魔力が強い者に対して、魔力の弱い者がどんな術を用いたとしても、決して勝つことはできないのだ。クロードより強い魔力の所有者がいれば、追跡は容易なはずだ。

　シャルルがまさかそれに気づいていないはずはないとユーリは思ったが、果たして彼は穏やかに頷きかけてきた。

「幸い、彼より魔力の強い者は我々の中にいます。ただ、結構時間が経ってしまっているから、すぐに発見できるとは限らないのですが」

「……それでも、大きな手がかりです」

　リアーヌの情報は、皆無に等しいのだから。

「それで、あなたにも相談しようと思ってお訪ねしたのです」

　シャルルの言葉で、ユーリははっとした。

「リアーヌという娘は、あなたのお知り合いとか。彼女と面識があるあなたに同行していただければ、捜索の効率がよいのではと思いまして。もちろん、現段階では彼女とクロードが一緒にいると決まったわけではありませんから、違うと判断できた時点で別行動ということになってもこちらは構いません」

「それは……」

　それは。

　悪くない提案だ。

　彼らがリアーヌを知らないのと同様、ユーリもクロードの顔を見たことがない。リアーヌとクロードが行動を共にしている可能性が高いのであれば、捜索の人手は多い方がいい。加えて、シャルルの方にはクロードの魔術を追跡できる者がいるというのだから。

「……わかりました」

　萎縮して声が小さくなりがちな自分を叱咤して、ユーリはきっぱりと答えた。

「ご同行させていただきます。大公殿下」





　朝日はまだ昇りきっていない。早足で朝露の溜まった草をかき分けながら、ユーリは二日前のシャルルとの会見を思い出していた。

　そのときの話し合いでこうして旅に出ることが決まり、昨日の夜まで準備に追われていた。といっても、ほとんどの用意を調えてくれたのはエルヴェだったが。

　彼は本当に優秀で、いつもユーリに尽くしてくれる。

「ユーリ様」

　厩に行くと、エルヴェもすっかり支度を調えて馬に鞍をつけていた。

「エルヴェ」

「おはようございます。馬の用意はできております」

「そうか」

　エルヴェが手綱を抑えて、ユーリは馬の鐙に足をかける。普段身につけない剣の鞘が足にぶつかって、多少手間取った。

「大丈夫ですか？」

「平気だ」

　すかさず手を貸そうとする彼に、ユーリは首を振ってみせる。

　気が利いて、有能で、何よりユーリを優先してくれるエルヴェ。

　けれど、些細なことでまで依存したくはないのだ。

「お姉様！　エルヴェ！」

　高い声が、朝の静寂を貫いた。

　まさか、と思ったが。

　振り向いた先の光景が、幻であれと強く念じる。だがそれはかき消えることもなく、今にも転びそうな勢いで駆け寄ってきた。

「私も行くわ！」

　頭に沿うように纏めた巻き毛と、豪奢な乗馬ドレス。そしてそんな姿に不似合いな、大きすぎる行李。

「イヴェット……」

　そんな装いでも妹は、実に美しかった。

　頭に血が上るほど。

「お前は馬鹿か？」

　ユーリ自身予想だにしなかった激しさで、罵倒は口から迸った。

　まともに怒鳴りつけられたイヴェットはもちろん、傍らのエルヴェまでが驚いた表情でユーリを見つめてくる。

「ば……っ、馬鹿って何よ！」

　一瞬怯んだ様子を見せたが、イヴェットはすぐに言い返してきた。行李がずり落ちそうになるのを、細い腕が懸命に抱きかかえている。

　およそどんな男でも、守りたいと思うであろう華奢な腕。

　ぎりりと、ユーリは奥歯を噛みしめる。苦い、鉄の味が口の中に広がる。

「お姉様達、南へ行くのでしょう？　私も一緒に連れて行ってくれたっていいじゃない！」

　なおも馬鹿な妹は喚く。無意識に握りしめていた拳を、ユーリはゆっくりと背中に隠し、ほぐしていく。

　冷静にならなければ。

　手を上げてしまいそうだ。このままでは。

「何をしに行く？」

　だから努めて平静に、尋ねてやる。

「それは……」

　イヴェットは急に口ごもる。そしてなぜか、ちらちらとエルヴェを横目で窺った。

　何が急にイヴェットの勢いを削いだのか、気にはなったがそこを追求するよりも先にすべきことがある。

　ここぞとばかりに、ユーリは畳みかけた。

「いつも移動といえば馬車で、しかもその間中召使いに世話をしてもらうばかりだったお前が、こんな旅に耐えられるわけがない。第一、馬にも満足に乗れないくせに」

　乗馬の嫌いな母親は、イヴェットにも馬に乗ることを許さなかったはずだ。そしてやはり図星だったのか、妹はさっと頬を赤く染めた。

「な、並足なら平気よ！」

「急ぎの旅なのに、並足の移動などあり得るか？」

　口を開いたものの何も言い返さずに、イヴェットは悔しそうに唇を噛んだ。それを認め、ユーリは改めて馬の鞍に手をかける。

　これだけ言えばさすがに諦めるだろうと、そのときは思った。

　しかし。

　たまたま視界に入ってしまったのだ。

　ずっと黙って控えていたエルヴェが、秀麗な面を微かに曇らせて妹を見つめているのを。

　冷静さを取り戻しつつあった頭の中が、再び真っ赤な嫉妬に塗りつぶされる。

「お前は本当に考えなしだな」

　どんなに持ち主が激高していようと決して揺るがない作り物の男声が、それゆえよりいっそう厳しい響きで言葉に纏い付く。

「何を企んでいるか知らないが、思いつきと感情だけでよくもまあ平気で周りを振り回せるものだ。理性で考えるということをしない。お前や母上のような女は、そんな愚かしい行動をとってもすべて『一途』という便利な一言で片付けられて、ちやほやされるものな」

　妹のように、美しくて一挙手一投足が危なっかしくて、人がつい世話を焼きたくなってしまうような女は。

　それでいて無意識のうちの媚びを含んだ無防備さで、異性に取り入るのがうまい女は。

　どんなに周りにとって迷惑で鬱陶しい存在であろうとも、愛されるのだ。

　自分と違って。

「ユーリ様」

「行くぞ、エルヴェ」

　うなだれている妹を見ないようにして、ユーリは馬の背に跳び上がる。振り返りもせずに拍車を入れ、敷地を出るまで一目散に馬を駆けさせた。

　少しして後ろからもう一つ馬の足音が聞こえたとき、膝がくずおれるか思うほど安堵した。

　同時に、胸も痛んだのだが。

　前だけを見据えていた視界が、不意にぼやけた。

　それをユーリは、向かい風のせいで涙が出てきたのだと思うことにした。

　まだ朝靄のかかる時間帯で、街の通りには早くから開いている何軒かの店をのぞいては、まったく人の気配がない。馬の速度を落とし、ユーリは石畳の音を聞きながらようやく頭を切り換えることができた。

　ここからはもう、あんなことで悩んでいる暇はない。

　王都の南門が開くまでには、まだたっぷり時間があった。約束していた刻限よりもずっと早く着いてしまって、ユーリとエルヴェは門の脇にある井戸のそばで改めて旅の荷物の確認をすることにした。

　水もある、簡易食料もある、防寒着もある、その他細々としたものも、ちゃんと入っている。さすが、エルヴェの手配は完璧だった。

　旅は身軽であることが第一だ。今回は目的地までがかなり遠いのだから、なおさらのことである。必要最低限のものだけをそろえたら、背嚢と肩から提げられる袋一つで事足りた。

　──行李一つ丸ごと持ってくるなんて、いったい何を考えているのだろう。

　旅の常識も知らないくせに。

　本当に、イヴェットは馬鹿だ。

「ユーリ様、お加減が優れないのですか？｣

「え？」

　ふいと目を向けると、いつでも忠実な従者の心配顔が傍らにあった。心の裏側まで見透かされそうな青い瞳から、ユーリは眉根を寄せて視線を逸らした。

「……ひどい姉だと思っているか？」

「は？」

「行李の荷物を半分に減らさせてでも、わがままを聞いてやるべきだとお前は思ったか？」

　自分でも何を言い出すのかと驚いたが、口をついて出た言葉はもう取り返せない。

　エルヴェに見えない位置で、指先を握り込む。どうするつもりなのだろう。自分は。

　エルヴェが、是と答えたりしたら。

　自分は。

「……言い方は確かに辛辣だったかもしれませんが、ユーリ様の判断は間違っておりません」

　そんな答えが、静かに返された。

　泣いてしまう、と思った。

　湧き上がったのは安堵が半分と、それから。

　間違っていないと、エルヴェが言ってくれたから。

「おはようございます」

　明るくはきはきとした声が、落ち込んでいた心の中にすとんと飛び込んできたのはそのときだった。

「ずいぶんお早いのですね。お待たせしました」

　靄の晴れてきた朝の空気を割って、まだ少しまどろみを残す朝日をその身に纏って。

　柔らかく空気に踊る金の髪の軌跡と柔和なシャルルの笑顔を、ユーリはしばし惚けたように見上げて、それからあわてて挨拶と会釈を返した。



＊＊



　調べさせた結果、やはりクロードは魔術で自分たちの足跡を消していた。『隱行』と呼ばれる術だ。

　クロードはどうやら父親よりも魔力が強かったようで、男爵が独自に捜査をしている限りはこの先当分見つからなかっただろう。

「シャルル」

　考え込んでいた彼の隣に、前を走っていたフレイが馬の速度を落として並んだ。

「ここらで少し休もう。井戸がある」

「ああ」

　彼はそのまま馬を下がらせ、後続のユーリ達にも同じことを伝えに行く。シャルルはそれを確認して、自らも馬の足を遅くした。

　男の姿をしているとはいえ、ユーリは女性だ。正直馬での道行きには不安があったが、彼女はなかなかの乗り手だった。現に今も、彼女は息一つ乱していない。

　出立前に互いに持ち物の確認をしたときも、その用意の良さに感心した。あれだけ少ない荷物なのに、食料も水も十分すぎるくらい用意してあったのだ。

　一人で領地を切り盛りしているだけあって、今までシャルルが出会ってきた貴婦人や令嬢達とはかなり違う。彼女が男であれば、きっとよい跡継ぎとして素直に子爵達も喜んでいたはずだ。

　日が高くなる時間帯ということもあり、井戸のそばは混雑していた。少人数の旅人ばかりだったのが唯一の救いだ。もしこれで行商隊などがいたりしたらかなり時間を取られる。

「大丈夫ですか？」

　馬から下りて外套の覆いを外したユーリに、シャルルは声をかける。彼女は真っ直ぐシャルルを見上げ、頷きかけた。

「もう少し馬の脚を速めても、差し支えありません。彼女達は歩きとは言え、ずいぶん前に出発しているのですから、急がなければ追いつけません」

「そうですか」

　話す言葉は男の声、背筋は真っ直ぐに伸びて緑の瞳は少しも物怖じしない。身につける衣装や魔道具が、これほど女性を変えるものだろうか。姿のよい凛々しい佇まいに、近くにいた女達が見とれていた。

　美しさという尺度で測れば、彼女は決してその範疇には入らない。けれど内から感じられる聡明さと堂々とした態度が、人目を惹きつけずにはおかないのだ。

　惜しい、とシャルルは思った。

　彼女は今まで、その身に備えた素晴らしい資質を否定されてきたのだ。美貌ではない、ただそれだけのことで。

「それよりも……その、シャルル様」

　遠慮がちに、彼女はシャルルの名前を呼ぶ。敬称では耳目を集めやすいからと、旅の間は名前で呼ぶように彼が提案したのだ。

「ミシェール殿は、大丈夫なのですか？」

「ああ……」

　つい、苦笑せずにはいられなかった。後ろを振り返ると、手頃な大きさの石にぐったりと腰掛けて、フレイの介抱を受けているミシェールの姿があった。

「申し訳ない。彼はあまり長距離の移動に慣れていないもので。普段どちらかというと、座ってする作業が多いから」

「ご病気というわけでは」

「いえ、違います。体力がないだけです」

　シャルルは軽く否定したが、ユーリはなおも心配そうにミシェールを見ていた。

「やはり、今まで通りの予定で進みましょう。出過ぎたことを申しました」

「ユーリ」

「一緒に行動する人に無理がないようにしなければ、どこかでしわ寄せが来ます」

　シャルルは一瞬目を瞠ったが、すぐにうなずいて微笑んだ。

「ありがとう」

「いえ……」

　ユーリがふいと顔を背けた拍子に、赤い髪の毛に隠れた頬が僅かにのぞく。

　それは確かに、ほんのりと染まっていた。

　シャルルは微笑ましい気持ちで目を細め、しばし彼女を見つめた。

　こんな表情もできる娘なのだ。

「それに……」

　再びこちらを振り返ったときはもう、ユーリは平静を取り戻していた。

「シャルル様も、病み上がりでいらっしゃいますから」

「──ああ」

　シャルルは二年前に退位したとき、理由を大病だと発表した。具体的な病名は示さなかったし、今こうして至って健康な様子を周りに見せつけて生活しているのだが、未だにこんな風に当時のことを取り沙汰されることがある。

　もちろん、気遣いは純粋に嬉しい。ほっと気持ちが和んで、彼は目を細める。

　同時に、もう病は快癒したのだから政治への復帰を、と声高に主張する一部の重臣達の言葉を思い出す。彼らはなぜか、シャルルが王位にあった時期を過剰なまでに惜しんでくれているのだ。

　王としてやってきたことはほんの僅か。治水工事や経済政策、地方への施療院の設立など本当に些細なことだ。統治者として当たり前のこと以外、自分は何もしていない。

　できなかった。

　そう言えばこの井戸も、自分の政策により作らせたものだったなと思い出す。旅の行き来が少しでも便利なものになるよう、街道の整備と一緒に可能な限り井戸も掘らせたのだ。まさか今、こうして自分が使うことになるとは予想もしなかった。

　ひっきりなしに、人々が水を汲んでいる。水筒へ補給したり、そのまままず一口飲んだり。役に立っているようなのが嬉しくて、彼は少しだけ微笑んでいた。

「ユーリ様」

　エルヴェがやってきて、その場の空気とシャルルの心をかき乱す。彼は、水の入った革袋をユーリに差し出した。途端に彼女が少し緊張したのを、シャルルは見逃さなかった。

「次に物資が充分補給できるような場所に着くのは、最低でも三日後になります。今夜はこの辺りで泊まった方がよろしいかと」

「……そうだな。この先にあるのは──」

「ティタンという小さな宿場町です」

　地図も見ないで、エルヴェはすらすらと答える。長い間彼はユーリの公私における片腕だったというが、それが納得できた。

　けれど。

「わかった。──シャルル様、そのような予定でよろしいでしょうか？」

「ええ、結構です」

　シャルルの答えを聞いてエルヴェは無言のまま会釈し、フレイ達の方へ歩いて行った。　残されたユーリの顔に視線を止め、思わずシャルルは何か言葉をかけたくなる。

　緑の瞳は、動揺をどう表していいかわからず宙をさまよっている。彼女が今にも泣くのではないかと思ったが、結局二つの宝石は瞼の裏へ厳然と隠される。

「……彼は、とても優秀ですね」

　だからシャルルは、それだけしか言うことができなかった。

「ええ……いつも私を助けてくれています」

　魔法で変えられた声からは、彼女の本心を窺うことはできない。

　けれど彼女の瞳に溢れるやるせない思慕は、ただただエルヴェに向かっているのがシャルルにはわかった。









第六章



　宿場の食事には慣れていた。どちらかというと領地の城より街中で食事をとることの多いユーリには、むしろこういった庶民の料理の方が馴染みがあり、口に合う。

「うん……やっぱり砂糖が入ってないね」

　隣に座っていたシャルルが、店の者に聞こえないよう小さな声で呟いた。

「フフトが採れないのでしたね」

　匙を置いて、ユーリは目の前の皿の中身に視線を注いだ。本来この煮物料理には砂糖が欠かせないのだが、植物の汁か何かでかろうじて甘みをつけただけのようだった。当然、味はあまりよくない。

「こうなると、生産が南だけで行われているというのが痛いね。早急に対策を立てておくべきだった」

　元国王は真剣に憂いているようだった。ふと既視感を覚えて、ユーリは彼を見やる。

　そう、確か、もっと以前にも似たようなことを言っていた誰かがいた。



　──だからユーリ様、砂糖は絶対に利益になるんです。──



　熱心に、当時は夢物語とつい諫めてしまったのだが。──



　──気候の条件は正反対です。だけど、今ある砂糖の原料になっているフフトほど甘みは強くなくても、ちゃんと甘さを持つ植物の汁は採取できるんです。つまり、私達の住んでいる土地でも十分甘く育つような植物を見つければいいんですよ！──



　そう、そのために、彼女は勉強を続けていた。



　──なかったら私が作ります！　王都ではそのための研究機関があるって聞きました。そこへ入って、私が絶対に！──



「……リアーヌは、ジーヌ子爵領のような寒冷地でも、砂糖の原材料が作れないかということを研究していました」

　ぽろりと零れた追憶のかけらに、同じテーブルに着いていた四人が一斉に顔を上げた。

「ご存じかどうか、ジーヌ子爵領はあまり気候条件的に農業に向いていません。それで、私の領地では物ではなく人の力で暮らしを支えていこうという方針をとっているのですが……」

「ええ、あのあたりは雪が多いらしいですからね」

　シャルルが相づちを打つ。

「俺の父の代では、まだオーランシュの領内にある金鉱山が生きてたんだけどな」

　フレイも身を乗り出した。

「けど兄の時に採掘量が激減して、それに依存していた領地の財政も領民の暮らしも破綻して。だから俺も養子に出された」

「フレイ様……」

　気遣わしげに見上げるミシェールに、フレイは屈託なく微笑んでいた。

「どうせあのままあそこにいたって、家督も継げないし一生宙ぶらりんだったんだから逆に幸運だったさ。まあ……出てくときさんざん誰かさんには泣かれたけどな」

　と、彼が自分の方に視線を寄越したので、ユーリは瞬時に真っ赤になった。

「いくつの時の話ですか！」

　確かに寂しくて大泣きして、フレイを困らせたのは事実だけれど。子供だったとはいえ、恥ずかしいのであまり思い出させないでほしかった。

　フレイは声を上げて笑い、その嬉しそうな表情のままでにこにことユーリを眺めている。

「だけど、ちゃんと立派にやってて安心した。よくがんばったな」

　そうして、彼は本当の兄のように、優しくユーリの赤い髪を撫でてくれる。

　抗議することもできず、かといって振り払うのは惜しくて、ユーリはただ赤面したままで固まった。

「フレイ、さすがにそれは礼儀上どうかと思うけど？」

　彼の主は苦笑しながら諫めていたが、フレイは肩をすくめただけだった。

「……気にしていません。大丈夫です、シャルル様」

　ユーリも慌てて言葉を添えて、改めて年上の幼馴染みをしっかりと見つめた。

　この人は本当に、あの頃よりずっと立派になったけれど、気さくで何でも話しやすい「兄様」のままだ。

「シャルル様、明日の支度をして参りますね」

　ミシェールが席を立つ。シャルルはそんな従者に、優しく笑みを返す。

「ありがとう。馬の方はフレイに任せればいいよ。危ないからね」

「……もう何度もやっているから、大丈夫です」

　従者というより手のかかる弟にでも言い聞かせるような口調のシャルルと、そんな主に困惑しつつ、柔らかな物腰で応えているミシェール。

　ミシェール・ブランの名前だけならユーリも耳にしたことはあったが、作品は見たことがないし、そもそも描き手自身がこんなに綺麗な人だとは思いもよらなかった。

　ユーリが今まで美しいと思ったのは母と妹、そしてリアーヌの三人だが、ミシェールの美貌は彼女達のそれとは質が違う。特に母と妹が美を己の糧や武器として自覚しているのに対して、彼は恐らくただ自分に備わっている一要素という認識でしかないのだろう。

　男女の差違といってしまえばそれまでだが、ユーリにはそんな姿勢は好ましく思えた。

　首の後ろで髪を束ねる黒いリボンが、ミシェールの背中で跳ねながら遠ざかっていくのをユーリは何となく見送っていたが、ふと疑問にも思った。

　今でこそ高名な画家となっているが、元々彼はただの市井の民に過ぎない。

　それがなぜ、大公の従者をしているのだろう。

「ミシェール・ブラン……」

　ぽつりと隣でエルヴェが呟いて、ユーリは何気なく彼を振り返り目を見開いた。

　ひどく険しい顔をして、エルヴェはミシェールの去って行った方を見据えている。

「畏れながら、シャルル様」

　背筋をぴんと伸ばして、エルヴェはシャルルに向き直った。

「なぜ、一介の画家を従者にしていらっしゃるのですか？」

「エルヴェ」

　身分を隠すため特別に許されているとはいえ、相手が大公である事実に変わりはない。不遜な口調に背筋が冷えて、あわててユーリはエルヴェの袖を引いた。

「一介の画家を従者にしてはおかしいかな？」

　だがシャルルは、鷹揚に肩をすくめただけだった。それをどう受け止めたのか、エルヴェの無表情からは読み取れない。

「そうですね。どんな経緯があればそうなるのか、気になります。知り合うきっかけなど想像もつかない」

　歯に衣着せない物言いに、フレイはあからさまに眉をひそめていた。しかし主のシャルルは平然としている。恐らくユーリのことも気遣っているのか、静観している。

　ユーリはそれを嬉しく思いつつ、エルヴェの意図が読めなくてただ困惑する。

　エルヴェなぜ、あの従者にこだわるのだろう。確かに、ユーリも気にはなっていたが。

「きっかけはね」

　シャルルはあくまで、穏やかな態度を崩さなかった。

「それほど込み入った事情でもないよ。彼の前の主が、オーランシュ公爵だったというだけだ。公爵亡き後領地と一緒に彼も引き取ったんだよ」

「オーランシュ公爵というと……」

　エルヴェは、声を潜める。ユーリも思い出していた。

　確か、名前は。

「フェオドール・セイン・デ・オーランシュ。最後の公爵だ」

　爵位を継ぐのとほぼ同時期に死亡した公爵のことを、今では記憶している者はほとんどいないだろう。隣の領地に住むユーリですら、フェオドールのことを知らない。

　思わず、フレイに視線をやった。目が合うと、彼は小さく笑って見せたが、ユーリは彼の内心を思い、やるせない気持ちになる。

　フェオドールは、フレイの甥に当たる。そしてフェオドールの父にはかつて、よくない噂が囁かれていた。

「父親が謀反を企み失脚したから、結局その子供の代でも汚名返上はできず、とうとうこんなことになったんだろうって、二年前はずいぶん大騒ぎだったよな」

　フレイが自嘲気味に言ってのけるのを、ユーリは何とかして慰めたいと思った。

　けれど、言葉が見つからない。

「ミシェールは元々、代々公爵家に仕えていた一族の一人なんだよ」

　気まずさを振り払うように、シャルルが話題を元に戻した。

「物覚えがよくて、読み書きはもちろん作法も充分仕込まれているし、あの通り気も利くから手放しがたくてね。画家としての腕も最高だし、絵を描く傍ら私の世話もしてもらっているというところかな」

「……さようでございましたか」

　ようやくエルヴェは引き下がる。だが、ユーリは何か釈然としないものを感じていた。

　まだ、エルヴェは納得していない。長いつきあいだからこその直感だ。

　でも、何がそんなに気になるのだろう。

「立ち入ったことをお伺いいたしました。申し訳ありません」

　会釈して、エルヴェは無駄のない動きで立ち上がる。

「私も明日の準備をして参りますので、失礼いたします」

　そして、そのまま二階へ上がっていってしまう。取り残されたユーリは、どうしていいかわからずシャルルとフレイを窺った。

「彼は、君のことを心配しているんだよ」

　口を開いたのは、シャルルだった。

「どんな些細に思えることも糺して、憂いを断っておきたいのだろうね。従者としてはいい心がけだ」

「申し訳ありません……」

「気にすることはないよ。それより、明日も早いから君も部屋に帰って休んだ方がいい」

「そうだぞ、ユーリ」

　フレイの大きな手が、ユーリの髪を撫でる。

「ちゃんと休めるときに休んでおかないとな」

「兄様……」

　ユーリの感じていた気まずさも申し訳なさも、すっかり掻き消されてしまっていた。

　二人の態度が、気さくで屈託のないものだったから。



＊＊



　本当は、ミシェールはもっと画家として作品の創作に打ち込むべきなのだ。

　シャルルにも痛いほどわかっている。それでも彼を手放せないのは、つまらない感傷と自分の弱さのせいだということも。

「ありがとう、もういいよ」

　足を揉みほぐしてくれていたミシェールに、シャルルは声をかけた。顔を上げてミシェールは微笑み、片付けを始める。

「こんなことまでさせて申し訳ないね。君の手は、本当はもっと別なことをするための物なのに」

　虚空を滑る指先を捕まえて、そっと包む。この手が奇跡のように動いて幻想を紙や画布の上に創り出していく様を、シャルルは何度も見てきている。

「何を仰います。シャルル様は、後見までしてくださっているではないですか」

　そして優しい芸術家は、こともなげにシャルルの心苦しさを打ち消してくれる。

「僕は元々身寄りがないし、ロワーヌのように賑やかで常に新しいものが見られるところで暮らせるなんて、とてもいい刺激になります。それに……」

　穏やかな紫に、憂いがかかる。シャルルがどきりとするのと同時に、弱い力で手が握り返された。

「あの方のお墓にも、すぐに行けますから」

　ミシェールは相変わらずの笑みを浮かべていたけれど、シャルルはたまらず細い身体をしっかりと抱きしめた。

「シャルル様……？」

　戸惑った声が耳元で聞こえたが、抱擁を解くことはせず黙って背中を撫でる。

「早く今回のことを片付けて、一緒にオーランシュ領へ行こう」

　きつく閉ざした瞼の裏に、面影が浮かぶ。

　黒い髪に黒い瞳。フレイとよく似ているが、まったく正反対の虚無と孤独を背負い続けていた青年。

「彼の……フェオドールの生まれ育ったところだ。君に見てもらえれば、喜ぶと思う」

　その名を口にするとき、情けないほどシャルルの声は震えていた。

「……はい」

　温もりに包まれて、二年前の出来事がふと蘇る。

　喉の奥が苦しくなる。

　それは痛みへと変わり、目の奥へ這い上ってきて溢れ出ようとするので、シャルルは懸命にそれを抑えなければならなかった。

　フェオドールを亡くして一番辛かったのは、腕の中にいるこの人のはずなのだ。

　だから、自分が先に泣くわけにはいかない。





　フェオドールとシャルルの母親同士は、従姉妹だった。オーランシュの血筋では他に適当な後継者はおらず、公爵領は退位する国王にふさわしい土地でもあった。

　王都から遠く、出入りする人の数も少ない。不審な動きがあればすぐに露見する。

　さして労力を割くこともなく、容易に監視できるというわけだ。

　そうしてシャルルはオーランシュ大公となったのだが、彼が又従兄弟の所領に固執したのはミシェールやフレイのためでもあった。

　騎士としての身分はあっても、故郷を持たない年上の友人と。

　──フェオドールの最後の日々を、ともに過ごしてくれたミシェール。

　隣の部屋ですでに眠っているであろうミシェールのことを考えて、寝台に横たわったままシャルルは溜息をついた。

　ローレンシアの辺境で静かに絵を描いていたミシェールの運命を、フェオドールは激変させた。それにもかかわらずミシェールは、一心に突然主となった青年に仕えていた。

　再び溜息が漏れる。フェオドールの死の直後、ミシェールがどれだけ嘆いていたかをシャルルは知っている。

　軽く唸って、シャルルは寝返りを打った。真っ暗な天井が、気を抜けば重くのしかかってきそうだった。



　──僕の『力』で、原因を探れるかもしれないと思って──



　ミシェールの、力。魔術に長けたクロードの小細工を見抜ける、今シャルルの手元にある最も有効な手段。



　──もし君の力が必要なときは、ちゃんと『お願い』するよ。──



　皮肉な笑みが唇を歪める。結局自分は、何もかもをわかった上で彼に頼るしかなかったではないか。

　今更綺麗事を並べて、どうなるというのだ。

　がたん、と大きな音が、闇に塗りつぶされた窓を通して部屋に飛び込んでくる。

　シャルルは勢いよく身体を起こし、傍らに置いた剣に手を伸ばす。

「シャルル様！」

　扉越しに、くぐもったミシェールの声が聞こえた。急いで扉を開けて、シャルルは彼と視線を交わす。

「裏手の方みたいだね。まずユーリ達の安否を確認しよう」

「はい」

　付き従うミシェールの表情を、廊下に備え付けられたろうそくの明かりが微かに照らし出している。

　張り詰めてはいるが、臆していない。

　しばしそれを見つめて、シャルルは視線を前方に戻した。









第七章



「で？　送り返す前にいちおう言い訳くらいは聞こうか」

　魔道具のためだけではない、怒りを抑えた地を這うような低い声でユーリがまず発言した。

　外で馬の世話と準備をしていたフレイとエルヴェはまだ旅装のままだったが、他の者はすでに寝支度を整えていた。

　そんなどこかちぐはぐな雰囲気のシャルルの部屋の中心で悄然とうなだれているのは、庶民の娘が着るような簡素な麻のドレスを着たイヴェットだった。

　あの場であきらめたと思いきや、まさかこんなことを企てようとは。宿の裏口から入ろうとして、そばにあった樽をひっくり返したせいで大きな音がして、宿の主人達を始め何人かの客を起こしてしまった。彼らに謝って引き上げさせたあと、ユーリ達はこうしてイヴェットを囲んでいる。

　イヴェットの足下には、ぼろぼろの大きな袋が転がっている。中に入っていたのは、彼女が一番大事にしているドレスと装飾品だった。水も食料も一切入っておらず、これでよく半日保ったものだとユーリは呆れを通り越して感心してしまった。聞けば、たまたま通りかかった親切な農夫がここまで荷馬車に乗せてくれたのだという。

　しかし、どんな理由であれこの妹が合流すれば足手まといになることに違いはない。

「……話したくない」

　ふてくされた妹は、少しやつれた感のある顔をつんと背けた。たった半日で、深窓の姫として大事にされてきた少女はすっかり薄汚れて、くたびれきっている。ここまでしてなぜ、自分達についてこようとしているのだろう。

　ふっと頭をよぎった『答え』を、ユーリは意図的に無視する。

「では帰れ」

「どうせ正直に話したって、結局帰れって言うじゃない！」

「夜中に叫ぶな。馬鹿かお前は？」

　イヴェットは頬を紅潮させ、言葉の続きを飲み込む。目には涙がいっぱいたまっていたが、そんなものでユーリは絆されなかった。

「ご迷惑をおかけいたしました」

　妹から視線を背けて、ユーリはまずシャルル達に深く頭を下げた。

「夜分にお騒がせして、申し訳ございませんでした。愚妹は明日になったら、私が責任を持って王都へ送り返します」

「と、いっても……」

　好意から部屋を貸してくれたシャルルは、依然としてくつろいだ様子で寝台の上で腕を組む。

「一人で返すわけにもいかないでしょう。馬車を用立てるにしても、信頼できる者に頼まなければ」

「……ええ」

　王都からそう離れていないとはいっても、貴族の娘一人で出歩いて安全ということではない。第一、イヴェットは一人では馬にも乗れない典型的な箱入りだ。

　そうなると、今この場にいる一行の誰かをつけるか、近隣で馬車を持つ知己にイヴェットを任せるしかないのだが、ユーリには王都周辺の知り合いは一人もいない。

　両親とつきあいのある貴族や商人などはひょっとしたらいるかもしれないが、王都周辺での父母の交友関係など何一つ知らないユーリにはすぐに調べようもない。

　となれば、残る方法は一つしかない。

　ユーリは、仏頂面のままさりげなくエルヴェの様子を窺った。彼の表情はやはり微塵の隙もなく、今何を感じ、何を考えているのかさっぱりわからない。

　この場で、ユーリが信頼できて、こんな面倒なことを頼めるような相手は彼しかいない。

　しかし。

　視線をイヴェットに移す。あるいは、この妹はその事態すら見越して、こうしてここまでのこのことやってきたのではないか。

　ぎり、と口の中で奥歯が鳴った。

　狡猾で姑息で、無邪気を装って人の心を踏みにじり、そして欲しいものはいともたやすく手に入れる。自分で何かをしなくとも、生まれつき備わった美貌に釣られて周りが勝手に便宜を図ってくれる。

　いつだって、そうだった。妹は。

　何も持たない自分が必死で手に入れた宝物を、遠くから微笑むだけで奪っていく。

「わかりました。では……エルヴェ」

「はい」

　忠実な青年は、ユーリに向き直り指示を待つ。イヴェットの大きな円い目が、きょときょとと忙しく周囲を見回す。

　ユーリは、同じ色の瞳で強く妹を睨みつけた。

「明朝は予定通り、お前はシャルル様達とともにここを出立しろ」

「え？」

　エルヴェの顔に、滅多に見せない驚きの感情が浮かぶ。

「ユーリ？」

　脇にいたフレイが、問いかけるように彼女を呼んだ。

　ユーリは迷わず、フレイに顔を向けた。エルヴェのどんな表情の変化も、今は見たくなかったから。

「これは私の妹です。身内の愚かな行動の後始末は、私自らつけます」

「つまり、君が妹御を王都まで送ると？」

「はい」

　そうすれば王都で使用人達にすぐ指示を出し、この妹が二度と無分別を起こさないように命じておくこともできる。そのあと可能な限り馬を走らせ続ければ、先行するシャルル達に追いつくにもそう時間はかからないはずだ。

「いやよ！」

　イヴェットが、耳障りな金切り声を上げる。

「私、絶対帰らない！　送り返されても何回だって追いかけてやるんだから！」

「聞き分けのないことを言うな」

「だって、だって！」

　とうとう、イヴェットの両目に涙が盛り上がった。得意の泣き落としかと、ユーリはうんざりする。

「ちょっといいか？」

　だが、愁嘆場は思わぬところで制止をかけられる。

「なあ、ユーリ」

　割って入ってきたのは、フレイだった。
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「ここで追い返しても、同じことになると思うんだ」

「……そんなことはさせません」

「いや、だってもうすでに二回目だろう。俺達が見つけたときとあわせて」

「……」

　黙り込んだユーリに見えない位置で、フレイがシャルルに目配せを送る。同じく気づかれないよう、シャルルは小さくうなずくに留めた。

「だから、いっそ連れて行ってやればいいと思うんだよ」

「なっ、正気ですかフレイ兄様！」

「アントアーヌ卿！」

　抗議の声を上げる姉と、とびあがらんばかりにはしゃぐ妹。

　対照的な姉妹を、フレイは軽く手を上げるだけで静かにさせた。

「どちらにしても先を急がなきゃならないのは事実だし、またこんなことがあったら足止め喰らうだろ？　それに……もっとひどい事態も予想しないとな」

　ユーリは反論できず、ぐっと詰まる。イヴェットの方はといえば、自分のことを言われているのに、どこ吹く風といった様子で満面の笑みを浮かべていた。自分に有利なように事が運んでいるので、他のことはどうでもいいのだろう。

「……けれど」

　それでもなお、ユーリは食い下がる。

「どうしてそこまでして、お前はついてくる？　目的は何だ？　それを達成すれば帰るというなら、聞いてやる」

　びしびしと厳しい調子の姉に、イヴェットの笑みがすっと消えた。

「……お姉様には言いたくないわ。絶対馬鹿にするもの」

「お前が馬鹿だからだろう。馬鹿を馬鹿と言って何が悪い？」

「まあまあ」

　またしても険悪になりそうだったところを、フレイがやんわり仲裁に入った。

　この姉妹だけで話をさせていては、いつまでも堂々巡りだ。シャルルは思いきって、心当たりをぶちまけてみることにする。

「ユーリ。私達がイヴェット姫と会ったとき、彼女があることを口にしてね」

　ユーリはまだ強ばった顔のままで振り返り、イヴェットは表情を引きつらせる。

　──当たりだろう。この反応は。

「ほら、今砂糖が高騰していて、貴族といえど簡単に入手できないだろう？　南の原産地近くでは状況は違うのだろうけれど」

「……そのことなら、存じておりますが」

　何を言い出すのかと訝しみながらも、ユーリはただ黙って聞いている。

　やはり聡明な娘だ。彼女の反応にシャルルは感謝した。

　その思いが笑みとなって溢れたのを、自覚してはいなかったけれど。

「そして、もうすぐ聖マイヨン祭だよね？」

「聖マイヨン祭……？」

　ほんの少し目元を赤らめたユーリの顔つきが、瞬時に鋭く変化する。

　聖マイヨン祭では、想い人に贈り物をする習慣がある。その中で最も人気があるのは。

　──砂糖を使った、お菓子。

「……イヴェット」

　抑えつけた唸るような声が、シャルルですらぎくりとする響きでイヴェットを貫く。無邪気な少女は峻烈すぎる姉の怒りに、小さく悲鳴を上げて後ずさる。

「お前はそんなことのために、私達の邪魔をしたのか！」

　直接怒鳴りつけられたイヴェットはもちろん、シャルル達まで思わず首をすくめてしまうほどの、すさまじい怒号だった。

　ユーリはそのまま妹への説教を始め、あまりの剣幕にシャルル達はこっそりと部屋の外へと避難した。エルヴェだけを扉の前に残し、三人は足音を忍ばせて一階へ下りる。食事が終わったあと、食堂は酒場へと変わっていたが、時間が遅いのでもう片付けも済ませて灯りも消えている。

　時折階上から降ってくるユーリの言葉の欠片を聞くとはなしに聞きながら、シャルルはフレイとミシェールに苦笑した。

「とんでもないお姫様だね」

「まったくだ。一途っちゃ聞こえはいいが、ここまでくるとなぁ」

　シャルルもフレイと同意見だったが、そこまでの強い恋心には少しだけ感心していた。

「イヴェットは、エルヴェが好きなのだろうね」

　明言こそしていないが、見ていれば。あの少女がエルヴェに送る眼差しは、完全に恋する者のそれだ。

　でも。

「ままならないものだね、恋とは」

　知り合って何日も経っていないし、ともに行動したのは今日が初めてだ。

　それでも、シャルルにはわかった。

　エルヴェの視線を避けるようにして、ユーリがいつも彼を見ていたこと。ふとした瞬間に、彼を意識していたことが。

　妹のようにあけすけにしない分、恐らく姉の想いはずっと深くずっと強く、ずっと、辛いのではないだろうか。





　頃合いを見計らって部屋に戻ると、エルヴェの仲裁によって姉妹の間には妥協案が成立していた。

　砂糖を必要な分だけ入手したらすぐに、イヴェットは王都へ戻る。その旨をしたためた手紙はあらかじめ、ジーヌ子爵の下へイヴェット直筆で書いて届けさせる。

　人捜しの旅であることを考慮して、イヴェットは勝手な行動をとらないように気をつけ、ユーリの監視の下に置かれる。

　そういった条件で、ようやく姉妹は納得した。特にイヴェットは、エルヴェが二言三言諭しただけで、嘘のようにすんなり聞き分けがよくなったらしい。

　わかりやすい少女だ。

　そうして改めて横になってみたものの、シャルルはかえって目が冴えてしまって寝台の中で何度も寝返りを打っていた。

　どれくらいそうしていたかわからなくなったころ、あきらめて彼は起き上がる。同じ部屋の寝台で、フレイは気持ちよさそうに寝息を立てていた。

「やれやれ……」

　呟いて、シャルルは寝台から降りた。上着を羽織り、そのまま宿から外へ出る。

　空には中途半端に円い月がかかり、実に平和でいい夜だった。

「シャルル様？」

　湿って重い空気を振り払うようにして歩いていると、ふと後ろから呼び止められる。揺れるカンテラの明かりを連れてやってきたのは、ユーリの従者だった。

　そういえば、フレイとミシェール、そして彼とで交代で夜間の見張りをしていたのを思い出す。

「やあ」

「何かございましたか？」

　生真面目な青年は、開口一番尋ねてくる。苦笑して首を振り、シャルルは改めてこの青年を観察した。

　背も高く、たいそう目元の涼しげな面差しだった。何かあればまず主を立て、守り仕えていることから誠実な人柄であることもその言動から窺える。

　しかし。

「ユーリには、どのくらい仕えているんだい？」

　本来なら、こんな詮索めいたことをするのはシャルルの好みではない。訊かずにいられなかったのは、脳裏にちらつく光景があったからだ。



　──いつも私を助けてくれています。──



　今日の昼間、従者の背中を見つめていた、切ない緑色の瞳。

「もう五年になります。塾にいた頃から、何かと面倒を見ていただきました」

「君もオラント塾の出身なのだね」

　青年の無表情が、カンテラの灯の中で幾分柔らかくなる。

「先代の子爵閣下が見出してくださらなければ、今の私はありません。閣下は、ご遺言でユーリ様の従者となりお守りするようにと私に。──それがなくとも、ユーリ様のことは主として尊敬申し上げておりますが」

「そう」

　何か言おうとして、結局言葉にならなかった。

　恩人への感謝と主への忠節で、この青年はこんなにも真っ直ぐ背を伸ばして立っている。その姿勢は確かに清廉で立派だし、会って間もないシャルルすら胸を突かれる。

　だが。

「……もし、あの姉妹が自力では這い上がれない崖から落ちそうになっていたら、君はどちらを先に助けるんだい？」

　つい、そんな意地の悪い質問をしてみたくなったのだ。

　答えは、すぐには返ってこない。月が、変わらず楕円の横顔を見せて所在なさげにゆっくり天を進んでいる。

　中途半端な円。

「……仰る意味がわかりかねます」

　やがて、とうとうエルヴェは口を利いた。

　抑揚のない声からは、今の問いがどんな影響を及ぼしたのか判断できない。

　揺れるカンテラの明かりは、果たして風のせいだったろうか。

「お休み。また明日」

　彼に視線を向けることなく、シャルルは踵を返して歩き出した。









第八章



　気が重い。

　朝起きて、隣の寝台で眠る妹を見てまずユーリが思ったのは、それだった。

　溜息をついて、ユーリは黙々と身支度を調える。男物の服は支度が楽だ。コルセットも必要ないし、ドレスより遙かに短い時間で必要なものを身につけられる。時々どうしてもドレスを着なければならないとき、なんて手間がかかって効率が悪いのだろうとユーリはその都度感じるのだ。

　髪を梳かし、チョーカーをつける。やや歪んでいるように見える古い鏡は、なるべく見ないようにする。どうせいつ見ても、自分の顔は変わらない。醜女であるとまでは思わないし思いたくないが、母や妹のように華やかな美しさとは縁遠い。

　そうして用意をすべて調えてから、ユーリはもう一度嘆息した。ここからの『作業』に一番手がかかる。

「イヴェット」

　寝台の上の、身じろぎせずだらしなく伸びた塊に声をかける。塊はもぞもぞと動いたが、目を覚まして起き上がる気配はない。

「……起きろ」

　ユーリは容赦なく、寝台を蹴り飛ばした。

「っ！　何するのよ！」

「さっさとしないと置いていく。ついてきたいならすぐに起きて服を着ろ」

　抗議する妹に一方的に言いつけて、ユーリは服を放ってやる。昨日、この宿の女将に無理を言って譲ってもらった古着だ。大きさが合わないのはとりあえず我慢して、次の街に着いたらちょうどいいのを買ってやることになっている。

「……一人で着るの？」

　先ほどまでの剣幕はどこへやら、むくれてはいるもののイヴェットは不安そうに古びた麻のドレスを見ている。

「昨日私が着てきたのじゃ駄目？」

「あれでも庶民には立派すぎるくらいだ。おかしな輩に絡まれたくなければ我慢しろ」

　──でなければ、帰れ。

　言外にそう告げてやると、イヴェットは渋々寝台から降り、寝間着を脱ぎ始めた。それを横目にユーリは部屋の片付けと荷物の確認にかかったが、途端にふらりと意識が揺れた。

　何だろう、そういえば少し熱っぽいようだ。

　風邪でも引いたのだろうか。

　いや、風邪ならばまだいいのだが、最も避けたい可能性がもう一つある。

　不快な気持ちが腹にわだかまり、ユーリは奥歯を食いしばった。

「……できたわ」

　ぶっきらぼうな妹の声で、ユーリは顔を上げる。

「下へ行こう。他の方を待たせては悪い」

　心なしか重く感じられる身体に舌打ちしながら、足早に部屋を出る。階下の食堂では、すでにシャルル達四人が待っていた。

「おはよう」

「遅くなりまして申し訳ございません。おはようございます」

　会釈するユーリの後ろから、イヴェットが進み出た。

「おはようございます。昨夜は失礼をいたしました。お許しくださいませ」

　イヴェットは質素なドレスを身につけてはいたが、礼儀正しく貴婦人の礼をとる。とろりと滴るように甘い声音と、小首をかしげる仕草。

　ユーリには苛立ちの発作が沸き上がるが、シャルルは鷹揚に微笑んだだけだった。

「済んだことは仕方がないよ、さあ席について」

　彼の言葉を合図のように、エルヴェが椅子を二つ引く。当然のようにイヴェットはそこに座り、にっこりと背後のエルヴェに微笑みかける。

　母がいつも言い聞かせ、自身でもしているのと同じ仕草だ。

　無邪気に無防備に、そして明るく。時折無謀なことをして見せよ。

　普段の貴婦人然とした仕草とそれとは裏腹の無鉄砲な行動との隔たりに、殿方というものは心奪われるのだからと。その裏に意中の男への好意があるのならなおさらだと。

　──虫酸が走る。

　運ばれてきた皿にさっさと手をつけ始めたユーリだが、食事中の周りの様子はますます彼女の不快感を増幅させた。

「イヴェット、塩はこちらに」

「ありがとうございます。殿下……あ、いけない」

「ええ、どうぞ名前でお呼びください」

「はい、シャルル様」

　受け取った塩を使い終えたイヴェットは、それを戻そうとして手をコップにぶつけてしまう。中身が零れたりはしなかったが、ほんの少しテーブルの上が水で濡れる。

「大丈夫か？」

「ええ、申し訳ありません。今ハンカチを……」

「いいって、これ使えば」

　フレイは自分の持っていた布で、さっさと水滴をぬぐう。

　手のかかる実の妹を見るような、優しい目。かつて彼は、こんな風に自分のことを見てくれていた。寂しさが胸を穿つようで、ユーリは自分の膝に視線を落とした。

　確かにあの頃の自分よりずっと、イヴェットは見目よく愛らしいけれど。

「ユーリ様？」

　匙を止めていたユーリを、密やかに呼ぶ声がある。顔を上げたところに驚くほど澄んだ紫色があって、思わず僅かに身を引いてしまった。

「お加減でもお悪いのですか？」

　心配そうに彼女の顔を覗き込んでいたのは、ミシェールだった。

　大公の従者を務めているだけあって、たいそう細やかに気が回るようだ。

　心遣いが嬉しくて、ユーリは少しだけ表情を和らげる。

「大丈夫です。今日の移動に支障が出ることはありませんから」

「いえ、そうではなくて……」

　ミシェールはふるふると首を振り、忙しく視線をさまよわせている。言葉を探しているらしい。

　小動物めいた愛らしさに、ユーリはつい目を細めた。

「そういえば、顔色があまりよくないね」

　シャルルまでもが会話に加わってきて、慌ててユーリは居住まいを正した。

「大丈夫です。何ともありません」

「そう？　それならいいけど……」

「ご気分が悪かったら、すぐに仰ってくださいね」

「ええ、ありがとう」

　気立てのいいミシェールと、身分の差にも関わらず親しく接してくれるシャルル。

　おかげでほんの僅かだが、気持ちが紛れた。

　妹からは目を背けて、ユーリは冷めたお茶を一口飲む。

「ユーリ様」

　エルヴェが、唐突にユーリを呼んだ。

　振り返った先の青い瞳は、妙に険しい。

「どうした？」

「……いえ」

　水を向けても、言葉を濁して目を逸らす。彼らしくない。

「エルヴェ、どうしたの？」

　イヴェットも会話に参加してくる。エルヴェはやはり首を横に振るだけだったが、気遣わしげな眼差しは変わらなかった。

　他の者がいるこの場では、話しにくいことなのだろう。

「エルヴェ、馬の様子を見たい」

　お茶のカップを置いて、ユーリは立ち上がった。

「シャルル様、お先に失礼いたします」

「ああ。出立は予定通りに」

「はい」

　フレイ達にも一礼して、ユーリは外へ出て厩へ向かう。ゆっくり歩くうち、もう一つの足音が追ってくるのを感じた。

「何か気になることが？」

　余人の目も耳もないことを確認してから、ユーリは立ち止まりエルヴェを振り向いた。

「ええ」

　忠実な従者は、秀麗な顔を懸念で満たしている。

「あまり、あの者に関わらない方がよろしいかと」

　エルヴェのささやきに、ユーリは困惑して首を傾げた。

「あの者というのは？」

「ミシェール・ブランです」

　その名を聞いて、ますます戸惑いは深まった。

「なぜだ？　ミシェールはシャルル様の従者で……」

　それに、人当たりよくおとなしい人物だ。警戒しなければならない理由を、ユーリはまったく思いつかない。

「ユーリ様らしくもないお言葉です。子爵家の歴代当主の日記を、読んでいらっしゃらないわけはないのに」

　歴代当主の日記。

　確かに、ユーリはこれまで何度も古い日記に目を通してきた。領地で問題が起きたときだけでなく、国全体に何か大きな変化があったときは、過去の事例が問題解決の重要な手がかりになることが少なくない。そもそも、日記というのは子孫たちの手引き書として残すものだ。

「領地を接するオーランシュ公爵家のことも、日記の中で幾度も触れられていたはずです。陰謀の陰で意味ありげに顔をのぞかせておきながら、いつも確たる証拠を掴ませないため誰にも咎められなかった」

「それは確かに、そういう記録はあったが」

「でしたら」

　エルヴェは、警戒するように周囲を素早く見回してから、さらに声を潜めて言葉を継いだ。

「当然、お気づきのはずです。公爵家の懐刀、ブラン一族の名前に」

　口を開きかけたものの、ユーリは結局何も言い返せずに目を伏せる。

　ブラン。確かにユーリも、公爵家の従者と聞いて思い当たらないわけではなかった。

　オーランシュ公爵家は、王家と婚姻関係も結んでいる由緒正しい古い家柄だ。だが抱える歴史が長いほど、権力と繁栄への執着も強くなりやすい。他の王侯貴族達も多かれ少なかれ表沙汰にできない過去を持っているものだが、ユーリの先祖の記録によれば公爵家は特に権謀術数に長けており周囲から恐れられていたらしい。

　それを助けていたのが、ブランの名を持つ一族。歴代オーランシュ公爵のために暗躍し、政敵の失脚に一役買っていたと、記録には残されていた。

「だが、いくら先祖の日記でも鵜呑みにすることはできないだろう。第一突飛というか、非現実的に過ぎる。あんな……」

　ブランのことを、先祖はこう記していた。

　──時を読む者達、と。

「時を読む。誰も知らないはずの誰かの過去や、未来を知ることができるのだというが、そんなことがあるわけがないだろう？　魔術を使う私達貴族の中ですら、そんな者がいるなんて聞いたことがない」

　ブランがたとえ強力な魔力を持っていたのだとしても、時間の流れに干渉するなどという途方もない技が存在するなんて、信じられない。

「問題はそこではないのです。ユーリ様」

　エルヴェはあくまでも冷静さを崩さず、淡々と続ける。

「ブランという一族がいて、オーランシュ公爵家の歴史の影で暗躍していた。そして、今身近にその不吉な名を持つ者がいる」

「……エルヴェ」

　何を言わんとしているのだろう。彼は。

　昇り始めた太陽に暖められていく空気が、なぜかその一瞬ひやりと首筋を撫ですぎていった気がした。

「最後の公爵は、病死と発表された。そしてほとんど時を同じくして、シャルル様は退位なされた。二年前に、あまりにいろいろなことが起きすぎています」

「それは、確かに……」

「シャルル様にお目にかかってから、おかしいと思っていたことがあります」

　ふっと、辺りが暗くなった。雲が、光を遮っている。

　風すら、動かない。

「あの方も大病を患ったということですが、とてもそうは見受けられません。至って健康そうでいらっしゃる」

　エルヴェの指摘に、ユーリも同意見だった。病み上がりというシャルルが倒れたりしないか心配で、移動の間それとなく気を配っていたのだが、馬の乗りこなしといい顔色といい、まったく病の影を感じさせなかった。

　もともと若くて丈夫だから回復も早かったと言われてしまえばそれまでだが、それでも心配になるのが身内というものではないだろうか。なのにフレイもミシェールも、主の体調を特に懸念している様子は見られなかった。

「フェオドール卿の死には、何かあるのではないでしょうか」

　エルヴェは虚空に目を据えて、じっと考え込んでいる。

「だからシャルル様は、市井の画家を従者として手元に置いている。その、秘密のために」

「エルヴェ」

　ユーリはたまらず、彼を遮った。

「詮索はするな。それは私達が踏み込むべきではない領域だ」

「わかっています。私はただ、懸念材料をなくしたいだけです」

　エルヴェは、ゆっくりとユーリに顔を向けた。

　青い瞳の清冽さに、呑み込まれそうになる。

　動けなく、なる。

　あまりに真っ直ぐで。

　自分だけを映してくれているのだと、胸が痛くて。

「あなたはあまりに、素直でいらっしゃるから」

　感情の動きをあまり見せない彼の顔が、微かに和らぐ。

「あなたをお守りするのが、私の勤めです」

　雲が、流れる。

　光が、戻ってくる。

　ほのぼのとした朝の空気の中を、エルヴェはゆっくり歩いていく。

　ユーリを、残して。

　激しい動悸を刻む胸を、ユーリは両手で強く押さえ込んだ。





　水と食料を確認し、あらかじめ決めていた街道を一行は進んだ。

　イヴェットは、ユーリの馬の前に乗ることになった。しかしもともと二人で乗るのが得意でない上、イヴェットがしょっちゅう身体を動かしてもぞもぞするので、次第にユーリの苛立ちは募る。

「イヴェット、動くな」

「だって、揺れるから痛いのよ」

　確かに、乗馬に慣れていなければ腿や尻が痛くなるものだ。ユーリも初めのうちはずいぶん擦り傷を作って苦しんだものだ。

　だから、連れてきたくなかったのに。

「イヴェット様」

　横に馬影が並び、はっとする。エルヴェが隣に馬を寄せている。

「大丈夫ですか？」

「ええ。平気よ。がんばれるわ」

　ユーリの位置からは見えないが、イヴェットが今どれほど嬉しそうな顔をしているかが手に取るようにわかった。

　手綱を握る手に、力がこもる。馬がそれを敏感に感じ取って、歩調が乱れる。

「ユーリ様、そろそろ休みましょう。ついでにこの先の道に異常がないかどうか、見て参りますので」

「……」

　エルヴェを見ないまま、ユーリはうなずく。手綱を引くと、感じていた振動が少しずつ弱くなる。

　エルヴェはそれを確かめて、前を行くシャルル達にも連絡に行った。

　彼と二言三言話していたシャルルが、振り返る。榛色の瞳に、ユーリははっとした。

　気遣うような、いたわるような。

　視線が痛くて、わざと気づかないふりをする。

　どうして、あんな風に彼は自分を見るのだろう。

　朝、体調が悪いのではと気にかけてくれた。まだ心配してくれているのだろうか。

「ユーリ様！」

　突然、強い口調で誰かがユーリを呼ぶ。

　反射的に顔を上げる。次の瞬間、腕で顔をかばっていた。迫ってきた何かが直後勢いよくぶつかってくる。

　イヴェットの悲鳴があがり、視界が傾ぐ。馬が前足を上げ、大きく立ち上がっていた。

「ユーリ！」

「大丈夫か！」

　飛んできた鋭い声は、シャルルとフレイのもの。彼らに応えるより先に、ユーリは強く手綱を引いて何とか体勢を戻す。前に座っていたイヴェットがちょうど重し代わりになり、ほどなく馬は足を地面へと戻した。

「ユーリ様」

　馬首を撫でて落ち着かせていると、ミシェールがそばへやってくる。先ほど警告をくれたのは、彼だったのだろう。どうしたのかと尋ねる前に、彼は手にした何かをそっと差し出してきた。

「これは……？」

「どうしたんだい？」

　シャルルもやってきて、それを覗き込む。なにやら喚くイヴェットをとりあえずフレイに預け、ユーリはミシェールの腕にあるものを注意深く眺めた。

「いきなり飛んできたんです。足にこれが結んであって」

　ミシェールの細い肩には重そうな、それは見事な一羽の鷹だった。鳴くでもなく羽根の繕いをするでもなくじっと黙っている様は、訓練された騎士のようにも見える。

「これは……キーア？」

「ご存じなのですか？」

「ああ……」

　シャルルは、真っ直ぐに鷹を見つめて腕を差し出す。キーアという名前らしい鷹は、何の躊躇いも見せず彼の腕に移った。

「シャルル様の鷹なのですか？」

「いや」

　キーアの羽根を軽く撫でている彼の表情には、困惑が見て取れた。

「……これはクロードの鷹だよ」

　咄嗟に、その言葉の意味がユーリには理解できなかった。

　クロード。

　その名前の意味するところを悟るより先に、ユーリの目に飛び込んできたものがある。

　長い一房の髪。栗色の。

　金目の鷹の右足に、リボンで束ねられてしっかりと結わえてある、つややかなそれ。

「……この鷹がクロード殿のものだとしたら、この髪は」

　呟いたが、ユーリは確信していた。

　これは、リアーヌのものだ。

「どうやら、魔術が施されているね」

　髪に触れたシャルルが呟く。ユーリにも、微かながら超常の力の痕跡が感じ取れていた。

「調べてみよう。フレイ、次の街まで半刻ほどだね」

「ああ」

　フレイが答え、彼の前で鞍に掴まっていたミシェールも、張り詰めた表情で唇を引き結んでいる。心なしか顔色が悪いようで気になったが、声をかけるより先に彼らの馬は向きを変えてしまう。

　ユーリは、手にした髪を握りしめた。

　キーアは明らかに、伝書用に訓練されている。駆け落ちにわざわざそんな鷹を連れて歩き、さらにこうしてシャルルの下へ寄越したのは、何の意図があってのことなのか。

　今になって、魔術を施した髪を託して鷹を飛ばしたのは、なぜだ。

　書簡を運ぶ鳥は、特殊な術で目標を教えられる。目指してきたのはシャルルか、それとも。

「リアーヌ……」

　美しい長い髪を、とても大切にしていた娘。

　髪に宿る、不思議の力。

　──これこそが、書簡なのだ。彼女からの。

　また、目眩がした。

　目が熱を持ち、ひりひりと乾く。

　全身にのしかかる怠さを、ユーリは溜息で紛らせた。
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　やはり、魔術での小細工が施してある。

　シャルルは自衛のためにと、戦いの心得の他に魔術での身の守り方も学んできてはいたが、リアーヌのものとおぼしき髪の毛にかけられている術は、どうやら彼の力では解くことはできないようだった。かけたのは、クロードだろう。

　魔術も物的な力と同じで、備わった魔力の大小でできることが限られる。術を解いたり防いだりするためには、相手の魔力よりも大きな力が必要となるのだ。

「まあ、仕方がないか」

　血筋から考えれば、クロードとシャルルの魔力はほぼ同程度だ。ほとんど差がないのであればあとは知識で補い対抗することもできるのだが、残念ながらシャルルにはそれも不可能だ。

　となればユーリとイヴェット、フレイが頼みの綱だ。もしも彼らでも無理ならば──。

「シャルル様、お水をどうぞ」

　気がつくと、水筒を片手にイヴェットが傍らに立っていた。髪の毛を大事に懐にしまい、シャルルは年下の姫君に微笑みかける。

「ありがとう、君はいいの？」

「先ほど頂戴しました。ご心配いただき恐縮ですわ」

　水筒を抱えたまま、イヴェットはシャルルの隣に座る。

　そろそろ日が高くなる時分だった。木陰にいても、日なたのうだるような熱気が陽炎となって見えてしまいうんざりする。今日は暑くなりそうだ。

　しかし、収穫は確かにあった。それを運んできてくれた賢い鷹は、今フレイの馬の鞍に留まって羽根を休めている。

「シャルル様……」

　考え事をするシャルルを、イヴェットが静かに呼ばわった。

「ごめんなさい、わがままを言ってしまって」

　今更言わずもがなのことを、この娘は実に殊勝な顔つきで口にする。

　そう思うのなら、初めからしなければいいのではないだろうか。

「そうまでして、砂糖がほしいの？」

「ええ」

　きっぱりと、イヴェットは答える。

　理由が恋ならば、何をしてもいいという法則でもあるのだろうか。

　感情にまかせて突き進むイヴェットより、状況を冷静に判断して最適な行動をとる姉姫の方がどれほど得がたい存在だろう。

「あ、エルヴェ」

　つらつら考えていると、エルヴェがこちらへやってくる。イヴェットを探していたのだろうか。イヴェットが嬉しそうに声を上げ、彼を見つめる。

　シャルルが彼女と一緒にいるとみると、いつもすましかえっている青年の無表情に、ほんの少し亀裂が入ったようだった。滅多に見られない光景が少し愉快で、シャルルはくすくす笑いながら彼を迎えることとなった。

「イヴェット様、そろそろ出発のお支度を。シャルル様も、フレイ殿が探していらっしゃいました」

「そう。ではね」

　立ち上がって歩き出した彼の耳に、甘ったるい少女の声が纏わりつく。

「ねえエルヴェ、今度はあなたの馬に乗りたいわ。お姉様ったら乱暴なんですもの」

「いけません。未婚の姫君が、みだりに男の馬に乗ったりなさっては」

「大丈夫よ。だって、今の私達は貴族ってことを隠しているでしょう？」

「そういう問題ではございません」

　諫めるエルヴェの声音も、ユーリに対するのとはずいぶん違う。

　二人が見えなくなったところで、シャルルは呆れて肩をすくめた。

　ただ話をするだけであんな調子ならば、いっそもっと前に決断すればよかったのだ。

　選ぶことを。

　互いに悪い想いを抱いていないのが傍目にも明らかで、見せられる方はうんざりする。

　自分ですらこうなのだから、きっとユーリは……。

　そこでシャルルは、ひたりと足を止める。

　地図を見ながらフレイとなにやら話し込んでいる、ユーリの姿を認めたから。

　日よけもせずに白い肌を惜しげもなく太陽に晒して、ユーリは熱心に地図を辿っている。緑の瞳は真剣そのもので、強い意志を感じさせる。

　けれどきっとそれは、目的以外のものを見たくないからだろうともシャルルには思えるのだ。

　二年前まで、自分もそうだった。激変した周囲の環境と己の立場を、受け入れるのが難しくて。しなければならないことにだけ、没頭するようにしていた。

　彼女のことが気にかかるのは、かつての自分自身を重ねてしまうせいなのかもしれない。

　しばらく彼女達の様子を窺って、シャルルは静かにその場をあとにする。

　今は一日のうちで一番暑くなる時間帯で、他の旅人達は各々適当な休憩場所に引っ込んで陽光の猛威をやり過ごしているのだろう。宿場の多く集まるこの場所の井戸周りには、シャルル達以外の人影はほとんど見られない。

　だから、目当ての人物はすぐに見つかった。膝に紙を置いて一心不乱に木炭を持つ手を動かしているミシェールに、シャルルは静かに近づいた。

「ミシェール」

「あ、シャルル様」

　素描の手を止めて、ミシェールは彼を振り仰ぐ。心なしかやつれて見える白い頬にそっと触れて、シャルルは心配そうに紫の瞳を覗き込んだ。

「大丈夫かい？　無理はしないようにね」

「平気です。それより、気になることが」

　言葉とは裏腹に気怠げな様子で、ミシェールは紙の上に視線を戻す。

　何を描いていたのか、無数の黒い線の軌跡からはわからない。

「おかしな噂を聞きました」

　シャルルの目が、すっと細められる。

「どんな？」

「少し前に、若い男女の二人連れが役人らしい人達に捕まって、馬車で連れ去られたそうです。特徴を聞く限り、どうやら……」

　その言葉の続きは、聞くまでもなかった。

「そうか」

　子爵家の姉妹にも、教えておくべきだろうか。

　少し考え、イヴェットには伏せておいた方がよかろうとシャルルは結論を出す。あの娘にとっては砂糖のことが第一で、リアーヌとクロードの件には無関心なのだから。

「そういう可能性を考えて、キーアを連れて行ったのかもしれないね」

　いざというときのために。

　ということは、クロードは何か危険を予測できるような状況下にあったということだろうか。少なくともただの駆け落ちだったのなら、キーアは必要ないはずだ。

　今はフレイに預けてある賢い鷹を、シャルルは脳裏に思い描いた。

　キーアはクロードが自らしつけて育て上げた狩猟と伝書用の鷹で、彼の自慢だった。クロードとの私的な交流の仲立ちは、常にキーアが取り持っていた。

　思慮深い金の目に、じっとシャルルの姿を映して。

　わかるのかもしれない、そう思ったことが何度もあった。

　シャルルがクロードに、どんな気持ちで接しているのか。

「シャルル様」

　ミシェールが、そっと彼の手に触れてくる。

　気遣うように。

「大丈夫です、きっと。あの髪は切られて間もないものだし、伝書用の鳥は主の言うことしか聞かないから、だから──だからきっと、お二人ともご無事なはずです」

　ミシェールを、シャルルは軽く抱きしめてやる。嬉しかった。彼の気遣いが。

「心配してくれてありがとう。でも、信じているから大丈夫だよ」

　とんとん、と背中を軽く叩いてやれば、震えるような溜息が聞こえた。

「信じているからね。彼らのことも、君達のことも」

「……はい」

　あやすようにしばらくそうしていると、ようやくミシェールの心配は収まったようだった。恥ずかしげにはにかむ表情を見つめながら、シャルルはふとジーヌ家の姉姫に思いを馳せる。

　彼女は本当の意味で、信頼できる者を得ているのだろうか。









第九章



「わかったよ、ユーリ」

　髪の毛を手に、シャルルがミシェールを伴い宿のユーリの部屋を訪れたのは、夕食がすんでしばらく経ってからのことだった。

　日暮れ前に辿り着いた街は比較的大きく、金に糸目さえつけなければ泊まれるよい宿もあったので、イヴェットがうるさく騒ぐこともなく平和な夜だった。

「わかった、とは？」

　あらかじめ約束がしてあったので、ユーリは旅装も解かずチョーカーもつけたままで彼らを迎えた。

　シャルルはしっかりと扉を閉めると、髪の毛をテーブルの上に置く。彼の顔に浮かぶ感情が何という名を持つのか、ユーリにはすぐに判断できなかった。

「この髪にかけられていた術だよ。クロードは、魔力はそれほどではなくても技術的にはなかなか優秀だったようだ」

　苦笑混じりに、シャルルは肩をすくめる。

「どのような魔術が？」

「君への伝言が託されていた。術の解読の際に少し聞いてしまったけれど、やむを得なかったと思って許してもらえるとありがたい」

　ユーリはうなずいて、髪の毛を手に取った。

「おかしな細工がしてあったのを解除したから、魔力を流し込んでやれば聞けるよ」

「……はい」

　促されて、ユーリは栗色の一房に意識を集中した。あまり魔術は得意ではないけれど、シャルルの言うとおり力を流し込むやいなや、意味のある言葉の連なりが掌から伝わってきた。



『ユーリ様』



　それは、間違いなくリアーヌの声だった。

　覚えているよりもつややかで、大人びているように思える。彼女自身の言葉を、この髪は封じていたのだ。



『このような形でユーリ様やみんなの信頼を裏切ることになり、慚愧の念でいっぱいです。けれど、私は自分を抑えることができませんでした』



　声は真摯な調子で、ユーリには言い訳としか思えないことを述べていく。



『私は南へ参ります。あの地ならば、きっと何かが見つかるはずです。甘くて優しい夢を、探して参ります』



　握り込んだ指の、伸び始めた爪が掌を抉る。拳がぶるぶると震えた。



『そしていつの日か、きっと帰ろうと思います。私の大切な故郷に、十分に育った奇跡を連れて。今は私一人で生み育てなければならないけれど、きっとそれが故郷の地を甘く潤してくれることを、信じています』



　うつむいて、拳を睨みつけたままユーリはじっと聞いていた。声はそれきり途絶えて、部屋の中に重苦しい沈黙がわだかまる。

　何が何だかわからない。しかも、今のリアーヌの言葉は、まるで。

「まさか……クロードは」

　シャルルが、唸るように呟く。

　下腹の辺りがじくじくと蠢き、血の気がどんどん引いていく。

「駆け落ちした理由は……」

　考えたくない。信じたくない。

　でも、今聞いた事実から推測できるのは。

「……リアーヌという女性は、身ごもっているのだろうか」

　ユーリは、自分の血が音を立てて頭からつま先へ流れ落ちていくのを聞いたと思った。

　ぐらぐらと目に見える世界が揺らいでいる。気持ちが悪い。身体の平衡を保っていられない。

　下腹が、痛い。

「見つかれば子供は捨てられるか、それとも──」

　シャルルは言葉を濁したが、ユーリにもわかっている。身分違いの過ちの果てに誕生した命は、この世に現れた瞬間に孤児とされるか、もっとひどいときは。

　──殺される。

　それを恐れて、リアーヌは逃げたのか。

「何てこと……！」

　体中が熱い。気持ちの悪い汗が、背中や腕や至る所から噴き出てくる。

　頭が、ずきずきする。

「なんでそんな、馬鹿なことを！」

　男に狂って駆け落ちを決行するだけでも愚かなのに、子供などできればどうなるか、わかりきっていて何の手段も講じなかったというのか。

　吐き気がする。目の前が真っ暗だ。

「ユーリ？」

　驚いた様子のシャルルの声すら、遠い。

　恋のために盲目となった女とは、こんなにも愚かで軽はずみで、救いようのない存在なのだろうか。

　──自分も、そうなるものなのだろうか。

　どんなに嫌悪しても上辺だけ取り繕っても、女という生き物の業からは逃れられないものだろうか。

　身体の内側から下腹を殴られたような痛みが、ユーリの最後の気力すら打ち砕く。

「ユーリ！」

　血相を変えたシャルルに応えることもできずに、床にうずくまりユーリはきつく目を閉じる。

　自分はやはり、女なのだと。

　それなのに女としての価値を持たない、出来損ないなのだと。

　この痛みは周期的に訪れ、その度にユーリを嘲笑う。
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　ユーリの介抱を頼んだ宿の女将が、エプロンで手を拭きながら戻ってきた。まだ他の客が誰もいない食堂に集まっていたシャルル達は、一斉に彼女に視線を集中させ、無言で問いかける。

「可哀想に、いつも重いみたいだね」

　溜息混じりの女将の言葉は主にイヴェットに向けられていたが、少女は困ったようにシャルル達を振り返る。どう答えたものか、さすがにシャルルも迷った。

「まあ聞いてみたところ、最初の二日間くらいがひどくて、あとは動けるようになるそうだよ。あんた達、男だからいまいちぴんと来ないかもしれないけど、苦しいのは間違いないんだからいたわっておあげ」

「ご親切痛み入ります」

　そつなく女将に頭を下げたのは、エルヴェだった。

「どうぞ、ユーリ様をお願いいたします」

「わかったよ。あんた達の食事ももうすぐできるから、部屋でゆっくりしているといいよ」

　親切な女は、ふくよかな身体を揺すって台所へ戻っていった。

「女は大変だよなぁ」

　まず第一声を発したのは、フレイ。その方面に疎いミシェールは、可哀想なくらい真っ赤になってしまう。

「ま、仕方ないから食料とかの補給でもして準備だけ済ませておこうぜ。結構距離は縮まってるんだろ？」

「は、はい」

　宥めるようにミシェールの銀髪をかき回しながら、フレイは言う。ミシェールはおろおろとされるがままになっていたが、質問にはしっかりうなずいた。

「なぜですか？」

　和みかけた空気を、鋭く切り裂いたのは。

　背筋を伸ばし真っ直ぐ青い目でシャルル達を見据えている、エルヴェだった。

「なぜ、そんなことがわかるのですか？」

　シャルルは、心の中で舌打ちした。

　この青年は、本当に頭がいい。ちょっとした言葉尻からも重要な情報を聞き逃さない。

　しかも悪いことに、ごまかすより先にフレイが動揺を顔に出してしまった。

　もちろんエルヴェは、それを見逃すような性格ではない。

「ずいぶんと都合のいいときに、あの鷹はやってきましたね。しかもこれといった目印……通常はつけられているはずの主の紋章などもないのに、一目でクロード・オラニエ様の鷹と見分けられるとは」

　イヴェットが不安そうにしているのに、エルヴェは糾弾をやめない。

　シャルルは内心で己の迂闊さを後悔していた。確かにクロードの紋章はつけられていなかった。それをキーアと断じることができた根拠まで、まさか問い詰められるとは思っていなかった。

　甘く見ていた、と言うことか。エルヴェという青年の、洞察力と頭脳を。

「そもそも、初めからおかしいと思っていた。なぜあなたほどの方が、わざわざご自身で出向かれる必要があるのです？　大切な問題には違いないが、部下に任せられないほどのこととは思えない」

　シャルルは目を細めたが、沈黙を守る。

　今はまだ、反論しない方がいい。

「何を企んでいらっしゃるのです？」

　単刀直入に、エルヴェは切り込んでくる。

「あの方を……ユーリ様を何か危険なことに巻き込もうというのなら、私は容赦はしません」

　意志の強い眼差し。

　彼の言葉は、心底からのものに違いないだろう。

「そこまで思うのなら、どうして君は止めなかったんだい？」

　わざと挑発するように言ってしまったのは、やはり腹立たしさをごまかせなかったからだ。

　エルヴェは、わかっていない。誠実なのが常に最善ではないということに。

「ユーリ様のご意志だからです」

　そしてこの青年は、自分の言葉の愚かしさにまったく気づかぬそぶりで、堂々と言い放つ。

「あの方の望みのままに在ることが、私の役目です」

　──役目。

　たったそれだけの言葉で、たったそれだけの理由で、エルヴェは今まで彼女のそばに在り続けたのか。

　結果的に、ユーリを傷つけているにもかかわらず。

「エルヴェ、やめて」

　幾分青ざめて震えているイヴェットが諫めなかったら、シャルルは次に何を口走っていたか自分でもわからない。

「申し訳ございません、シャルル様。お許しください。エルヴェは……姉を誰より大切に思っていて……それで」

　最後の一言をとても苦しげに言葉にしたイヴェットは、つぶらな緑の目に怯えを浮かべていた。

　彼女の恐れは、見当がつく。

　オーランシュ大公からの、愛しい男への罰だ。

　溜息をついて、シャルルは立ち上がる。

「もういいよ。イヴェット、姉上についていてあげるといい。君しかできないことだ」

　そのまま出入り口へ向かい、外へ出る。外はもう真っ暗で、酒場らしき辺りからの微かな喧噪と明かりだけが闇に抗っているばかりだ。

「一人で出歩くなよ」

　ぽん、と背中を軽く叩かれる。追ってきてくれたフレイをやや見上げる体勢で、シャルルは笑った。

「何か飲むなら奢るよ」

「いや、いい。酔っぱらって、いざというとき動けなくなったら困る」

「それもそうか」

　どちらともなく歩き出して、しかし宿からは遠ざかることなく道の端で止まる。ちょうど宿の建物全体を見渡せるところで、シャルルは二階の辺りに目を凝らした。

　そろそろ眠っている客もいる時刻だ。ユーリの部屋はこちらの並びだったはずだが、暗い窓の中で今彼女が何を思い、どうしているのかまでは窺えない。

「なあ、シャルル」

　口を開いたのは、フレイが先だった。

「ユーリを、引き取ることはできないのか？」

「引き取るって？」

　目を丸くするシャルルを、フレイは考え込んでいるような面持ちで見つめる。

「なんか、ほっとけなくてさ。この騒ぎが終わったら、あいつはまたジーヌ領へ引っ込んで、今までの暮らしに戻るんだろう。……あの鈍感従者も一緒に」

　思い切り顔をしかめながら言うフレイに、ついシャルルは苦笑する。

「役目だそうだからね。なかなか頭の固い性格のようだ」

「まったくだな」

　しかし、そんな未来を考えるとユーリが気の毒になった。

　親に疎まれ常に妹と比べられて貶められて、そんな境遇を嘆くのではなく、むしろ孤独を振り払い強くあろうと彼女は努力してきたのだろう。そうして築き上げた功績は間違いなく彼女自身のものであり、誇ってしかるべき価値だ。

　でも。それでも。

「彼女さえ望むなら、秘書官として来てくれたら嬉しいのだけどね」

　するりと、そんな言葉が飛び出す。

　フレイも目を丸くしていたが、言ってしまったシャルル本人のほうがずっと驚きは大きかった。

　知り合って間もない娘を。

　しかも、よく考えてみれば、互いのことを話したことすらない相手を。

　どうして、ここまで気にかけているのか。

　その理由をシャルルは己のうちに探そうとして、すぐやめる。

　すぐに悟ったからだ。答えは一つしかない、と。

　ここが暗がりでよかった。少し頬が赤くなっているのがわかる。

「そういえば、ミシェールだけ残してきて大丈夫だったか？」

　実は気遣いのできるフレイが話題を変えてくれたことに、シャルルは感謝した。

「そうだね……エルヴェにいじめられてないかな」

　イヴェットが一緒に居合わせてくれたら、大事はないだろうけれど。

「戻ろうか」

「ああ」

　頷きあって、彼らは夜露を踏み始めた。









第十章



　痛い。

　腹の中から何かに食い破られているようだ。

　身体が燃えているのかと思うほど熱いのに、寒気がして毛布から出られない。

　歯を食いしばってそれらに耐えながら、ユーリは朦朧とする意識の中をふわふわ漂っていた。

　いつもこうなのだ。

　この身体は、いつも何十日かの周期でおかしくなる。

　健康的な女の証だと、いつか診てもらった医者は言っていたけれど、それはユーリにとっては屈辱でしかない。

　こんな自分が、女という生き物として及第だと保証されたとして何の意味があるというのか。

「う……っ！」

　また鈍痛が襲ってきて、ユーリは呻く。足の間からだらだらと何かが流れる感触があって、ぞっとした。

　汚い。

　いつの間にか身体の中で蓄えられていた、穢らわしいものが溢れ出ている。

　忌まわしくて忌まわしくて、ユーリは枕に顔を埋めた。

　健康な女としての価値など、いらない。

　こんなにも汚らしい存在なのだと繰り返し繰り返し思い知らされるくらいなら、女でなどなくていい。

　そもそも自分になど、誰も女としての価値を見出してくれないのだから。

　美しくもなく、愛らしくもなく、そのために嘲笑される自分など。

　痛い。

　涙が、こみ上げる。

　さらに枕に顔を押しつけ、息苦しさを堪えて嗚咽を噛み殺す。

　どのくらいの間、そうしていただろうか。

　突然意識が晴れて、ユーリはそろそろと寝返りを打った。部屋はすでに真っ暗で、夜の深さがどれほどのものなのかはわからない。

　まだ下腹はずきずきと鈍く痛んだが、横になっていたためか少しよくなったようだ。

　溜息をついて、ユーリは目を閉じる。

　迷惑をかけてしまった。

　シャルル達だって、先を急ぎたいのだろうに。楽になったらすぐに謝って、出発しなければ。

「痛……っ」

　油断していると、また痛みが襲ってくる。横向きになり身体を丸め、かすれた自分の声が耳に入り、さらに眉根を寄せる。

　女の声だ。今は魔道具を外しているから。

　イヴェットのように高く柔らかい甘いものではなく、低くくぐもって抑揚にも乏しい自分の声。母にはよく、無理にでも高い声を作ってみろと詰られた。

　けれどそうしたら、今度はそちらにばかり意識が傾いてしまい、表情がぎこちなくなる。ただでさえにこやかな方ではないのに顔がさらに強ばって、結局逆効果だった。

　社交界に出て初めて招かれた茶会で、ユーリに見えない位置で失笑していた若い貴公子のことは今でも忘れない。

　同時に、そうして自分を取り繕ってまで、『よい女』を演じることに意味があるのかと疑問に思ってしまった。一度生じた気持ちはしこりとなり、苦痛と苛立ちすら伴うようになった。

　女としてふさわしく振る舞うこと、自分が女であると意識すること、どちらもユーリには辛くなった。

　髪を切り、男の服を着て、声も変えて。

　初めてそんな自分を見たとき、奇跡かと思った。

　間違いなく自分のはずなのに、自分ではない。

　鏡の中にいたのは醜い娘ではなく、やや自信なさげに虚像を見つめるただの少年だった。

　顔立ちはもちろん美貌とは言えないが、醜くもない。気弱そうで、寂しげなだけだった。

　魔道具のもたらす男としての声は、もっとユーリを幸福にしてくれた。

　愛らしさも何も必要としない、必要とされない自分の声。だから心に浮かんだことを、何の屈託もなく伝えることができる。

　ユーリは追想から抜け出して、重い腕を伸ばし枕元を探った。リボンの形をしたチョーカーの感触は、寝台の横にある粗末なテーブルの上で見つかった。

　そのことに安堵して、ぐったりと手が落ちる。痛みと熱で蝕まれて、些細な動作でもひどい疲労感があった。

　エルヴェはどうしているだろう。

　忠実な従者のことを思うと、胸が痛んだ。

　彼はユーリが『女』と戦う期間には、そばへは来ない。それを望んだのはユーリだから。

　彼に、こんな自分を見られたくなかったから。

　空しさと哀しみがのしかかってきて、腹の痛みとともに心を襲う。

　エルヴェには、女としての自分を見てほしくない。どうしたって見劣りする自分は、きっと幻滅されてしまうから。

　だから、エルヴェは、妹を。

　再び目の底からこみ上げるものを抑えつけようとしたとき、脳裏に浮かんだのはまったく違う人の姿だった。

　榛色の瞳。

　出会ってからずっと、優しい色を陰らせることがなかった。

　あの人は、女のなりをした自分を見るときでも、決して変わらなかった。

　フレイから先に、ユーリの話を聞いていたためでもあったかもしれない。

　それでも。

　──嬉しかった。

　痛みの合間のまどろみに、ユーリは再び落ちようとしていく。

　しかし。

　扉が、叩かれた。

「ユーリ？」

　抑えた声。扉越しにくぐもっていても、それがシャルルのものだとすぐわかった。

　今、彼のことを考えていたからだろうか。

「入ってもいいかい？」

　どう答えようか迷っていると、声は続けた。

「宿の女将さんから、飲み物をもらってきたんだけど」

　そう言われると急に、喉の渇きが意識される。

　逡巡した後、ユーリはどうぞと応えた。それでも伏せっている様子を見られたくなくて、明かりはつけなかった。

「ごめんね、イヴェットは必要なものを買いそろえに行ってしまっているんだ」

　お盆を持った彼の足取りがゆっくりなのは、暗がりと女性の部屋に入る後ろめたさのためのようだった。

「ここに置くよ。熱いから気をつけて呑んでね。──よく効く薬湯だって」

　何に効くのか、は言わずもがなだ。

　彼をまともに見られなくて、ユーリは掛布の中に潜り込んだ。

「わざわざ……ありがとうございます」

　口の中がねばねばして、気持ち悪い。

　こうしている間にもどくどく流れ続けるものが、自分の周囲に鉄の匂いをまき散らしているのではないかと心配になる。

　こんなに汚い女という生き物に、なぜ自分は生まれてきたのだろう。

「……苦しい？」

　上からふわりと降ってきた声に咄嗟に反応できなかったのは、忌々しい鈍痛が規則的な自己主張を始めたからだ。

　呼吸すら詰めて、身体を抱く。歯ぎしりの音が、鈍く耳に響く。

　痛い、苦しい。

　どうして。

「いやだ……！」

「ユーリ？」

　人の気配と体温を、近くに感じた。けれど意識はまた朦朧とし始めて、自分が何を口走っているのかすら曖昧になる。

「こんなに苦しくて痛いのに、何で女でいなければならないの……？」

　自分には、女としての価値は一つだってないのに。

　女としてのユーリは、必要とされたことがないのに。

　どうして、逃れることすら許されないのだろう。

「ユーリ、しっかりして」

　頭の中に靄がかかる。肩に感じた重さと心地よい固さは、何だったのだろう。

「ミシェール！　来てくれ！」

　血相を変えて叫んでいた声は。

　誰の、ものだ。
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　だんだん血の気が戻ってきたユーリの寝顔を確認して、シャルルはほっと安堵の溜息をついた。

「僕には、このくらいで精一杯です……」

　ユーリに覆い被さるようにしていたミシェールが、申し訳なさそうに振り返る。大技を使ったためか、抑えたランプの明かりの中でもそうとわかるほどやつれている。

「ありがとう。ミシェール」

　シャルルは、心から労いの言葉をかけた。

「さあ、我々は出よう」

　ちょうど戻ってきたイヴェットを残し、シャルルはミシェールを支えてユーリの部屋を出る。廊下には一階からの喧噪が響いていたが、今は少しなりを潜めたようだ。

「説明していただけますか？」

　だが部屋の前にはエルヴェが待ち構えていて、今にも斬りかかってきそうな剣呑な気配を漂わせていた。

　彼の抗議は当然来るものと予想していたことだった。何しろ緊急事態だったとは言え、未婚女性の部屋に男が二人も立ち入る事態になってしまったのだから。

　だが、シャルルはまず隣を窺った。

　張り詰めた表情の、ミシェールを。

「ミシェール殿」

　呼びかけられ、ミシェールがぎゅっと拳を握る。

「先ほどの光景が見間違いでなければ、あなたは──そのときはあなただとはわかりませんでしたが──ユーリ様のお身体に触れていた。開いていた扉からそれを目の当たりにした私が驚いて止めようとすると、シャルル様が私を取り押さえられた」

　嫌味なくらい細かく、青年はそのときの出来事を言葉で再現する。

「部屋が薄暗かったので、最初私には何が起きているのかわからなかった。しかしそのうちに、ユーリ様のお身体の一部が、光を放ったように思えた」

　明るい場所では、そんな現象は確認されない。いや、周りの光が強すぎると、見えないと言うべきだろうか。

「幸い私は、同じようなものを見たことがありました。ですが、あり得ない話です。なぜなら、その力は王侯貴族しか──」

「ああ、もういいよ」

　回りくどい陰険な物言いにうんざりして、シャルルは手を上げて続きを遮った。

「話してあげるよ。他言無用の条件付きでね」

「わかりました」

　腕を組んで、エルヴェは背を伸ばす。シャルルは、もう一度ミシェールに視線を転じた。

　彼は、緊張してはいたが怯えてはいなかった。それどころか、励ますように小さく微笑んですらいる。

　彼の手を、シャルルはそっと握った。

「入りたまえ」

　そうしてエルヴェを促して、三人で部屋に入りしっかりと扉を閉める。

「オーランシュ公爵家の……少し前まで君たちの隣の領地を治めていた一族のことを、どれくらい知っている？」

　エルヴェは軽く眉を上げたが、突然の話題にも余計な口は差し挟まずに答えた。

「あまり多くはありません。子爵家より長く続いた血筋であることと、過ぎた野心で一度断絶しかけたこと、それを免れたと思ったら最後の後継者が爵位を継いでまもなく事故死したこと。そして……」

　彼の顔つきが変わる。何かを見出した青い瞳が真っ直ぐ捕らえたのは、ミシェール。

「ジーヌ子爵家の、過去の記録に記されていました。オーランシュ公爵家は諜報に秀でていたと。それを支えていたのが、密かにそのために作り上げられた一族だと」

「そうだよ」

　決定的な一言を告げる、シャルルの手の方が震えている。当事者であるミシェールは、強くそれを握り返しているというのに。

「その一族の名前は、確か」

「……『ブラン』です」

　とてもとても静かに。

　ミシェールが、言った。

「本名だったのですね」

「はい。だから、僕には魔術が使えるんです」

　ミシェールは、エルヴェの視線を受け止めて、背筋を伸ばして立っている。

　ブランは、オーランシュ公爵家が長い年月をかけて政敵を排除するための武器として造り上げた一族だ。そもそもは公爵家の庶子を始祖とし、意図的に一つの方向へ力の特質が傾いていくように仕向けていったと伝えられている。

「では事実なのですか？」

　エルヴェは半信半疑の様子だったが、僅かにだが声にさざ波が立っている。

　ブランの力。それは歴史の要所要所に現れ、それでいて普段は影に身を潜めており、なかなか実態を掴むことのできなかった、夢物語のような話。

「ブランの一族は、時の流れを読むことができるというのは……」

　人の過去や未来を魔術によって垣間見る、人間を越えた能力だ。

　未だに彼らの介入によって失脚したり、命を失った身内を持つ者は生きている。

　それでもあえてミシェールがブランを名乗る理由を知っているから、シャルルは自分という盾で彼を守ろうと決めた。

　それが、オーランシュの名と領地を継ぐ自分の役目だと思ったから。

　ミシェールが、大切だから。

　あくまでも静かに、堂々とミシェールは佇んでいる。

「未来のことは、僕では三日先までしかわからない。そしてほんの少しでも直接知っている人のことでなければ、僕はその人の“〝時”〟に触れることができません。他にも、役に立ちそうな術を身につけています。先ほどの治癒もその一つです」

「……なるほど」

　さしものエルヴェも、何も言い返すことができないようだ。

　シャルルは言葉の途切れた隙に、ミシェールを自分の後ろにかばう。

「今日はこのくらいにしておいてもらえないかな？　先刻のことで、私も彼も疲れているからね。君も休みたまえ」

「……承知いたしました」

　もっと粘るかと思いきや、エルヴェはあっさりと引き下がる。拍子抜けしつつも安心し、シャルルは自ら彼のために扉を開けてやった。

「ああ、最後にもう一つだけ」

　外へ出る直前、エルヴェは思い出したように足を止める。

「なぜ大公であるあなたが、貴族が絡んでいるとはいえ今回の騒ぎに介入したのか、それを私は知りたい」

　並んで立つと、憎らしいことに彼の方が若干背が高い。

　見上げるのがいやで、シャルルはわざと視線を合わせない。

「君になど教えたくないよ」

　しかし飛び出した言葉は、ただの子供じみた意地からのものではない。

「それを聞きたいのなら、君も対価を払うべきだ。イヴェットとユーリ、どちらに誠実になるか決めたまえ」

「……何のことです？」

「とぼける気かい？　それとも、本当にわからないほど君は頭が悪いのか？」

　エルヴェの気配が、揺らぐのを感じた。怒らせたようだと思ったものの、シャルルの気は済まない。

　それに、そもそも軽々しく明かすわけにはいかない理由がある。

「交換条件といこうじゃないか。対等にね」

　一方的に話を切り上げ、シャルルはエルヴェから距離をとる。

「答えは今すぐでなくてもいい。君も早く休みたまえ」

　背を向けて椅子に腰を下ろしたシャルルに、もうエルヴェは何も言おうとはしなかった。

　扉の閉まる音が合図であったかのように、シャルルの身体から緊張が抜けていく。

「シャルル様、もうお休みになった方が」

　寝台へと促してくれたミシェールの手を、シャルルは強く掴んだ。

「……すまない」

「どうして謝ったりなさるのですか？」

　彼の手はいつもと変わらず温かく滑らかで、触れるたびにほっとする。

　だから、なおさら申し訳ない。

「辛かっただろう？」

　彼と彼の一族、そしてオーランシュ公爵家が関わったあの事件は、まだそれほど遠い過去ではない。

　あの日……フェオドールに王都へ連れてこられ、ともに過ごした日々は、ミシェールにとって決して楽しい気持ちで回想できるものではないはずだ。

「僕は平気ですよ」

　なのにミシェールは、あくまでも否定する。

　微笑んですら、いる。

「あのころの出来事は、大事な思い出です。悲しいことが多いけれど、それでもあれがなければ今の僕はいないから」

　シャルルを寝台に座らせて、ミシェールは床に膝をつく。靴を脱がせてくれる彼の髪を思わずシャルルは撫でていた。

「君は強いね」

「シャルル様やフレイ様が、一緒にいてくださるからです」

　紫の瞳に、迷いも強がりも見られない。

「……シャルル様は」

　それでもやはり、シャルルはミシェールの言葉の裏に哀しみがないか、案じずにはいられなくて。

　直後のミシェールの言葉に、つい本心を隠しきれなかった。

「ユーリ様を気にかけていらっしゃるのですね」

「なっ……！」

　予想外の指摘を受けて、取り繕うこともできずシャルルは狼狽する。

　赤くなった頬や動揺している表情を、他の何かのせいにできるほど部屋は暗くなかったし、何よりミシェールはすぐ目の前にいるのだ。

「そんなに慌てることですか？」

「……いきなりそんなことを言われたからだよ」

　辛うじて、それだけ返せた。

　けれど、やはりそれは事実なのだと、今はすんなり認めることができた。

　一人でがんばって、気丈に生きてきただろうあの姫君。

　控えるべきところはわきまえていて、それでいて意見はきちんと率直に述べる。

　そして、弱みを見せることに慣れていない。

「シャルル様」

　不意の真摯な呼びかけに、どきりとする。ミシェールはシャルルの手にすがり、彼を見上げている。

　懇願を、瞳いっぱいに満たして。

「どうか──ユーリ様を解放して差し上げてください。長いこと何かに縛られて苦しんでいらっしゃるのだと思うから……」

　震える唇が、訴える。

「……ユーリ様を見ていると、フェオドール様を思い出す。あの方もやはり、しがらみのために生き方を歪められて、結局……」

　シャルルは手を伸ばし、想いのすべてを込めてミシェールを抱きしめた。





「眠ったのか？」

　部屋を出ると、扉のそばにいたフレイが小声で問いかけてきた。

「うん、しばらく起きないだろう」

「旅の疲れもあるしな。結構な大技だったのか？」

「そのようだね。ああいう性格だから、消耗を隠そうとしていたけれど」

　期せずして、彼らの溜息は同時にこぼれ落ちた。

　シャルルはフレイと顔を見合わせ、やはり一緒に笑った。

「なあ、シャルル」

　和やかな空気は、しかし突然消えてしまう。

　フレイの顔に、暗い影が落ちたから。

　この友人は滅多にそんな顔を見せないのに。

「フェオドールが本当は何をしたかったのか、俺は知らない」

　でも──と。

　目を見開くシャルルを直視せず、フレイは続けた。

「ほとんど会ったこともないから、甥といっても俺は奴について何も知らない。だから、どう考えていいかわからないんだ」

「フレイ……」

「あいつは、本当にお前のことを……傷つけようとしたのか？」

　直前で表現を変えたけれど、彼が何を訊きたいのかシャルルにはわかった。

　──殺そうとしたのか、と。

　フェオドールが、この自分を。

「小さい頃から、彼とはつきあいがあったよ。遊び友達としては決して楽しい相手とは言えなかったけれど、私は彼を好きだった」

　笑った顔を一度も見たことがない。シャルルを見る目も、親しい友人ではなく鬱陶しいものを疎んじるそれで。

　それでも決して、彼がシャルルを本当に避けることはなかったように思う。

「彼が真に望んだことが何だったのかは、私達には推測することしかできないが、安易にそうするべきではないんじゃないかな。大事なのは事実だけで……。今私はこうしてオーランシュ大公となり、君とミシェールが忠誠の他に友情も捧げてくれているということだけが、私にとっては何より大切だ」

「シャルル……」

「だから、謝ろうなどと考えないでほしい」

　フレイは、はっと息を呑んだ。

「身内だからといって、君は彼じゃない。代理の謝罪はほしくないよ」

　彼の黒い瞳が伏せられるのを、見ない振りをしてシャルルは歩き出した。フレイは、追いかけてこない。

　今は、お互い一人になっていた方がいいだろう。

　だから、幻のように聞こえたありがとうという響きにも、シャルルは振り返らなかった。



＊＊



　覚醒は、穏やかに自然にやってきた。

　イヴェットはのろのろと寝台の上に起きあがり、ややはしたない気はしたが思い切り伸びをした。

　それから緩慢な動きで寝台を降り、着替えを始める。手伝ってくれる侍女がいないことには、どうにか慣れ始めていた。不本意ではあったが。

　貴婦人というのは身の回りのことを一切しないものだと、母は常に言っていた。それが高貴な身分の証であり、特権なのだと。

　けれどそれを、久しぶりに会った姉は乱暴に覆した。

「……はぁ」

　溜息が出る。部屋にある鏡は、ろくに磨かれてもいない歪んだ小さなものだけで、とても全身を映すには足りない。映したところで、化粧もせず粗末な麻のドレスを着た姿は、イヴェットをげんなりさせるだけだっただろう。

「でも仕方がないわ。砂糖のためだもの」

　気持ちを引き立てるように、呟いてみる。砂糖という言葉からの連想は、少しだけ心を温めてくれた。

　お菓子の作り方は、屋敷にいる料理人に頼んで特訓してもらっていた。すべて、聖マイヨン祭のためだった。なのに砂糖が急に高くなったからと、普段お茶の時間に口にするお菓子までがテーブルから徐々に姿を消し始めた。

　どうして急にそんなことになったのか、イヴェットにはわからない。重要なのは、このままでは聖マイヨン祭の贈り物ができなくなってしまうという事実だけだった。

　王都にいては埒があかない。姉に嫌みを言われたけれど、街を歩いてみてそれがよくわかった。

　だから、こうして旅に出てきたのだ。

　かなり思い切ったことをしたと自分でも思うが、結果的にこれでよかったのだ。

　エルヴェと、ずっと一緒にいられるから。

　社交界に出るまで暮らしていたあの何もない領地で、イヴェットの目にエルヴェは知的でとても洗練されて映った。いつとははっきり覚えていないが、イヴェットの心の中には彼の面影がしっかりと焼き付いて離れなくなり、少しでもいいからそばにいたくて彼を追いかけるようになった。

　初めて長い時間二人で会話できた時は、嬉しくて気が遠くなるかと思ったものだ。

　三年ぶりに会う彼は、ずっと精悍でずっと凛々しくなっていた。

「やっぱり、エルヴェ以上に素敵な人なんていないわ……」

　ほんのりと頬を赤く染め、イヴェットは軽く手で髪を直し、部屋を出た。

　まだ食事の始まる時間ではない。ユーリのために女将が作ってくれる薬湯を、運んでやらなければならないのだ。気は進まないが、仕方がない。姉が回復しなければ、いつまでも足止めをくらったままなのだから。

「おや？」

　廊下へ出たときに聞こえた声を、最初イヴェットは気にも留めなかった。

「もし、お嬢さん」

　だが、そのまったく知らない男の声がどうやら自分を呼び止めているらしいと気づいて、怪訝に思いつつ振り返る。そこに立っていたのはみすぼらしい服装の農夫らしい男で、しわが目立ちつつある赤ら顔は人なつっこくにこにこと笑っていた。

「覚えておらんかね。何日か前、お前さんを馬車に乗っけた者だが」

　馬車、と聞いて。

　やっと、記憶が蘇った。

「あのときのおじさま？」

　姉達を追いかけて王都を出たとき、荷馬車に乗せてくれた農夫だ。

「いやぁ驚いたねぇ。まさかこんなところでまた会えるとは」

「あのときはありがとうございました」

　貴婦人らしくお辞儀をすると、農夫は目を円くしたがすぐにまた破顔した。

「追いかけていた人達には会えたのかね？」

「ええ。一緒に旅をしておりますわ。思ったより早く見つけられましたの」

　それもこれも、この農夫のおかげだった。

「なんだったか、姉さん達を追いかけて、南へ行くんだったかね」

　この男は聞き上手でお喋りなので、退屈な移動の最中はいろいろなことを話した。旅の目的が砂糖だというと、なぜかとても驚いた顔をしていた。

「ええ。南のバラティエ伯爵領は、砂糖の産地なんでしょう？　きっと私がほしいくらいの量は手に入ると思うの」

「姉さん達も砂糖がほしいのかね？」

「さあ、どうなのかしら。でも、他に南へ行く用事があるんだとしても、私には関係ないことですわ」

　男と話しながら、イヴェットは時間が気になり出した。階下が賑やかになってきて、どうやらそろそろ朝食が始まるらしい。早く姉に薬湯を持っていかないと、食事の席に遅れてしまう。それでシャルル達を待たせてしまうのは申し訳ない。

「じゃ、わしは飯を食ったら出るので。失礼しますよ」

　農夫の方からそう言い出したので、イヴェットはほっとした。農夫は先に階段を下りかけて、ふと肩越しに振り返る。

「お達者でな、お嬢さん」

「ええ。ありがとう」

　行きずりの相手にするには少し妙な挨拶だと思ったが、庶民と自分達ではそういう習慣も違うのだろうと、イヴェットはそれきり農夫のことは忘れてしまった。

　女将が食事の支度でてんてこ舞いしているはずの厨房には、一旦宿の外に出て裏口から回る方が早い。おはようございますと少し大きな声を出すと、額に使い込んだ汗止めの布を巻いて真っ赤な顔をしている女将が、気づいて駆け寄ってきた。

「今朝は少し遅かったねぇ」

「ええ、ちょっと。ごめんなさい」

「いいけどね。さ、これを持っていっておやり」

　女将は木をくりぬいた粗末なコップに、鍋から薬湯を注いだ。

「ちょっと熱いよ。こぼさないように気をつけるんだよ」

「はい。ありがとうございます」

　分厚くできているコップは強い匂いのする液体の熱をほどよく遮ってくれて、女将が言うほど熱くはない。歩く度たぷんたぷんと揺れる緑色に濁った薬湯が縁から零れないように、イヴェットはそろそろと元来た道を戻り始めた。

　来たときより時間もかかり、気疲れもする。無事に二階の廊下に辿り着いたときはほっとした。

　ユーリの部屋をノックする。少し間を置いて返事があり、イヴェットは躊躇いなく扉を開けた。

「薬湯を持ってきたわ。お姉様」

　ベッドに腰掛けていたユーリは、乱れた赤い髪の間からイヴェットを見返してきた。肌が荒れている。顔色も悪い。

　ただでさえ見目のよくない姉なのに。

「まだ動けないの？」

　姉から視線を外し、ベッド脇のテーブルにコップを置く。薬湯の独特の匂いが一瞬だけ纏わり付いてきて、イヴェットは顔をしかめる。

「他の皆様にもご迷惑よ。早くよくなってね」

　できることなら、自分一人で先に行きたいくらいなのだ。馬に乗れないことと、エルヴェがここにいることがイヴェットの衝動を抑えている。

「……皆様に、申し訳ないと伝えておいてくれ」

　か細くて聞き取りにくい声が、姉の口から漏れた。イヴェットの苛立ちは、それで一層増した。

　どうしてこうなのだ、この姉は。

　年頃の娘なのに、綺麗なドレスや化粧、装飾品には興味を示さず、美しくなるための努力もしない。それなのに自信なさげにしているから、イヴェットはそんな姉の態度が腹立たしい。旅の間見ていた限りでは、シャルル達との会話も難しくておもしろくない話題ばかり、イヴェットが得意な刺繍や絵画や社交界の噂話など一つも持ち出さない。

　どうして姉は、女としてこんなにつまらない人なのだろう。

　どうして。

　どうしてそれなのに、エルヴェは。

「……もう行くわ」

　イヴェットはドレスの裾を翻し、足早に扉に向かう。

　これ以上一緒にいても、気分が悪いだけだ。

　戸を閉める一瞬、姉と目が合った気がした。

　緑色。イヴェットと同じ色。

　なのにまったく違う輝き。

　階下へ向かいながら、イヴェットは奥歯を食いしばった。そんなことをすると顔の線が固くなるからよくないと、母に言い聞かされ自分でも気をつけていたけれど、今はどうでもよかった。

　どうして。

　どうして、エルヴェは。

　あんな姉にいつも忠実に尽くし、そばで仕えているのだろう。





　朝食を済ませてしまうと、もうやることがなかった。昼の少し前に食事ができるかどうかを姉に訊きに行き、大丈夫そうなら女将に言って何か支度してもらう。そういう段取りができていたが、今朝の様子ではたぶん、まだろくに食べられそうにない。

　イヴェットも『あれ』が訪れるときはいつも具合が悪くなるから、姉の体調がだいたい推し量れた。

　健康な女である証拠なのだから安静にするようにと言って、母はいつも便宜を図ってくれる。将来結婚して、いい子供を産むために必要な身体の動きなのだと。だからイヴェットは『あれ』になったときは下腹を温め、少なくとも半日は寝台の中でのんびり過ごす。

　だが姉は、腹を温めるための温石を要求することもなく、ただ横になっているだけだ。血を吸って汚れた布も、どうやら自分で始末しているらしい。

　病気というわけではないが、具合が悪いなら休んでいなければ体力を消耗するばかりなのに。

　あんなに真っ青な顔をして、何を考えているのだろう。

　やや憤然とした気持ちで、イヴェットは外に出る。時間をつぶすため少し散歩をするつもりだった。

　天気は、とてもいいわけでもなければ雨の予感がするほど悪いわけでもない。中途半端だ。今のイヴェットの状況と同じ。

　やりきれない。落ち着かない。事態が何も変わらないのは、焦りを呼ぶ。

「あら」

　数歩の距離しか進んでいない足が、止まる。イヴェットの目の前には街道が横たわり、そのさらに向こうは建物一つないただの野原だった。

　畑を作らず、放置されている地面というのは珍しい。しかしイヴェットにはそんなことはわからず、ただ原っぱでうごめく二つの人影が目を引いたのだ。

　シャルルと、ミシェール。

　声をかけようとして思いとどまったのは、彼らの表情がとても真剣だったのと、ミシェールの手が一心不乱に動いて、膝の上に広げた紙の上に木炭の黒い線をいくつも描いているのに気づいたからだ。

　絵を描いている。

　ミシェールは画家だから、その行為自体に不思議はない。だが、それにしては様子がおかしかった。

　シャルルはなぜ、あんなに顔で紙面を凝視しているのだろう。とても絵を鑑賞するような表情ではない。あれはまるで。

　──罪人でも、探しているような険しさだ。

「イヴェット様」

　視線に気づいたのか、ミシェールが顔を上げた。声をかけられた以上黙って立ち去ることもできなくて、イヴェットは多少気まずい気持ちで二人の方へ近づいていった。

「風景を描いていらしたんですの？」

「……ええ、まあ」

　曖昧に答えつつ、ミシェールはイヴェットの視界から絵を隠してしまう。辛うじて見て取れたのは、小太りな男の後ろ姿のような線画だけだった。

　いったい絵の中の何が、シャルルを深刻にさせたのだろう。

「イヴェット、ユーリについていなくていいのかい？」

　そのシャルルがすぐに話題を変えてきて、イヴェットは少しだけ彼から顔を背けた。

「ええ……。眠っているようですので。病気ではないのですから、ずっとついているとかえって落ち着かないと言われますし」

「それもそうか」

　若い男性と、女の微妙な領域について話すのは初めてで、恥ずかしくて仕方がなかった。シャルルほど身分の高い人がそんな気遣いができないとは考えられないから、旅という目的のためにあえて話題にせざるを得ないのだとは思うけれど。

　事実、シャルルの榛色の目には、申し訳なさそうな色が浮かんでいる。

「それじゃあ、今日もここに泊まることにしよう。退屈ならフレイかミシェールを貸すから、街の見物に行ってくるといい」

「え？」

　フレイはシャルルの護衛騎士、ミシェールは身の回りのことをする従者ではないか。

　どちらもそう簡単に、主のそばを離れるわけにはいかない立場だ。

　それに。

「そんな……恐れ多いですわ。もしも街に出るなら、エルヴェに頼みます」

　伏せっていて動けない姉に対して、エルヴェができることはこれといってない。今ならば、説得次第で彼を連れ出すこともできるのではないか。

　そう、今ならば。

　彼に、伝えることも。

　一番、知ってほしいことを。

「エルヴェはさっき買い出しに行ってしまったよ」

　しかしそんな期待は、シャルルの言葉でいともたやすくしぼんでしまう。

「そうですか……」

　それならば、出かける気にもなれない。

　イヴェットはシャルル達に適当に挨拶して、とぼとぼと宿の中へ戻った。
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　他人の過去や未来を垣間見る。

　そんなことが、本当にできるのか。

　ミシェールの正確な素性を知ってからエルヴェはそれとなく彼を監視していたが、ブランに関する噂を裏付けるようなことは何一つ見いだせなかった。

　力を使うような機会がないということもあったが、何よりミシェールは万事において控えめなのだ。

　気配り上手なのに、決して出しゃばったことはしない。つまりは己の分をわきまえているのだ。

　この様子では、誰かに請われない限りは力を使うことはないだろう。そう、例えばシャルルが願ったりしない限りは。

「ミシェール、頼みがあるのだけれど」

「時を『描く』のですか？」

　街へ買い出しに出かけようとした矢先にそんな会話を聞いて、エルヴェは思わず気配を殺して身を隠した。

　宿の外にある厩へ行く途中だった。シャルルとミシェールは、恐らく人気のない場所を探してここへ来たのだろう。宿の壁の影に潜んで、エルヴェは話し声に耳を傾けた。

「どうもね、気になるんだ。クロードがわざわざキーアを連れて行った理由が」

　考えをまとめているのか、シャルルの言葉はゆっくりだった。

「リアーヌの伝言が曖昧なのも気になる。それに、どうしてあんな回りくどい方法で伝えてきたんだろうね」

「ええ……」

　ミシェールが答えるまで、少し間があった。

「あの、髪にかけられていた魔術は、相当込み入って力の強いものでした。僕でも解くのに手間取ったから、ユーリ様だけでは術を解いて彼女の言葉を聞くことはできなかったでしょう」

　エルヴェは思わず息を呑んだ。庶民である彼に魔術の素養はないが、知識だけならば多少は学んでいる。それによれば、魔力は血の濃さで決まるのだという。

　ユーリもクロードも、正当な貴族の血筋だ。なのにその二人をすら、ミシェールの力は凌駕するということにならないだろうか。

　オーランシュ公爵家が、長い時間をかけて作り上げた懐刀の一族。

　──危険だ。

　なよなよとしたあの画家の青年が、ともに旅をする者達の中で一番強い。腕力ではなく、魔術の力が。

　シャルルは彼を信頼しているようだが、それはエルヴェを安心させる材料としては不十分だ。

　なぜなら、二年前にあまりに多くのことが起きすぎている。

　それらの出来事には、ミシェールが常に関わっているのだ。

　何かあったに違いない。最後のオーランシュ公爵の死にも、きっと関係している。

「何やってんだ？」

　後ろから声をかけられて、エルヴェは反射的に腰の剣を抜きそうになった。

「危ねぇな。俺だよ、俺」

「……フレイ殿」

　大公の護衛騎士は、剣の切っ先を突きつけられそうになったとは思えないほどのんびりした様子で立っている。

「買い出しに行くんじゃなかったのか？」

「ええ……」

　剣の柄から手を放し、エルヴェは視線だけで厩の方を示す。シャルル達の姿を認めたのか、フレイは納得したように頷いた。

「深刻な話の最中とかか？」

「そのようです。お邪魔しては申し訳ないので、ここで待っておりました」

　自分でも弁解じみていると思わないではなかったが、事実なのでこう言うしかない。

「何なら、俺が馬を連れてきてやろうか？　時間かかるかもしれないし」

　エルヴェの内心には気づいていないのか、フレイは気さくに提案してくる。あるいは、何かを感じ取っていてもあえて知らぬふりをしているのかもしれない。どちらにしても、エルヴェにはありがたいことだった。彼の態度も、その提案も。

「そうですね……お願いできますか？」

「ああ。ちょっと待ってろ」

　フレイはすたすたと厩へ歩いて行き、程なくシャルルとミシェールに声をかけるのが聞こえた。エルヴェはやはり壁の影に潜んだまま、彼らのやりとりに集中する。

「遠乗りにでも行くのかい、フレイ？」

「いや、ちょっとな」

「それはエルヴェの馬では？」

「向こうで飼い主が待ってるから、ついでに連れてってやるんだよ」

　フレイが戻ってくるのに、時間がかかっている。鞍もつけているらしい。

　幼い頃のユーリを何かと気遣ってくれていたと聞いたが、思いの外細やかで世話好きなのかもしれない。

「フレイ様」

　もの柔らかな響きの、ミシェールの言葉がふわりと宙を舞う。

「もう一度、時を描いてみます」

　すぐには、理解できなかった。

　その言葉の意味を。

「何かが隠されている気がするんです。リアーヌさんの伝言にも、クロード様の行動にも」

「ミシェール……」

　シャルルが気遣うように彼の名前を呼んだが、そのまま何を続けることもなく、沈黙が降りる。

「無理はするなよ」

　フレイが口を開いたのは、しばらく経ってからだった。

「あのときのことを……フェオドールの事件の時のことを取り戻したいとか、贖罪とか、間違ってもそんな風には考えるな」

「フレイ様……」

「誰もそんなことは望んでないし、むしろ頭に来るぞ。そういうのは、ここにいる俺たちを軽んじることだ」

「その通りだ」

　シャルルが、あとを引き取る。

　哀しみを孕んだ声だと、エルヴェは思った。

「君が責任を感じる必要なんて、少しもないんだ。フェオドールの死にも……彼の犯そうとした罪にも」

　すすり泣くような、呼吸の音が聞こえた。

　それが誰の嗚咽だったのか、彼らがどんな表情をしていたのか、エルヴェには何一つ見えなかった。



　ミシェールが責任を感じる必要がない、とは。

　裏を返せば、彼が何らかの原因を作ったせいでフェオドールは死んだのだと言うことにならないだろうか。

　買い出しから戻ると、エルヴェは部屋に籠もった。じきに夕食の時間になるが、少し休みたかった。

　この旅をきっかけに知り合った大公の一行は、曰くありげな謎を抱えている。エルヴェがそれを放っておけないのは、ユーリに飛び火する可能性を完全に否定できないからだ。

　彼にとって、ユーリはなくてはならない存在だ。彼女の祖父である先代子爵に教育の機会を与えられ、何かと目をかけてもらったからこそ、今のエルヴェがある。その恩人の孫であるユーリも、尊敬に値する人物だ。

　先代子爵は、庶民階級に教育を受けさせることによって、領地を繁栄させることを目指していた。領地では農作物があまりとれないために、ジーヌ子爵領は長い間貧困と戦い続けてきたのだ。

　高水準の教育を受けた人材を中央に紹介・派遣することで領地への新たな収入を呼び込む方法を思いついたのが、先代子爵だ。

　文字の読み書きのできる者というのは、ローレンシア国内でも数少ない。特に庶民階級はそういった教育を受けないからなおさらだ。だが秘書官として働ける人材の需要は常に高いことに目を付け、財産を相続することのできない農家の次男や三男といった者達をその人材として供給することができないか、という驚くべき発想だった。

　エルヴェも、家は貧しい百姓だった。兄は三人いて、死ぬまで畑仕事に縛られるか、どこかの家に婿養子にやられてやはり鋤鍬以外を手にすることなく、老いて死ぬのが自分の人生だと思っていた。

　先代子爵は、そんなエルヴェの運命を劇的に変えてくれた。あの人がいなければ、人生の充実など知ることはなかった。今のエルヴェは、間違いなく幸福だ。

　だから。

　先代子爵が愛し、理念の後継者として育てたユーリは、何があっても守りたかった。

　寝台に座って、エルヴェは考え込む。少しずつ暗くなっていく部屋で、ふと出かける前に聞いたシャルル達の会話に疑念が沸いた。



　──君が責任を感じる必要なんて、少しもないんだ。──



　シャルルは確かにそう言った。ミシェールに。



　──フェオドールの死にも……彼の犯そうとした罪にも。──



　罪。

　罪、とは。

　何だ。

　そのとき扉が叩かれて、エルヴェの思考は途絶える。

「エルヴェ」

　くぐもった声が誰のものか、すぐにわかった。急いで立ち上がり、彼は扉を開けに行く。

「お帰りなさい。そろそろ夕食よ」

　褐色の巻き毛を、不器用な三つ編みにして。

　円くて大きな緑の瞳に、恥じらいとはにかみが浮かんでいる。

「わざわざお声をかけに来てくださってありがとうございます。イヴェット様」

　すると、誰より敬愛する主の妹姫は愛らしい顔にさっと朱を昇らせた。

「私、お姉様に薬湯を届けてから行くわ。少し遅れるかもしれないって、シャルル様達にお伝えしておいて」

「ええ」

　頷いてから、エルヴェは眉をひそめる。

「ユーリ様のお加減は、お悪いのでしょうか？」

　従者となってから幾度もユーリがこのように伏せることはあったけれど、そういうときは男である自分を彼女は近づけようとしないし、エルヴェ自身も遠慮してきた。だから、どれほど具合がよくないのか想像すらできない。

　だから、余計に心配になる。

「……明日にはよくなるわ」

　イヴェットの表情が、途端にがらりと変わった。素っ気なく言い捨てて、粗末なドレスの裾を翻す。

　怒らせたのだろうか。でも、なぜ。

　思わず手を伸ばしそうになったのを、辛うじて思いとどまった。

　華奢な後ろ姿は、その間にどんどん離れていく。

　ユーリも細身だが、まったく印象が違う。イヴェットはもっとまろやかで、小さく見える。

　──強く抱いたら、壊れそうだ。

「エルヴェは」

　イヴェットは、振り向かずに足を止めた。掠れた声だけが、立ち尽くすエルヴェの耳へ届く。

「エルヴェは、お姉様が大事？」

　思いがけない問いではあったが、エルヴェは迷わず頷いた。

「はい」

「……何よりも、大事？」

「はい」

「ほんとに？」

「はい」

「じゃあ、じゃあ……」

　イヴェットは、勢いよく振り返った。

　その瞬間、胸を力一杯殴りつけられた気がした。

　大きくつぶらな緑の瞳は、潤んだまま見開かれてエルヴェを飲み込んでしまいそうだ。紅潮した頬、乱れた髪、思い詰めた表情。

　初めて見る。こんなイヴェットは。

「訊きたいことがあるの。でもその前に、約束して。決してごまかさないって」

　幼さの残る愛らしい顔に、必死な色が浮かぶ。その頬がみるみる朱に染まり、劇的に変化していく。

「約束して、エルヴェ」

　迫る声音すら、変わっていた。艶を帯びた、一人の女のそれに。

　何かに操られたように、エルヴェはもう一度、首を縦に振っていた。

「改めて訊くわ。エルヴェ……お姉様が、大事なのよね？」

　語尾が、震えていた。

「答えて」

「──ええ。大切です」

　間違いなくそれは真実だったから、エルヴェは肯定を返す。

　イヴェットの眼差しが、悲哀の色を見せた。

　喘ぐように息を吸い、彼女はよろめいた。反射的に手をさしのべようとして、エルヴェは自分を押し留める。

　触れてはいけない。

　この人は、あまりに遠い女性だ。

「じゃあ……愛している？」

　不明瞭な息づかいのせいで、他の言葉がそう聞こえたのだと、最初は思った。

「お姉様のこと、女性として愛している？」

　顔を上げてほとんど挑むようにエルヴェを射抜くイヴェットの目が、幻聴ではないことを容赦なく物語る。

　エルヴェは、黙って彼女を見つめ返した。

　出会った頃と比べて、ずいぶん大人びた。以前は無邪気に慕ってくるのを愛らしいと思っていた。

　今は。

　固く目を閉じて、彼は目を伏せる。握った拳が震えているのを、背中に隠した。

「……ユーリ様が、私の唯一です」

　短くそれだけを告げて、エルヴェはイヴェットの横を通り抜ける。彼女がどんな顔をしていたのかは、見えなかった。見ないように、していた。

「……嘘つき」

　しかし背中に投げつけられる声は、エルヴェの弱い心を激しく誘惑する。

　引きずられて、負けてしまいそうになる。

「ごまかさないでと、言ったじゃない」

　口にしてはいけない。この言葉は、心は。

　己を自制できるうちに、エルヴェは足早にその場を去った。
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　イヴェットが食堂へ降りると、シャルル達三人はすでにテーブルに着いていた。先に降りてきていたはずのエルヴェの席が空いているのを、彼女は訝しく思った。

「エルヴェはまだ来ていないんですの？」

「いや、ちょっと外してもらったんだ。君に話があって」

　イヴェットを見るシャルルの眼差しが、強い。イヴェットは怯んだが、黙って椅子に腰を下ろした。

「イヴェット、この男に覚えはあるかい？」

　シャルルは一枚の紙をテーブルに置いた。木炭で、人の半身が描かれている。かなり緻密で写実的なその顔を、どこかで見た気がした。

「まあ……誰ですの？」

「見覚えはない？」

　再度尋ねられ、イヴェットはじっと絵に目を凝らした。

　中年の男だ。小太りで、人のよさそうな顔をしている。身につけている服はあまり立派ではないようで、木炭の線はよれきった布地の皺も忠実に描き出していた。

　農夫のようだ、と思った瞬間、イヴェットの記憶の中で閃くものがあった。

「皆さんを追って旅に出たとき、馬車に乗せてくれた農夫に似ている気がします」

「農夫？」

「ええ。そういえば今朝偶然、ここでお会いしましたわ」

　実際につい先ほど農夫に会っていたからこそ、思い出せたのだ。そうでなければこれほどよく似た絵姿でも記憶を呼び起こしはしなかったろう。これといって目立った特徴のない、ただの中年の男なのだから。

　だがイヴェットの答えを聞いた瞬間、シャルル達の表情は一変していた。

「今朝も……じゃあ」

「ああ、間違いない。ミシェールの絵も、シャルルの解釈も正しかったんだ」

「シャルル様……大丈夫でしょうか？」

　不安そうなミシェールの腕に触れて、シャルルは頷く。それからイヴェットに顔を向けたが、睨むような眼光の鋭さに思わず彼女は身を引いた。

「イヴェット。この農夫に、砂糖を探しに南へ行くことを話したかい？」

「え？　ええと、それは……」

　話した。確かに。

「誰かに追いつくために先を急いでいるとか、そういうことも話した？」

　よく覚えていないが、話したような気もする。あの農夫はとても善良そうで、イヴェットの話にきちんと耳を傾けてくれたから。

　でも。

「それは……何か、いけないことでしたの？」

　旅の目的を、他人に話すのはそんなに悪いことだったのだろうか。

「ほんとに、お前は深窓の姫なんだな」

　溜息混じりに言ったのは、フレイ。彼が苛立っているように見えて、ますますイヴェットは困惑する。

　なぜ。

　どうして、この人達は。

「何が……何がいけなかったんですの？　だって、砂糖を探しに行くだけじゃないですか」

　砂糖はとても高価になって、王都では買うのも大変だそうだ。だから産地である南へ行ってみる。きっと王都よりはたくさんの砂糖があるに違いないから。それだけのことだ。

　そうでは、ないのか。

「詳しいことはあとだ。全部終わってから説明するよ」

　シャルルが、静かに立ち上がる。もう、イヴェットを一瞥すらしない。彼を守るようにフレイが一歩前に出て、腰の剣に手をかけた。

「イヴェット様、僕のそばを離れないでください」

　いつの間にか、ミシェールがイヴェットのそばに移動していた。穏やかで優しげな光を絶やさなかった紫の瞳は、今緊張に張り詰めた色を浮かべ、じっと一点を凝視していた。

　宿の、入り口を。

　イヴェットは、このときようやく周りの状況の異様さに気づいたのだ。

　誰も、いない。夕食の時間帯だというのに、他の客は一人も。

　テーブルに落ちた自分の影が、ランプの明かりで揺れる。

　ゆらり、と。

　それと、同時だった。

　ばん、と大きな音がして、イヴェットは悲鳴を上げる。

「な！　なんだこれは！」

　音とともになだれ込んできたのは、黒ずくめの人間達だった。顔は見えないが、立ち居振る舞いや声から男だとわかる。

　しかし、そのときにはすでにフレイが動いていた。

　抜き放たれた剣が、ランプの火を照り返しイヴェットの目を灼く。反射的に瞼を閉じた瞬間、くぐもった男の呻きが耳を打った。

「そのまま目を閉じていた方がいいよ」

　シャルルの言葉を縫うようにして、いくつも違った男達の声が上がる。悲鳴、ではない。悲鳴になる前に、鈍い打撃音がそれを断ち切っている。

　何が起きているのか。

　わからない。

　ただ、怖い。

　声が完全に聞こえなくなるまで、結局イヴェットは瞼を両手で覆っていた。

「終わったぞ」

　フレイの声で、そろそろと手をどける。暗闇に慣れた目には、食堂の中がずいぶん明るく思えて何度か瞬きした。

　黒ずくめの男達は、全員床に倒れていた。ぴくりとも動かないので死んでいるのかと思い背筋が冷えたが、血が一滴も流れていないので気絶しているだけだとわかる。

　数えてみると、五人。すべてフレイが一人で倒したのだろうか。

「加勢はいらなかったね」

「加勢してくれるつもりがあったのか？」

「まあ、君が危ないようなら一応は」

　シャルルは微笑んだが、フレイは肩をすくめただけだった。

「そりゃありがたいな。もっとも、大公殿下に剣を抜かせたとあっちゃ護衛の恥だけどな」

「そう思って、こうしておとなしくしていたんだよ」

「はいはい、ありがとうございます」

　それまでの緊張感を打ち消すような、軽い調子の会話だった。

　イヴェットは、茫然と食堂の中を眺め回す。

　ランプは煤けていた。だから、薄暗いのだ。そのまま下へ視線を移動させると、長年使い込まれ年季の入ったテーブルと椅子がいくつか並んでいる。

　その合間に、黒いものが伸びていた。

　彼らは突然、ここへ入って来た。剣を持って。何のために。

　──考えるまでもない。

「いや……いやぁ……！」

　身体が震えだして、イヴェットは強く自分を抱きしめた。がくがくと、掌に震えが伝わってくる。その激しさが恐ろしく、途切れ途切れに喉から漏れる声はどんどん甲高くなっていく。

「なんで……いや、いや……！　いやあ！」

　シャルル達が、先ほど言っていたこと。

　農夫。

　あの男は、イヴェット達について知っている。砂糖を探していることも。

　あの男が現れた日に、こんなことが。

　つまり、それは。

「イヴェット様」

　背中に何かが触れて、思わず飛び上がった。自分の名前を呼ぶ声がいくつも聞こえたが、イヴェットは叫びながら走る。その途端足がもつれて、床に倒れて膝を打った。

　痛い。

　立てない。

　動けない。

「たすけて……！」

　今になって、がたがたと身体が震えだした。怖くてもう、動けない。逃げることもできない。

　あの男達を呼び寄せたのは。

　こんな事態を招いたのは。

　自分、だ。

「いや……！」

　怖い。

　どうしていいかわからない。

「エルヴェ！」

　喉を裂くほどの勢いで、愛しい人の名前が迸り出た。



「イヴェット様！」



　混乱と恐怖は、打ち砕かれる。

「どうなさったのですか？　お怪我は？」

　肩を、抱く腕。

　必死に呼びかける、言葉。

「もう大丈夫です。襲撃してきた者達はすべて、捕らえてあります」

　信じられないほど近くに、綺麗な青い瞳があった。

「エルヴェ……」

「はい」

　思わず彼の名を呟くと、真摯な返事が返ってくる。

　エルヴェが。

　そばにいてくれる。

　──自分を、見つめてくれている。

　溢れ出てきた涙をどうしようもできなくて、イヴェットはエルヴェの胸に倒れこんだ。



＊＊



　シャルルの指示で、厩を見張るよう言われた。何のために、と当然エルヴェは尋ねたが、曖昧な答えしか返ってこなかった。

「すぐにわかるよ。そう待つことはないだろうから。私達の馬に危害を加えるとか、あるいは逃がしたり奪ったりするような奴らが現れるはずなんだ。それを取り押さえてほしい」

　わけがわからなかった。馬泥棒が来るのがなぜわかるのか。もしそんな話を小耳に挟んだりして知り得た情報なら、その時点で対策を立てるなり相手に警告するなりすればよかったのではないか。

　そんな内心の思いが顔に出ていたものか、シャルルはエルヴェを見て苦笑した。

「君は慎重な性格なのだろうね。確証を得られるまでは行動せず、またそれを得るため自ら考えて、裏付けとなることを探す。従者の鑑だと思うよ」

　でも、とシャルルは続けた。

「そういう姿勢が常にいい方向へ作用するとは限らないし、確信が持てなくてもとにかく動いてみなければならないこともあるんだよ。だけどそうだね、君の不服もわかるから、こう言えば納得してくれるかな」

　直後の一言は、実に効果覿面だった。

　エルヴェがシャルルの指示通り、こうして厩の脇の暗がりに身を潜めているのがその何よりの証拠だ。

　さすがに、元国王というべきか。人の心をうまく誘導し、自分の思い通りにする術を知っている。

　シャルルは、こう言ったのだ。



　──ミシェールが時を視た結果だ。──



　と。

　シャルルは、気づいていた。エルヴェが抱くミシェールへの不信感を。ブランの力への疑惑を。

　フェオドールの死にミシェールが絡んでいるのではないかと、エルヴェは疑っている。もっとはっきりいえば、ミシェールがフェオドールを裏切った結果ではないかとも、考えている。

　主を裏切るような者を、エルヴェは信じることができない。

　もちろんそれは、少ない情報から導き出した推論の一つでしかない。しかし確証がない以上、エルヴェはミシェールを警戒し続ける。

　ブラン。謎の一つである信じがたい力が事実であるとわかれば。

　答えの出ないもやもやとした現状が、少し変わるかもしれない。

　そんな思いでエルヴェは、息を殺して待っている。

　おとぎ話めいた伝承が、目の前で現実となる瞬間を。

　そしてそれは、訪れた。

　夜の影に紛れるようにして、黒いものがふたつ忍び足で厩へ近づいてきたのだ。

「この馬か？」

「多分な。ずいぶん立派なモンだし、間違いないだろう。急げ」

「おい、馬は六頭以上いるぜ。他の客の分も一緒に放っちまった方がよくねぇか？」

「そうだな。その方が単なる馬泥棒の仕業だと思われるだろう。よし」

　ひそひそとした囁きだったが、会話の内容ははっきり聞き取れた。

　剣を抜き、エルヴェは隠れ場所から飛び出した。

「な、何だ！」

　黒い人影の片方が、驚いて声を上げる。

　そのときにはもう、エルヴェは不審者達の懐に飛び込んでいた。





　宿の中にも賊が押し入り、シャルル達を襲撃するはずだと最初に聞かされていた。果たして、現場に行ってみれば彼らに怪我をした様子はなく、賊と思われる黒装束の人間が五人、見事に打ち倒されてフレイに縛り上げられている。

　エルヴェは、自分に縋って泣きじゃくるイヴェットをしっかり支え、鋭くシャルルを睨みつけた。

「何があったのですか？」

「だいたい見ての通りだよ。あの男達が襲ってきて、フレイが全員倒した。奴ら、イヴェットには指一本触れていないから、安心していいよ。そんな暇もなかった」

　しかし、イヴェットは泣いている。泣き止まない。

　──よほど、怖かったのだろう。

「イヴェット様……」

　しゃくり上げるたびに大きく跳ねる、細くて小さな肩。

　まだ、本当に少女なのだ。この人は。

　幼くて、か弱くて。

　常に守り手を、必要とするような。

　少女の背中に、触れていた。その瞬間、イヴェットはまた震えた。けれど、それは明らかに嗚咽のためではなく。

「エルヴェ……？」

　潤んだ緑の瞳が、そろそろと上向けられる。

　エルヴェを、映す。

　エルヴェは思わず、白い頬に指を伸ばしていた。涙を、拭ってやりたくて。

　緑の瞳は激しい揺らめきを見せたが、すぐに瞼の影に隠される。けれど、彼は見た。

　イヴェットの心を。

　見た、と思った。

　ことり、と軽い音が全身を打つ。エルヴェはぎくりと顔を上げ、視界に飛び込んできた姿に思わず息を止めた。

「ユーリ……」

　フレイが、その人の名を呼ぶ。

　頭が、真っ白になる。なぜ、忘れていた。守るべき主を。大切な人を。

　旅装姿のユーリは、手すりに掴まるようにして階段の最後の一段を下りようとしていた。顔色はまだ悪い。蝋のように病的な白だ。

「お姉様……」

　イヴェットが振り返る。その拍子にエルヴェの手がほどかれ、宙に残された彼の指先は行き場を失い彷徨った。

　ユーリは、焦点の定まらない眼差しで食堂の中を見回した。縛り上げられた襲撃者達、そのそばにいるフレイ、シャルル、ミシェールと視線を移動させ、最後に、エルヴェを見た。

　あるいは、イヴェットを、だったのだろうか。

「襲撃があったのですね。本当に」

　ユーリは、掠れた声でそれだけを口にした。

「ミシェール殿の力は、本物だったんですね」

　声を変える魔道具は、相変わらず身につけている。でも、声にいつものような張りと強さは感じられない。

　エルヴェは不安になる。この人は、こんなに弱々しかっただろうか。

「ユーリ様、こちらへ」

　その場の誰より早く動いて、ユーリを椅子に座らせたのはミシェールだった。

「ありがとう、ミシェール殿。シャルル様、これからどのようになさいますか？」

　明らかに具合が悪そうな様子なのに、ぴんと背筋を伸ばしてユーリはシャルルを見上げた。シャルルは一瞬面食らったような顔をしたが、すぐに彼女の隣に腰を下ろす。フレイとミシェールも、それに倣った。

　エルヴェは、立ち上がることもできなかった。

　イヴェットがまだ、茫然と座り込んだままだったから。

　彼女に、手を貸した方がいいのだろう。そうして、部屋に送り届けた方が。

　そうすべきなのだ。

　でも。

「エルヴェ」

　ユーリが彼を呼んだ。自分の逡巡に気づかれたような気がして、彼は咄嗟に返事もできない。

「イヴェットを部屋に送ってやれ。一人で戻れないようだから」

「……はい」

　彼は言われた通りに、イヴェットの手を取って立たせた。彼の胸ほどにしか背丈のない少女は、もたれかかるようにして彼に縋っている。

　衝撃が大きすぎたのだろう。

「……それから」

　階段に脚をかけたとき、ユーリの声が追いかけてきた。まだ指示があるのかと、彼は肩越しに振り向く。

「お前さえよければ、そのまま部屋の前で見張りをしてやってくれ」

「お姉様……！」

　エルヴェが息を呑むのと、イヴェットがはっと顔を上げたのは、同時だった。

「ユーリ様、私は──」

「ミシェール殿の予知を見る限りもう襲撃はないだろうが、念のためだ。もちろん、エルヴェが疲れているのでなければ、だが。私は今後のことを、シャルル様達と話し合っておきたい」

　ユーリは、エルヴェの方を見ようともしなかった。真っ直ぐ伸びた背中は、微動だにしない。

　あんなにひどい顔色で、身体を起こしているのもつらい様子だったのに。

　なぜ。

「早く連れて行ってやれ。イヴェット、眠れなくてもいいから横になっておくといい。多少でも身体と気持ちは休まる」

　イヴェットが、不安そうにエルヴェを見上げてくる。彼女を見返してから、エルヴェは主の背中を見やり。

「では……朝まで見張りを務めさせていただきます」

　結局、そう答えた。

「……エルヴェ」

　戸惑いを払拭できない表情で、それでも促してやるとイヴェットは階段を昇り始める。

　イヴェットを支える自分の腕、触れ合った箇所の微かな温もり。

　エルヴェはもう振り返ることはせず、足下にのみ視線を落とした。





　イヴェットはうつむきがちにお休みなさいとだけ言って、部屋に入っていった。エルヴェは扉が閉まるのを確かめてから、その横の壁際に立つ。

　見張りはもう必要ないだろうと、ユーリは言った。彼女も事前にミシェールの視た未来を知らされていたのに違いない。だから身なりも整えて、体調の悪いのを押して部屋から出てきた。

　ユーリはエルヴェと違い、フェオドールの事件にもブランの力にも、それほど疑念は持っていないらしい。エルヴェの場合は、ユーリを守る使命感ゆえの警戒と疑惑なのだ。

　エルヴェは頭を垂れる。薄暗い廊下では、自分の足の先すら不明瞭だ。

　今まで彼は、ユーリに対する忠誠心に何の疑問も持ったことはなかった。使命だと、己に言い聞かせてきた。すべてに優先するのはユーリだと。

　なのに。

　掌がうずいた。先刻まで抱きしめていた少女の身体から、確かに感じた温もりと柔らかさが、まだ残っているようだ。

　今にも倒れそうなユーリを、助けに駆けつけることすら迷わせるほどその感触は、手放すのが、離れるのが惜しくて。

　これでいいのか、という思いが湧き上がる。

　こんなに容易に二つに割れてしまった心のまま、ユーリに仕え続けてもいいのか。

　ユーリだけが、ずっと自分の唯一だったのに。

　階段を上ってくるゆっくりとした足音に、エルヴェの黙考は中断される。

「あ……」

　小さく声を上げた人物の、水色の髪が薄明かりに淡く反射した。

　ミシェールだ。

　どう反応していいか迷うエルヴェに、彼がゆっくり近づいてくる。

「あの……よかったら、これを」

　おずおずと、彼は湯気の立つカップをエルヴェに差し出した。白湯のようだ。

「じきにユーリ様達もお部屋に引き上げていらっしゃるそうです」

「……そうか」

　どう口を利いていいものか、エルヴェは正直戸惑った。

　同性であるのが信じられないくらい細くて、水際立った美貌にはいつも憂いが見て取れる。

　彼はどこか、近寄り難かった。

「僕の力は」

　先に口を開いたのは、ミシェールだった。

「たぶん、歴代のブランの一族が用いてきたものより、ずっと微弱だと思います。力を弱めないために、同族間でのみ婚姻を繰り返してきたそうですから」

　エルヴェは、ますます言葉を失う。

　血の濃すぎる結婚は、何かしらの弊害をもたらすと言われているのを彼は知っていた。公爵家はそれを知らなかったのか、あるいは承知の上でそうさせたのか。

　後者だとしたら、あまりに身勝手ではないだろうか。

「僕の母は、一族の役目と定めを嫌がって逃げ出したのだそうです。そのときブランの血筋は母の他には病弱な姉がいるだけで、その人も子供を残さずに亡くなったとか。そのあと公爵家も当主と跡継ぎを二人失い、しばらく爵位は空位でした」

　具体的に名前は示されなかったが、それが公爵家の誰を指すのかは推測できた。

「フェオドール卿の、父君と兄君達……？」

「そうです。母の出奔が、一時的な公爵家の衰退を招いたとも言えますね」

　ミシェールは、俯いた。

「母は辺境の村へ辿り着き、そこで出会った僕の父と結婚しました。子供の頃に二人とも死んでしまったけれど、ごく普通の暮らしだったと思います。母にそんな過去と力があるなんて、僕はまったく聞かされていませんでした。……あの日、フェオドール様が突然やってきて、僕は初めてこの力のなんたるかを知った」

　フェオドールの名前にどきりとしたのは、その裏に潜む謎のためではなかった。

　ミシェールの声が、あまりに温かく響いたから。

　優しすぎて、哀しく思えたから。

「フェオドール様は、僕を従者として教育するのと同時に、ブランのことや力の使い方も教えてくださいました。あの方にお会いする前に、僕の力は僕の意思に関係なく発動することがあったんです。それが怖くてどうしていいかわからなかったけれど、あの方のおそばにいるようになってからは、僕は恐れずにすむようになった」

　俯いたまま語る、ミシェールの表情は見えない。

　しかし、泣いているのではないかと、エルヴェは思った。

「あの方を大切に思っていました。ずっとおそばにいたいと……だから僕は、間違えてしまったんです」

　言葉の最後が、震えていた。

「あの方は、僕の力を利用するために僕を王都へ連れてきた。力の使い方を教えてくださったのも、すべてそのためでした。僕が愚かだったから、何も見えていなかったから、もう少しでシャルル様を──」

　そこで唐突に、ミシェールは口を噤む。

　感情を抑えつけたようにも見えたが、無理矢理続きを呑み込んだような気もした。

「……すみません。取り乱しました」

　ややしばらくして、ミシェールはそろそろと顔を上げた。

　紫の双眸が真っ直ぐにエルヴェに向けられ、澄んだ眼差しに胸を突かれた。

「あの方は、シャルル様を陥れようとしていました。僕がそれを止めることになって……あの方は、そのために亡くなりました」

　はっとした。

　──責任を感じる必要はない、というシャルルの言葉は。

　このことに違いない。

「あの方の苦悩や悩みに、僕は気づけなかった。僕が違う選択をしていたらあの方は死なずにすんだのではないかと、今でも時々思うんです」

　美貌が、憂いに沈む。

　これが、彼を取り巻く悲哀の空気の源なのか。

　二年間、ミシェールは自分を、責め続けているのか。

　なぜ、ミシェールの過去があれほど気にかかったのか、わかった気がした。

　似ているのだ。自分と。

　運命を変える出会いをもたらした人への恩義や、忠誠。

　使命感だのと綺麗事を並べてみても、結局は何のことはない、警戒や反感すら近親憎悪ではないか。

「そんな考えは、不毛だ」

　思わずエルヴェは、そう言っていた。

「起きた事は変えられない。悔やんでも辛いだけだ。今の主に対しても失礼になる」

　シャルルは、いつもミシェールを案じていた。今朝だって、そうだ。



　──君が責任を感じる必要なんて、少しもないんだ。──



　シャルルはそう言った。ミシェールに。



　──フェオドールの死にも……彼の犯そうとした罪にも。──



「いつまでも主に心配をかけるようでは、いい従者とは言えないのではないか？」

「……はい」

「それに、主従といっても別々の人間であることに変わりはない」

　エルヴェの目の前に、ユーリの姿が浮かんだ。

　自分に信頼を寄せてくれる人。自分の今と未来を創ってくれた人。

　何より大切に思い、仕えてきた人。

　だが。



　──お姉様のこと、女性として愛している？──



　緑色の瞳。

　この胸の中にあるそれは、彼女とは違う人のもの。

「それでも全身全霊で仕え、何が主の望みなのかを考えて働くのが、従者の勤めではないか？」

　気づいてしまった以上、後戻りはもうできそうにない。

　それでも一番大切なことが変わらなければ、それでいいのではないか。

　エルヴェの主は、ユーリだ。何があっても。

　忠誠とは別の想いが、この胸に存在していても。

「……ありがとうございます」

　ミシェールの表情が、ゆるゆるとほどけていった。

　泣き出しそうな、微笑みに変わっていく。

「そうですね……今の僕は、シャルル様の従者なんだから……」

　そこに何かを決意したような色が加わっていくのを、エルヴェは無言で見守った。

「下の様子を見てきます」

　迷いのない口調で、ミシェールは告げた。

　もう、大丈夫だ。この様子なら。

「僕にできることがあるなら、すべてしなければ。シャルル様は気遣ってくださったけれど……」

　彼の力に関することだろうか。

　そもそも下では、何が行われているのだろう。階段からは、何の物音も話し声も聞こえてこない。

「負担のかかることではないのか？」

「え？」

「あまりひどいようなら、やめておいた方がいい。いざというとき役に立てなくなる」

　ミシェールは、大きく目を見開いた。

　紫色の瞳は本当に宝石のようで、エルヴェは思わず見とれてしまう。

「ありがとうございます、心配してくださって」

　けれどそのあとに向けられた笑みは、さらに美しい。

　まったくらしくないことだったが、彼は狼狽えて顔を背け、危うく壁に額をぶつけそうになった。

「エルヴェ様、失礼します」

　そんな彼の様子には気づかなかったようで、ミシェールはぺこりと頭を下げると、踵を返した。

「ああ」

　羞恥で熱を持つ頬をランプの光の影に向けて、エルヴェは曖昧に返事をし、ちらりと横目でミシェールを見送った。

　小走りに階段へ向かうミシェールの背中で、束ねられた長い髪が微かに跳ねている。

　水色に映える、黒いリボン。

　あれはもしかして、前の主のために喪に服していたからなのかと、エルヴェはぼんやり考えた。

　いつかは、違う色になるといい。

　そう、思いもした。









第十一章



　目を覚ましたのは、雨音のせいだった。

　歪んだ窓ガラスを打って、空からの滴は時に弱く時に激しく風に翻弄されている。

　身体を起こしてみて、ユーリはその軽さにまず驚いた。

　いつも腹から血が落ちるときは、二日か三日は絶対に具合が悪く、痛みをこらえて寝ていることしかできないのに。

　昨夜、ミシェールが治癒のための術をかけてくれたのだが、まさかこんなに効果があるとは思わなかった。ブラン一族というのは、もしかすると考えていた以上に強大な力の持ち主なのかもしれない。

　ゆっくり起き上がってから、微かに下腹がうずいてユーリは身体を丸める。しかし動けないほどではなかったので、なるべく振動を与えないよう気をつけて寝台から降りた。

　やはり、いつもと比べものにならないくらい身体が楽だ。

「まあ……ありがたいか」

　呟いてみて、耳に届くのは当然自分本来の声。起きたばかりだから、掠れきって聞き苦しい。

　チョーカーはどこへやったろう。

　昨夜は、捕らえた男達の尋問をしていたのだが、ユーリは身体の不調を理由に途中で強制的に部屋へ戻らされたのだ。早くその後の結果を聞きたい。

　腹を抱え込むように不自然な体勢できょろきょろしていると、部屋の扉が静かに開いた。

「──！」

　息を呑む。

　入ってきたのがイヴェットで、寝起きの乱れきった姿を見られたという理由のためばかりではない。

「……お姉様、もういいの？」

　イヴェットの姿は、あまりに普段の彼女らしくなかった。いつでも髪をきちんと梳かし、服装にも乱れを許さない少女なのに、目の前にいる彼女の巻き毛はぐちゃぐちゃで、櫛を通していないと一目でわかる。ドレスも皺が寄っていた。

　けれど何よりユーリを愕然とさせたのは、明らかに泣いたと見て取れるイヴェットの顔だった。

「……何があった？」

　いつも感じるわだかまりや嫌悪感が、今は湧いてこなかった。

「エルヴェが……」

　啜り泣きのように口にされた名前には、動揺を隠せなかったが。

「エルヴェがどうした？　何かあったのか？」

　尋ねてから、彼は今どこにいるのだろうと考える。

　ユーリの体調が悪くなるときは、彼は彼女に会いに来ようとはしない。しかし、やるべきことはきちんとこなし、彼女が復調するとすぐ中断していたことを再開できるようにしてくれている。

　今もきっと、そうしていてくれるはずだ。

「あ……」

　くらりと目眩がする。暗転した世界の前できつく目を閉じて、ユーリは額を抑えた。

「お姉様？」

　頭が痛い。ぐるぐると周囲が回っている。

「……何か食べられる？」

「……いや」

「白湯なら飲める？」

「……うん」

　まさか妹が自ら世話を申し出てくれるとは思わなかったので、調子が狂う。

　この妹なら、ユーリの不調をいいことにエルヴェにべったりくっついて離れないものと考えていたのに。

「ねえ、お姉様」

　少しひび割れた木のコップに湯を入れて、イヴェットが近づいてくる。ユーリはベッドに座ったまま、それを両手で受け取った。

「お姉様、やっぱりエルヴェのことが好きなのね」

　強ばった肩を、引き攣った顔を、咄嗟にごまかすことができなかった。

「嘘をついたりなさらないでね、お姉様は」

　これまで聞いたことのない、妹の鋭い声がユーリの心に突き刺さる。

「私、エルヴェが好きよ。お父様やお母様よりも……世界の誰より好きよ」

　また涙が出てきたのか、イヴェットは乱暴に目元をこする。

「エルヴェは優しくて、頭もよくて、何でもできて素敵だもの。ジーヌ領にいた間、ずっとエルヴェは私の憧れだった。ううん、社交界に出ても彼より素敵な男性なんか一人もいなかった。いつもエルヴェと比較してしまうの。ただの憧れじゃないって気づいたときは……初めてだからどうしていいかわからなくて少し怖かったけれど、すごくすごく幸せだった」

「……」

「エルヴェにも、そう思ってほしかったの。だからお母様が言うような、『殿方に好かれる淑女』になろうとして、いろいろしてきたわ」

　それは、当然ユーリも昔よく聞かされてきたことだった。

　明るく、愛らしく、殿方に適度に手をかけさせて、控えめでありながらも適当に甘えて困らせる。時に感情的に振る舞ってもいいが、どんな時も相手への好意を原点として行動すること。

　母は実際、そうして父を射止めたのだそうだ。

　しかし。

「でも、駄目だった。『殿方』には好かれるかもしれないけれど、エルヴェには好きになってもらえなかったんだもの」

　言葉の最後は、震えて消えた。

　顔を両手で覆って、イヴェットは本当に泣き出してしまう。

　身体のだるさも痛さも忘れて、ユーリは茫然とそんな妹の姿を見つめていることしかできない。

　ずっと、イヴェットの言動は気に障るばかりだった。非論理的で、人の手ばかりを煩わせる。そのくせ、彼女のように容姿が美しければ誰にでも愛されるのだから憎らしいと。

　──羨ましいと、思っていた。

　いや、今もそうだ。

「……お前は、欲しいものを手に入れているじゃないか」

　イヴェットの嗚咽が、止まる。

「エルヴェがあんな目でお前をいつも見ているのを、気づかないとでも？　それを私が、どんな気持ちで……」

「あんな目って？」

　まだ頬を濡らしたまま、イヴェットは首をかしげる。わざとなのだろうか。わざとでないなら、なおさら腹立たしい。

「何でお前はそう鈍いんだ？　見ていればわかるだろう？　あんな目で、エルヴェは私を見たことなんか一度もない」

「わ……わからないわよ」

「馬鹿かお前は。頭の悪い男はそういうところを『純真』だとか『無邪気』だとかいって褒めちぎるんだろうが、私に言わせてもらえば周りを気遣えないただの阿呆だぞ」

「そ、そこまで言わなくたって……」

　目に涙をためて、イヴェットは顔を真っ赤にする。

「私だって、お姉様を見るように彼に見つめてもらったことなんか、一度もないわよ！」

　叩きつけられた言葉の強さに、ユーリは咄嗟に何も言い返せなかった。

「私、お姉様が羨ましかった」

　続けられた言葉にユーリは目を瞠ったが、イヴェットは姉の変化には気づかずにまくし立てる。

「信頼してもらえて、大事に思ってもらえて、エルヴェの一番になっているお姉様が、すごく羨ましかったのよ。だから、お姉様のことを見る度苛々して、それで……」

　彼女が向けてきた敵意も悪意も。

　すべて、嫉妬だったのか。

　──自分と、同じ。

「……エルヴェが私に向けてくれているのは、信頼と忠誠だ」

　目眩がして、起きているのが辛い。

　でも、悪い気持ちではなかった。

「それ以外の何物でもないよ。それだけで……私の望む想いじゃない」

「お姉様……」

　口にしてしまったら、今までにない痛みが襲いかかってきて頭の中が真っ白になった。

「お姉様、大丈夫？」

　身体がゆっくり傾いて、背中に柔らかなものが当たる。イヴェットが寝台に横たえくれたのだと気づいて、ユーリははっと目を上げた。

「お姉様」

　小さな手が掛布を整えてくれ、そのあと中に潜り込んできてユーリの指先を探った。

「エルヴェのこと、好き？」

　震えていた。声も、手も。

　痛みはまだ続いていたが、心はすっと楽になった。

「うん」

　エルヴェは、いつもユーリのそばにいてくれた。いつだって、ユーリを大切にしてくれた。

　ずっとそれが続けばいいと、思っていた。彼がいなくなったら、一人ぼっちになってしまうから。

　怖かった。

　今も、それは同じだが。

　昨夜の光景が、脳裏に浮かぶ。

　床に座り込んだイヴェットを、エルヴェは大切そうに抱きかかえていた。ユーリの存在に気づいても、いつものようにすぐに駆け寄ってはこなかった。彼の手は、妹から離れがたい様子で虚空を彷徨っていた。

　彼のすべてが、イヴェットに惹きつけられていた。

　ユーリは、もう一度ゆっくりと妹を見つめた。

　先ほどまた泣いたせいで、鼻の頭までが真っ赤になっている、愛らしい小作りの顔立ち。見慣れた媚びを含む表情ではなく、不安と悲しみでいっぱいになった、緑の瞳。

　自分と同じ色。

「イヴェット」

　掌から染みてくる高い体温を、ユーリはしっかりと握り返した。

「ありがとう。話してくれて」

　イヴェットははっと目を見開いたが、何も口にはしなかった。

　雨音は、遠ざかる気配がない。

　姉妹のどちらも、無音の帳をはねのけようとはせずに、ただ黙って互いの手の温もりを感じていた。



＊＊



　昨夜の襲撃を予測してから、シャルルは宿を丸ごと借り切っている。他の客はおろか主夫妻もこの街の最上級宿へ泊まらせたので、気兼ねなく今後の話し合いもできようというものだ。

　フレイは、昨夜の襲撃者達の尋問に当たっている。何一つ尋ねないうちから男達は怯えきっていたので、そう時間をかけずに彼らの黒幕の情報を聞き出せそうだった。

　大公という身分である以上、突然命を狙われる理由や可能性はいくらでもある。しかし誰がそれを命じたのか、何が狙いなのかを探るのは無駄ではない。

　特に今回は、イヴェットが偶然出会った農夫が襲撃の直前にこの宿に現れたという情報がある。しかもその農夫は、砂糖を探しに行くという彼女の旅の目的や同行者について、根掘り葉掘り尋ねていたというのだ。

　砂糖。

　ここ最近の価格の暴騰と原料の不作には、やはり裏があるのだろうか。

　バラティエ伯爵領へ行けば、何かわかるかもしれない。

「これ……」

　ミシェールの呟きで、シャルルは考え事を中断した。従者の青年は、リアーヌの『髪』をもう一度調べていた。

「どうしたの？」

「いえ、今の部分……」

　ミシェールは何か言いかけたが、自信なさげに口ごもる。

「言ってごらん。思いついたことは、何でも検討した方がいい」

　促すと、ようやくミシェールは再び口を開いた。

「もう一度、ここから聞いてください」

　ミシェールはリアーヌの髪に触れて、封じられた言葉を解き放つ。



『私は南へ参ります。あの地ならば、きっと何かが見つかるはずです。甘くて優しい夢を、探して参ります』



　南。彼女の言うように、その足取りは王都から真っ直ぐ南下している。いささかの迷いもないのが多少気になるところだが、行動と言葉に矛盾はない。

「気になるのは、このあとです」



『そしていつの日か、きっと帰ろうと思います。私の大切な故郷に、十分に育った奇跡を連れて。今は私一人で生み育てなければならないけれど、きっとそれが故郷の地を甘く潤してくれることを、信じています』



　ここで、リアーヌの伝言は終わっている。ユーリはこれを聞いた直後、恐らく体調の変化だけでなく心労のために倒れてしまった。

「シャルル様」

　今も伏せっているであろう娘に向きかけた心を、ミシェールは静かに呼び戻す。

「リアーヌさんの言う『それ』って、何だと思われますか？」

「何って──」

　赤ん坊のことではないか。

　そう言おうとして、口をつぐむ。

「まあ確かに、赤ん坊でもできたような言い方はしているけれど……」

　そうだ。そう解釈できる『言い方』をしている。けれど。

「断言しているわけでは、ないね」

　ミシェールが指摘したかったのは、そういうことだ。

「はい」

　うなずいて、ミシェールは髪に触れていた指を引く。時をも描き出す華奢な手は、何かを探すように空を彷徨った。

「赤ん坊だったとしたら」

　ミシェールの眼差しが、遠くに据えられる。

「何もかも捨てて、遠くへ逃げてでも子供を産み育てようとするような人が」

　ミシェールの母親の話を、シャルルは知っていた。幼い頃死別したという人のことを思い出しているのだろうか、やるせない表情が可哀想で、シャルルはそっと彼の肩に触れる。彼ははっと振り向いて、悲しげな顔つきの中に柔らかな笑みを浮かべた。

「自分の子のことを、あんなふうに言うでしょうか？」

「あんなふう？」

　うなずいて、ミシェールは。

　静かに続けた。

「『それ』なんて」

　シャルルは、目を大きく瞠った。

　頭の中で、何かがかちりとはまる音が聞こえた気がする。

「そうか」

　言われてみれば、そうだ。

　シャルルは、ミシェールから離れて虚空に目をやった。

　ミシェールの指摘はもっともであり、重要な要素だ。ユーリの変事があったとはいえ、今までそんな大切なことを見落としていた自分のうかつさに苛立ちすら覚える。

　シャルルは、窓の外を見やる。雨は少し小降りになっていて、フレイの見立てでは明日には完全に止むか、降っていても移動に支障がない程度にはなっているだろうということだった。

　付近の川が増水したり、橋が壊れていなければ、ユーリの回復を待ってすぐに旅が再開できる。

「ねえ、ミシェール」

「は、はい」

　振り返ったミシェールに、シャルルは視線を戻した。

「ユーリは、明日には話ができるようになるかな？」

「おそらくは……。明日もお辛いようなら、もう少し見てみましょうか？」

「お願いするよ」

　リアーヌの性格をよく知る彼女にしか、この仮説を裏付けてもらうことはできない。

　しかし、ただの感情という部分では、シャルルはとっくに確信していた。

　クロードに限って、いくら恋仲でも正式に妻になっていない女性に手を出し、孕ませるなどという大それたことなど、できるわけがないのだ。

　何しろ、家族以外の女性とはまともに会話もできないのだから。ある貴族の茶会に招待されたとき、その家の姫君がどれだけ話しかけても間の抜けた返答か生返事のような曖昧な相づちしか打てず、帰る頃にはクロードは周りからすっかり軽蔑されていた。

　同じ席に招待されて一部始終を目撃していたシャルルは、落ち込むクロードを誘い鷹狩りへ出かけた。彼は鷹の扱いはとにかくうまく、それが異性との付き合い方に向けばいいのにとこっそりシャルルは思ったものだ。

　鷹。キーア。

　クロードの『逃避行』にも、この間まで同行していた。

「ミシェール。君が過去を描けるのは、人間に関することだけだよね」

　突然の問いに、ミシェールは面食らったように瞬いた。

「ええ。動物や植物では、うまく行かないようです」

「……そうか」

　もしキーアの過去を絵にできれば、何かわかったかもしれないのに。

　クロードの、安否も。

「入るぞ」

　ノックと同時に、長身の人影が部屋に入ってきた。

「フレイ、ノックするなら返事を待つものだよ」

「急いでたんだよ。どうせ男しかいない部屋なんだから、気兼ねするようなこともないだろ」

　それはそうなのだが。

「そんなことより、あいつらとんでもないこと言ってたぜ」

　部屋の空気が、ぴんと張り詰める。

　フレイはシャルルとミシェールを凝視して、潜めた声で短く告げた。

「襲撃は、バラティエ伯爵の命令だと」









第十二章



　これは仮説だけれどと前置きされて説明された事柄を、ユーリは頭の中でじっくり吟味した。

　ミシェールが気づいたことは、正しいかもしれない。

「……リアーヌは、家族思いの優しい娘でした」

　彼女は勉強の傍ら、幼い弟妹や老いた両親の世話も決して手を抜かなかった。芯が強くて働き者で、優しい娘だったのだ。

　自分の鈍感さに口惜しさを覚えた。いくら体調の悪かった時期とはいえ、彼女のことを一番わかっていて、最初に気づかなければならなかったのは自分だったろうに。

　そうすれば、二日も無駄にすることは、なかっただろうに。

「私の責任です」

　他の客がいない食堂の、テーブルを挟んで向かい側にいるシャルルに、ユーリは頭を下げた。

「何が？」

「私がもっと早くに気づいていたら、シャルル様達だけでも先行できました」

　そうしたら、きっとミシェールの力で今頃リアーヌとクロードを発見できていたのではないだろうか。

　唇を噛むユーリの耳に、溜息のような音が届く。

「ユーリ」

　呆れたような、それでいて穏やかな声。

「それは、思い上がりだよ」

　予想もしなかった辛辣なことを言われ、一瞬ユーリは言葉の意味が理解できなかった。

「今回のことがすべて君一人のせいだなんて、そんな馬鹿なことがあるわけがない。責任感が強いのは美徳だけれど、一歩間違えれば周りを軽視することになるよ」

「そんな、軽視だなんて」

「そういうことじゃないのかい？　今の言葉は」

　ユーリは茫然とし、次いで赤くなった。

　シャルルの指摘は、正しい。

「君はずっと、そうやって何でも一人で背負ってきたんだね」

　彼の声の優しさに、泣きたくなった。

　この人は、ユーリを理解してくれている。

　そう思えた。

　だからなお一層、自分が情けない。

「でも、今こうして旅をしている間だけでもいいから、もう少し私達を頼ってごらん」

　おずおずと、ユーリは顔を上げる。

　榛色の宝石が、包むように温かく自分を映し込んでいた。

　とてもとても、それは綺麗だった。

「危ない」

　優しい視線は、一転して背後からの声に走る。それを追っていった先に、ユーリは自分の従者の姿を見つけ出した。

「ごめんなさい。ありがとう」

　ミシェールが水筒を一つ落としそうになり、エルヴェがそれを受け止めたようだった。ミシェールは、はにかんでエルヴェに礼を言う。

　エルヴェはなにやらミシェールと話しながら、荷物の準備をしているところだった。熱心で真面目な様子はいつも通りの彼だったが、何かが違うとすぐにわかる。

　何だろう。何かが。

「ずいぶんいっぱいだな。何が入っている？」

「こっちは、着替えなどです」

「なら、水筒はこっちに纏めた方がいい。それから……」

　端で見ているだけでも、二人がずいぶん打ち解けていることが感じられる。いったいいつの間に仲良くなったのか、エルヴェのミシェールへの不信感がどうして急に解けたのか不思議ではあったが、ユーリは思わず目を伏せた。

　あんなエルヴェは、見たことがない。

　一度も。

「面倒見のいい人で、こちらも助かっているよ。ミシェールによくしてくれて嬉しい」

　にこやかに二人を見つめて、大公は言う。

「彼は今まで友人というものを持ったことがないから、できたらこれからも仲良くしてくれるといいのだけど」

　友人。

　ユーリは、シャルルに見えない位置で拳を握る。

　オラント塾に入って間もない頃、エルヴェはよく同い年くらいの青年達と一緒にいたように思う。

　そんな光景を目にしなくなったのは、いつからだったろうか。

　自分が、エルヴェを頼りにしすぎたからだ。

　いつも彼はそばにいて、いつもユーリを一番に考えてくれていた。

　でももう。

　終わりにしなければ。

　なぜなら、知ってしまったから。

　エルヴェへと真っ直ぐに向かっている、ひたむきな眼差しと想いを。

　イヴェットは行儀よく椅子に腰掛け、エルヴェの動きを目で追いかけていた。彼の一挙手一投足、表情の一つも見逃したくないというように。

　ユーリは妹から視線を外し、俯いた。

「君は、強い人だね」

　シャルルの声が、しみじみと呟く。意味を掴みかねて、ユーリは彼を振り返り首をかしげた。

「どういうことでしょうか？」

「言葉通りだよ。君は強い。そして、優しい人だ」

　彼の笑みがあまりに無邪気だったから、ユーリはそれ以上問いを重ねることはできなくなった。彼女の背後で、ちょうど扉が開いたせいでもある。

「買い出し終わったぞ」

　大きな麻袋を二つ担いで、フレイが大股で部屋に入ってきた。雨と襲撃者達の尋問などがあって、シャルル一行の分は今まで必要な物資を揃えにいけなかったのだ。街へ出たついでに、フレイは宿を襲った男達を警備隊につれていき、雨の影響で道が寸断されたりしていないか、情報も集めてくると言っていた。

「フレイ様、お疲れ様でした」

　ミシェールは素早く彼に駆け寄り、荷物を受け取る。

「このまま、予定通りの道を進んでも大丈夫なんですか？」

「ああ、川は少し増水してるが、橋の損壊はまったくないし、道が崩れたりもしてないそうだ。それより……」

　フレイはそこで、はっとしたように言葉の続きを呑み込んだ。何だろうとユーリは彼の視線を辿って、その先に妹の姿を見つける。

　イヴェットには、聞かせたくない類のことか。

「イヴェット」

　できるだけ何でもない風を装って、ユーリは妹に声をかけた。

「暇なら、外でも見てきたらどうだ？　明日には発つのだし、こういうところには二度と来られないかもしれないぞ」

「大したものはなさそうだから、別にいいわ。見に行くようなおもしろいものがあるとも思えないし」

「行ってみなければわからないんじゃないか？　エルヴェもそう思うだろう？」

「え？」

　突然話を振られて、エルヴェは面食らったような顔をしていた。

　その表情の向こう側、染みだらけの宿の壁だけを見るようにして、ユーリは続ける。

「干し肉をもう少し追加して持っていきたいから、買ってきてほしい。乾燥果物も。イヴェットが退屈しているから、一緒に連れて行ってやるといい」

「お姉様！」

　イヴェットは裏返った声で叫び、椅子から腰を浮かせた。その顔が赤く染まっているのは驚きのためか、それとも。

　──嬉しいのだろう。やはり。

「ほら、早く行ってこい。エルヴェ、頼むぞ」

「……はい、ユーリ様」

　エルヴェが頭を下げるより早く、ユーリは顔を背けていた。

　だからわからない。

　彼が今、どんな表情をしていたのか。

　二人が出て行くと、フレイが黙ってユーリの頭に手を載せ、撫でるように動かした。

「本当に、君は優しい人だね」

　シャルルはまた、同じ言葉を繰り返す。

　優しい、のではない。

　弱いだけだ。

　エルヴェとイヴェットの間に自分の入り込む余地がないと思ったらもう、食い下がる気力も諦めずにいる意思もなくなってしまった。

　長年抱き続けた気持ちだけは、まだ未練となってくすぶっているけれど。

「人払いはしましたよ、フレイ様」

　早くそんな気持ちを吹っ切ってしまいたくて、ことさら明るくユーリは言った。

「街で何か、気になる噂でも聞いたのですか？　聞かせてください」

「ん？　ああ……」

　一瞬躊躇うそぶりを見せたが、フレイの手はすぐに離れていった。ミシェール、シャルルもテーブルに着き、部屋の空気がぴんと緊張する。

「砂糖を扱う店を回ってみたんだ。そしたら、ちょっとした騒ぎがあってな」

　砂糖。

　シャルル達の旅には、クロードを探す以外に砂糖の原料フフトの不作について調査する目的もあるのだ。ここへの道のりでも、砂糖の流通具合やその高騰に伴う物価上昇について地道に調査をしていた様子だった。

「この辺はフフトの生産地に近いからか、まだ王都ほどあからさまな影響は出てないようだった。それでも不足してるのは確かで、特に神殿関係者が困ってるんだ」

「どうして神殿関係者が……」

　言いかけて、ユーリはすぐ答えに思い至った。

「そうか、砂糖は薬でもあるのでしたね」

　近年王都では医療の研究が盛んになり、薬の開発も進んでいるのだが、田舎では昔ながらの民間療法や祈祷、まじないの類の方がまだまだ病気や怪我の際には効果があると強く信じられているのだという。

　その一つが、砂糖だ。

　砂糖は兵糧として重要視されるくらいだから、身体にいい。体力の落ちている病人や怪我人の回復に有効なのは確かだ。

「薬としての砂糖は、神殿に納められますからね。それも日常使うものより遙かに上質のものが」

「ああ。普段の生活で砂糖が不足して困っているやつらとか、病人の身内とかが神殿に毎日のように押しかけて、砂糖を要求しているらしい。病気や怪我のためならまだしも、そうでない目的のためにはおいそれと分けてやることもできないんだけどな」

　安易に砂糖を分配して、本当に必要になったときに不足しているようでは元も子もない。

「物の値段が上がって、庶民の暮らしに影響が出ている。その日の飯も手に入れられないような者は、今のところ神殿の炊き出しとかで何とか凌いではいるようだが……」

「そうか」

　シャルルの声は石のように重くて、ユーリは思わず彼を振り返った。

「宰相のアラゴン伯爵は古参の重鎮だけど、王の後見をしながら国内すべての采配を振るうのは、やはり相当困難なことなのだね」

　さっき、ユーリを優しく見つめていたシャルルの瞳が、暗く曇っている。

「どうしようもなかったというのは、言い訳にしかならない。私はあんな小さな子供に、王の重責を押しつけてしまった……」

「シャルル様」

「二年でも長すぎるくらい、至高の椅子に座り続けてしまったと思っていたけれど……」　そっと彼の腕に触れるミシェールに見向きもせず、シャルルはため息をつく。

　辛そうな様子に、見ているユーリまで胸が苦しくなった。

　何と言葉をかければいいのか。

　考えても結局、そんな資格は自分にはないのだと思ってしまう。

　自分はただの、地方を治める貴族の娘にすぎない。シャルルとは違いすぎる。

　立場も、背負ってきたものの重さも、大きさも。

「らしくないな」

　ぱん、と。

　重く沈んだ空気を、唐突に威勢のいい音が突き破った。

「あのときのお前の判断は、他のどんな選択をするより正しかったと、俺は思うぞ。先のことなんて見通せるわけないんだから、無駄に悩むなよ」

「フ、フレイ……」

　思い切り背中を叩かれたシャルルは、何か言い返したかったようだが激しくせき込んだだけで言葉は出てこなかった。ミシェールがあわてて、その背をさすっている。

「フレイ様、何を」

「あー、ちょっと力入れすぎたか」

「そういう問題ではありません」

　主に、しかも大公殿下に対してこんな態度でいいのだろうか。

「だけどさ、そうじゃないか？　砂糖不足の原因がなんであっても、俺達の旅の目的が変わるわけじゃないだろ？」

　目的。

　ユーリははっとシャルルを振り返った。そして、安堵する。

「そうだね」

　まだ軽く咳き込んではいたが、シャルルは、いつものシャルルだったから。

　穏やかだけれど、意志の強い眼差し。

「クロード達を探すのと一緒に、砂糖の問題も調べて……できれば、解決させたい」

　シャルルはゆっくりと、その瞳を廻らせた。

　ミシェール、フレイ、そして。

　ユーリに。

　鼻の奥が切なくなって、ユーリの吐息が震えた。

「必ず」

　自分の口から思わず飛び出した言葉に、シャルルだけでなくユーリ自身も驚いた。しかし狼狽えることはなく、彼女は言葉を続ける。

「必ず、解決させましょう。どちらの問題も」

　見開かれていたシャルルの目が、ゆっくりと瞬きする。そこによぎる感情はすぐに消えていったけれど、ユーリにはそれで十分だった。

　この人もまた、一人で何かに耐えてきたのだと理解するには。

　それにしても、と、彼女は頭の片隅で考え始める。

　砂糖の産地は、主にバラティエ伯爵領だ。しかも、伯爵家にしか伝わらない精製の魔術を使わなければ、上質の砂糖は作れない。いわば、ほとんどの利益を伯爵家が独占しているようなものだ。

　この時期になって急に砂糖が高騰し始めた理由として考えられるのは、伯爵が突然野心を起こして、さらに莫大な利を得ようとしている可能性だろう。今までだって、そうしようと思えばできたことだ。

　それが、『今』であるのはなぜか。

「……どうしたの、ユーリ？」

「え？」

　よほど難しい顔をしていたのだろうか、シャルルが心配そうに自分を窺っていて、ユーリは頬を染めた。

「いえ、なんで今砂糖が値上がりしたのか。どうして今なのかを考えていたのです」

「ああ、なるほど」

「ただでさえ砂糖は、伯爵の利益独占に近いんです。適正価格だったから今までは問題にならなかったようですが、それでも十分潤沢な利があったはず。不可解です」

「確かにね。どうして今なのかという点は、王の代替わりという不安定な時期に乗じてだと考えることもできるけれど」

「ええ……」

　シャルルも、腕を組んで考え込んでしまう。

　そもそも値上がりが始まったのは、正確にはいつ頃だったろうか。

「私の住んでいる地方で動きが見られたのが、確か……二か月前」

　北では原料が生産できないこともあり、砂糖は貴重品なのだ。その流通に少しでもおかしなことがあれば、顕著に表れる。

　甘いパンが作れなくて売り上げが落ちたと、領内のパン屋から陳情が来ていた記憶もある。

　甘いものはすぐに身体の力になってくれるし、ちょっとした疲労を癒やす薬でもある。ユーリも困っていたのだが……。

「ん？」

　何か、引っかかった。

　甘いもの。

　甘い。



　──きっとそれが故郷の地を甘く潤してくれることを、信じています。──



　後ろで大きな音がして、初めて自分が椅子を蹴って立ち上がっていたことに気づいた。

「ユーリ様？」

「どうなさったの？」

　ちょうどそこへエルヴェとイヴェットが戻ってきたが、驚いた声を上げる二人に意識を向けてやる余裕もない。

　リアーヌ。

　彼女が研究していたのは。

　そして、突然の半月前の失踪と、不可解な砂糖の高騰。

「砂糖だ……」

「え？」

　シャルルが首をかしげる。その彼に、ユーリは詰め寄っていた。

「砂糖なんです！　中心にあるのは、砂糖なんです！」



＊＊



　リアーヌの残した謎の言葉を、シャルルはもう一度思い起こしてみる。

「やはり、お二人は伯爵領を目指していたようです」

　できあがった絵を前に、ミシェールは言った。

「捕らえられたという二人連れも、間違いなくクロード様達です。キーアはその直前に飛ばされたようですね」

　ミシェールの時を視る力は、見知った人間にだけ発動する。襲ってきた男達の一人がクロード達に接触していたので、運良くその男を通して辿った過去の中に決定的な瞬間を見出した。

　だが、膨大な時の痕跡を描くために、ミシェールはかなり消耗していた。時を描くとき、彼自身の意識は途切れるのだそうだ。そうして何時間も休まずに描き続ける。今日も朝食後すぐに始めたのに、今はもう午後をだいぶ過ぎていた。

　疲れ切った様子の彼にまず礼を述べてから、シャルルは何枚かの絵に目を落とす。ミシェールが、忘我の境地で木炭をすり減らし、描き出した過去の断片がそこにある。

　数人の男に囲まれて、馬車に押し込まれる若い男女。初めて見るリアーヌは確かになかなか美しい女性で、木炭の素描では色までわからないものの長い髪をしていた。

「もし私達の想像が現実なら、彼らは伯爵を揺さぶって事を明るみに出す目論みがあるのかもしれない。時期もいいし、国中が砂糖の動向に注目しているからね」



　──聖マイヨン祭までに。



　ユーリの話を聞く限り、リアーヌは聡明な娘だ。十分にあり得ることだった。

「でも、これでは証拠にならないからね」

　シャルルは、絵を前に腕を組む。

「証拠にするためには、ミシェールの力と存在を公にしないとならないし」

「それは、ミシェールのためによくありません」

　間髪入れずにそう言ったのがエルヴェだったので、シャルルはつい嬉しくてにっこりした。完全に、エルヴェのミシェールへのわだかまりは解けたようだ。

　フレイは不思議そうに、そんな彼らを見比べている。

　しかし、そんな周りの空気には頓着せず、エルヴェはあくまで淡々としていた。

「彼のためだけでなく、政局にも混乱が出ることが懸念されます。バラティエ伯爵家は確か由緒ある家柄で、現在も政治の重鎮だと記憶しております」

「うん、現財務卿だ」

　歴史も古く、今代の当主は特に忠誠心の厚さで知られている。シャルルも助けられたことが何度もあるし、信頼を置いてもいた。

「そうだね、強いて欠点というか、困った点を挙げるとすれば……その忠誠心だろうね」

「なぜですか？」

「……過ぎた忠誠は、何かをねじ曲げるから。例えば今回のように、国の平穏などを」

　イヴェットの問いに、答えたのはシャルルではなかった。

「エルヴェ……」

「そうですね、シャルル様？」

　どこまでも静かなエルヴェの眼差しから、シャルルは彼の中で何かが変化したのを悟った。

　そういえば、彼のユーリへの態度も、前のようにただただ従順であろうとするものではなくなっている。変わらず忠実ではあるが、すべて主のためだという盲目的な姿勢は感じられない。

　ユーリを苦しめるような残酷な誠実さが、今はない。

　シャルルは一瞬だけ微笑み、すぐに意識を本題へ戻した。

「ああ。その通りだ。伯爵は、私の退位に最後まで反対した重臣の一人だった。評価してくれたことも、そう言ってくれたことも、嬉しくはあったけれどね」

　当時のことを思い出し、シャルルは目を細める。

「直接会って、談判するのが一番いいかもしれないね」

「シャルル様」

「彼なら──お互い腹を割って話して、穏便に片をつけるのが一番いいと思うんだ。この絵を見せても、彼なら」

　オーランシュ公爵家のことも、ブラン一族についてもよく知っている伯爵なら。

「彼なら、わかってくれる」

　ミシェールが、ぎくりと身体を強ばらせる。安心させるように頷きかけたものの、彼の青ざめた顔色が元に戻るまでには至らない。

　シャルルとしてもあまりミシェールの力をおおっぴらにはしたくはないが、他に伯爵を動かせるような切り札がないのも事実だ。

「とにかく、行ってみよう」

　シャルルの迷いを断ち切るように、強い口調でフレイが言った。

「それと、こういうのはどうだ？」

「え？」

　妙に自信ありげなフレイの提案に、その場の全員が目を丸くした。

　彼の肩の上には、賢い瞳の鷹がいる。









第十三章



　うまいことに、伯爵の屋敷は林に隣接していた。

　素早く馬から下りて、ユーリはまばらな枝の隙間からその向こうを窺う。

　ここまで来るのに三日もかかってしまった。王都を出発した日から数えると、七日だ。返す返すもユーリの体調のために足止めされたことが悔やまれる。

　経過した時間の長さが、不安を煽る。伯爵は、二人の男女の命を以てすべてを封印するつもりではないか、と。

「ユーリ様」

　エルヴェが、密やかに隣に並ぶ。ふわりと肌を撫でる彼の温度を、こんなに静かな気持ちで受け入れられる日が来るとは思わなかった。

　認めてしまったから、だろうか。エルヴェがイヴェットを想っていることと、イヴェットの気持ちを。

　見ないふりをしていたときは辛かったのに、受け入れてしまうと楽になるというのは不思議なものだ。

　イヴェットは、先刻出発したばかりの近隣の街の宿に残してきた。護身術一つ使えない彼女を同行させるのは、あまりにも危険だった。

『お姉様』

　人目につかないよう綺麗な顔と髪を灰汁で汚し、簡素ななりをした妹は、不安を必死で緑の瞳の中に押し隠そうとしながらユーリを見上げていた。

『どうか気をつけて。危なくなったら逃げてきてね』

　そう言って彼女は強くユーリの手を握り、エルヴェには一度無言で頷きかけただけだった。

　幼い頃から、ほとんど一緒に過ごしたことのない妹だった。両親は昔から、愛らしく美しい妹にばかりに目をかけて、ユーリには見向きもしなかった。

　気むずかしく無邪気とはほど遠い気性の娘に、親とはいえどう接していいかわからなかったのだろう。特に父は、祖父がユーリに期待をかけるのがおもしろくなかったのではないだろうか。

　妹の本当の姿を、今まで知らなかった。見ようともしてこなかった。



　──私、お姉様が羨ましかった。──

　──信頼してもらえて、大事に思ってもらえて、エルヴェの一番になっているお姉様が、すごく羨ましかったのよ。──



　母親から言い聞かされてきた事を愚直に信じて、それが自分の唯一のあり方だと必死であんな風に振る舞っていたのだ。

　恋しい人に、振り向いてもらうために。



　──だから、お姉様のこと見る度に苛々して、それで……。──



　ユーリには、妹が感じていたであろう気持ちが、痛いほどわかる。

　同じ人を、愛していたから。

「エルヴェ」

　彼の方を見ないまま、ユーリは口を開いた。

　本当は、魔道具のチョーカーを外すべきなのだろう。自分の本来の声で、伝えるべきなのだろう。

　でも、そうしたらきっと、彼を迷わせてしまう気がした。

「これが片付いたら、お前は王都に残れ」

「ユーリ様」

　今彼は、どんな顔をしているのだろう。

　気になったけれど、ユーリは前だけを見つめる。

「フレイ様も、面倒を見てくれると言ってくださっている。正式に騎士を目指すといい。そうすれば独立もできるし、身分も保障される。今よりずっと、いろいろなことができるようになる」

「……ですが」

「いつまでも、私の従者などという半端な立場に縛り付けておくのは惜しいからな」

　真面目で、頭もよくて、優しいエルヴェ。

　彼が選ぶことのできたはずのたくさんの選択肢を、自分はずっと奪い続けていた。

　弱さのための、わがままで。

「騎士の叙勲を受けたら、好きに生きるといい。私にいつまでも、義理立てすることはない」

「ユーリ様、私は」

「これ以上、私を枷にするな」

　強く、遮る。

　それでようやく、顔を上げることができた。

「一つくらい、主らしいことをさせてくれ」

　ずっと彼の重荷になっていた自分の、これは罪滅ぼしだ。
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　バラティエ伯爵は、遙か東方にいるという禿鷲そっくりの容姿をしている。やせぎすで背が高く、眼光が鋭い。

　幼い弟が彼を苦手にしていたことを思いだし、シャルルはつい笑いそうになったが何とか堪えた。

「お久しぶりです、伯爵」

「お元気そうで……大公殿下」

　挨拶をする老人の鈍い灰色の瞳が、不意にぎろりとある一点を睨み据える。

　彼の座るソファーの、背後に控えていたミシェールを。

「彼をご存知でしたか？」

　あえてのんびりした口調で、シャルルは問う。伯爵は視線を戻したが、険しい表情はそのままだった。

「……わしほどの年配であれば、知らぬ者はおりますまい。公然の秘密ではございますが」

　膝の上で、老人の骨張った手は拳を作る。

「政敵を屠るための、オーランシュ公爵家の道具。忌まわしき監視者の──末裔でございましょう」

　シャルルはそれには答えずに、一枚の紙をテーブルの上に差し出した。

「これは？」

　伯爵は、訝しげに紙を手に取る。そして描かれている光景をまじまじと眺めたが、僅かに眉を上げただけだった。

　その自制心に内心舌を巻き、シャルルは大きく深呼吸する。

　腹芸では、自分は伯爵には遠く及ばない。わかりきっていることだが、経験が違いすぎる。

　今、ここで自分がすべきことは。

「この男女を、ご存じですね？」

　ゆったりと足を組み、シャルルは強い眼差しで切り出した。
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「枷だなどと、仰らないでください」

　気のせいだろうか。いつも感情の起伏を見せないエルヴェの声が、怒っているように聞こえる。

「あなたが私にしてくださったことを、そのように貶めないでください」

「事実だ」

　彼を振り返らず、ユーリは歩き出す。あまり時間はないのだ、急いですべきことを果たさなければならない。

　自分たちが遅れるほど、危険に晒される人がいる。

「……ユーリ様」

　エルヴェは、ちゃんと着いてきている。それがわかれば十分だから、ユーリは黙って前に進む。

「この話はまたあとだ」

　林が途切れる。強く強く、ユーリは広がる光景の一点を睨みつける。

「行くぞ。リアーヌ達を助ける」

　彼女はここにいるはずだ。

　というのも、ここに来る前にミシェールがその力で、捕らえられてからの彼女の経緯を描き出していたのだから。

　バラティエ伯爵の有する広大なフフト畑の、傍らにそびえるこの館。

　ミシェールの絵と、まったく同じだ。

「確か、ここで砂糖を精製するのでしたね」

　エルヴェの声も普段の冷静さを取り戻し、それがユーリには何より心強く感じられる。

「代々伝えられた、精製の魔法陣があるそうだ。……確か、右だったか」

「はい」

　ミシェールは何十枚も『絵』を描いてくれたが、さすがにそれらをすべて持ってくることはできなかった。彼の描いた光景、クロード・オラニエがリアーヌとともに辿ったであろう過去を、ユーリは反芻する。

「ユーリ様、ありました。この扉です」

　すっかり収穫の終わった畑は見晴らしがよく、人影もない。それでも大きな物音を出すことは憚られ、自然話し声は小さくなる。

「頑丈そうだな」

　扉には、当然のことだが鍵がかけられていた。しかも真新しく太い鎖が幾重にも巻かれ、錠が下ろされている。

「壊すのは無理みたいだな」

「ええ。鍵を持ってきてもらわなければ」

　エルヴェは、ユーリに視線を向けた。

　それでも、胸が騒ぐことはない。今ユーリの中にあるのは、純粋な緊張感だけだ。

　そのことに少しほっとして、ユーリは彼に小さく頷きかける。

　見渡す限り、広大な畑が広がっている。その向こうにちらほらと見えるのは、ここで働く者達の小屋だろう。そう遠くはない。

「始めるか」

「はい」

　ユーリは背負ってきた荷物をおろし、中のものをすべて取り出した。

　藁束、火付け、火打ち石。

　よく乾燥しているから、さぞよく燃えるだろう。

　火打ち石を、勢いよく打ち付ける。飛び散った火花は火付けに引火して、すぐに赤い炎となる。

　藁の山にそれを投げ込むと、ユーリとエルヴェは素早く近くの茂みに飛び込み、待った。

　この火と煙に、誰かが気づいて駆けつけてくるのを。
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　バラティエ伯爵は、香りを楽しむように半分目を閉じ、紅茶のカップをゆっくりと傾けている。

「では、そのどこの馬の骨ともしれぬ男女が、私に命じられて拐かされた挙げ句この領地内にいると、根も葉もない法螺を信じてここまでいらしたというのですな」

　受け皿の上でカップがかちゃんと音を立てたときには、伯爵は至って鷹揚に笑っていた。

「まさか殿下、そんな馬鹿な話をお信じになったわけではございますまいな？」

　自信満々の態度は、どこを突いても崩れそうにない。絶対に証拠など出てこないと、確信があるのだろう。仮にあの宿で襲ってきた男達を入念に調べたとしても、伯爵に繋がる決定的な証拠は、一切出てこないに違いない。

　それでも、シャルルは食い下がった。

「では、事実無根だと？」

「ええ、馬鹿げた話です」

　伯爵は、鼻で笑う。そして、傲慢な眼差しをテーブルの上の絵に向ける。

「こんな訳のわからない素描と、それに基づく憶測だけで、ここまではるばるいらしたというのですか？　殿下だから耳を傾けもいたしましたが、このような荒唐無稽な話は聞いたこともない」

　全くとりつく島も、つけいる隙もない。

　正面からぶつかったのはやはり愚策だったと、シャルルは臍をかむ。

　だが、こちらにはミシェールがいる。

　シャルルは、ちらりと傍らを振り返った。ミシェールも張り詰めた面持ちをしていたが、視線に答えて小さく頷いてくれる。

　そろそろ、頃合いか。

「ところで、今年のフフトの収穫はいかがでしたか？」

　突然話題を変えたのを、敗北宣言とでも受け止めたのか、伯爵は軽く眉を上げた。

「ご心配をおかけしておりますが、やはり駄目なようです。気候に問題はないので、土壌に何か異変があったのか……。とにかく調査は進めております」

「あまり長いこと、このような状況が続くのはよろしくない。ロワーヌからも専門家を派遣致しましょうか？」

　無数の皺が刻まれた伯爵の顔が、ほんの僅かに揺らいだ気がした。

　あるいはそれは、ただの願望だったろうか。

「それには及びません。この土地のことは、長年暮らしてきた者の方がよくわかっておりますからな。もうすぐ聖マイヨン祭、何とかそれまでには、問題を解決したいものですが」

「ええ、私もそれを願っています。ですが──」

　無意識のうちに、シャルルは掌に爪を立てていた。

　リアーヌの残していった言葉。

　祈るような気持ちで、彼はそれをゆっくりと唇から紡ぎ出す。

「私は信じていますよ。『奇跡』を」

　これまでどんなことをしても変化らしい変化を見せなかった老人の、老獪な表情が初めて明らかな動揺で崩れる。

　彼の視線の先を追いかけて、シャルルは自分の口にした言葉が、まさにその通りの事象を導いてくれたことを知った。

　窓の向こう、茂った木々を隔ててぽつんと見える高い塔の屋根をも越えて、黒い煙が勢いよく空の青色を突いたのはそのときだった。









第十四章



　小作人達が駆けつけてくるまで、そう時間はかからなかった。

「早く水を！」

「ちくしょう！　どこが燃えてるんだ！」

　こざっぱりとした服を煤で汚しながら、彼らは懸命に水の入ったバケツを手に、火元を探して走り回っている。

　必要なことだったとは言え、彼らを右往左往させてしまっていることには罪悪感を覚えた。

「ユーリ様」

　そんな慌ただしい様子を観察していたエルヴェが、喧噪を巧みに縫ってユーリを呼んだ。

「小作人達の衣服、おかしいですね。ずっと不作が続いていたなら、困窮しているはず。少なくとも、あんな仕立てのいい服を身につける余裕はないでしょう」

「……そうだな」

　走り回る人々は、年齢や性別を問わずほとんどが新しい綺麗な服を着ていた。遠目でははっきりしないが、作ってから一年も経っていないだろう。

　作物が獲れなかった土地で、その影響を真っ先に受けるのは彼らだろうに。

「やはり、伯爵は砂糖の収穫量を偽っていたのか」

「そうでしょう。そしてどこかで、秘密裏に売買があった」

「きちんと下で働く者達へ、還元してはいるようだな」

　あるいは、口止めのためなのかもしれないが。

　だが、すべて推測に過ぎない。ユーリは注意深く、小作人達の動きを目で追いかける。

　ミシェールが見通したとおりならば。

　きっと彼らのうちの一人二人は、こちらの期待通りに行動するはずなのだ。

　火がどんどん勢いを増していく。本格的に館に引火するまで時間がかかるよう計算して藁を撒いたつもりだが、消すのに手間取れば全焼は免れない。

　背中を、汗が伝った。

　まだか。

　まだ、気づかないのか。

　じりじりと、腹の中が熱くなる。

「ユーリ様、あれを」

　それを見つけたのは、エルヴェの方だった。

「あっちか」

　ユーリは立ち上がり、隠れていた茂みから静かに飛び出す。

　男が一人、転がるように走っていくところだった。その手に何か硬いものがあるのが、ユーリのいる場所からも辛うじて見える。

「私が」

「頼む」

　短いやりとりの直後に、エルヴェが風のように走り出す。

「う、うわあっ！」

　ユーリがそれに追いつくより早く、彼は男を取り押さえていた。男の上げた悲鳴は、それ以上に大きく必死なたくさんの叫びに紛れてかき消される。

「手荒なまねをしてすまない」

　驚愕と恐怖に顔を引き攣らせる男のそばに駆け寄って、ユーリは早口でまくし立てた。

「手に持っているものを渡せ。館の鍵だろう？」

　早く。

　早く、しなければ。

「おとなしく渡せば、見逃してやる。お前は虜囚を気遣ってくれたのだからな」

　男の目が、大きく見開かれる。日に焼けた頬を、汗が流れ落ちた。

　揺らぎかけている。

　ユーリは確信し、さらに言葉を続ける。

「もう何もかもわかっている。少しでも罪を軽くしてほしければ、従え」

　青ざめた顔で、男は突き出された手とユーリの顔を交互に見比べる。

　次の瞬間、男の身体からはがくりと力が抜け、ユーリの要求に従った。
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「行かなくてよろしいのですか？」

　努めてのんびりした声で問うてやると、伯爵はすごい目つきで振り返った。

「火事は延焼が恐ろしい。あの辺りは、林が広がっていましたね」

「……あなたの差し金か？」

　唸るような声音は紛れもない殺気を纏っていて、つい足と心が逃げ出しそうになる。

　けれどシャルルは、そんな己を気力で押し止めた。

「早く行きましょう。何でしたら、消火のお手伝いもできます」

　ますます表情を憎悪で染めていく老人に、シャルルは心を奮い立たせ、微笑んでみせる。

「ミシェール、馬の用意を」

「はい」

　伯爵とシャルルを心配そうに窺いながらも、ミシェールは主の指示にうなずいた。

　彼が部屋を出て行くのを物音と気配の揺らぎだけで確かめて、シャルルは顔から笑みを消す。

「火事が私の意図なのかと、お尋ねでしたね？」

　質問として言葉を投げつけるが、もはや伯爵が答えを必要としていないことは彼にもわかっていた。

「そんなことは望んではいませんよ。私はただ、助けたいだけです」

　懸命に何かを守ろうとしている娘と、彼女を手助けしたであろう青年と。

　そして。

「あなたのことも、伯爵」

「……何を仰っているのか、わかりかねますな」

　老人は鼻を鳴らしたが、彼がシャルルの意を察していることはその様子から見て取れた。

　すべて不問に処する用意があるのだと、伝わっていないはずはないのに。

「なぜですか？」

　シャルルは、老人に向かって一歩踏み出す。

「あなたほどの方が、なぜこんなことを？」

　フフトの収穫量をごまかし、不正に売りさばき利益を独占した。少しでもそれに疑問を持つ者が現れたら速やかに始末できるよう、各地に斥候までちりばめて。イヴェットが引っかかったのは、その内の一人だったのだ。農夫の姿は、もちろん変装だ。

　人知れずイヴェットをつけてきた斥候は、イヴェットと会話をしたあとすぐ仲間と連絡を取った。シャルル達に狙いを定め襲撃したのだと、フレイの尋問を受けた男達は白状していた。直接会ったことはないがバラティエ伯爵によって下された命であり、多額の報酬が約束されていたことも。

　伯爵と彼らのような斥候達との直接交渉を行っていた人間は、探し出すのは困難だろう。そのとき限りで人を雇い、極力しっぽを掴まれないように用心していただろうから。

　しかしその他の証拠が確実に出ることは、ミシェールがすでに見通している。この件が表沙汰になれば、伯爵は罪に問われ二度と公の世界には戻ってこられない。

　それがわからない人ではないのに。

「なぜ、と問われるか」

　老伯爵は、泰然とした態度を取り戻していた。そうして、真っ直ぐシャルルを見返す。

　あからさまな憎悪を、彼はその中に見出して息を呑んだ。

「私こそ問いたい。なぜ、あなたはあの者を──ブランの血を引く者ををそばへ置くのか」

　抑えられた声だったが、名状しがたい暗い感情がそこから今にも溢れそうだ。

「最後のオーランシュ公爵──あのフェオドールのしたことを、あなたは知っていたはずだ。それにブランの者が荷担していたことも」

　反駁は、許されなかった。伯爵は、じわじわと距離を詰めてくる。

「あなたを、この国の唯一無二の方に害をなそうとした不届き者フェオドールを、いかに死んだとはいえ不問に処した挙げ句、その片棒を担いだブランの者を従者になどと！　許されない、許していいはずがない！」

　扉の外から、騒がしい音が聞こえてくる。

「だがなぜかこの国は動かない。だから、この私がやるしかないでしょう」

　身体が、腹の内が、頭が熱くなる。爆発してしまいそうな衝動を、シャルルは歯を食いしばって抑え込む。

　この、男は。

「……そのために、国を混乱させたのですか」

　すでに死んだ者の罪を公にし、裁くために。それだけのために。

「むろん、そう大きな波風は立てたくなかった。塩ならばともかく、砂糖なら多少流通が滞ったとしても、それほど大事には至らない。しかしそのおかげで、他ならぬあなたが直々に足を向けてくださるとは」

　口の中に、鉄の苦い味が広がる。

　大事ではない、などと。

「国を乱した事実に、大小など関係ない！」

　もう、抑えられなかった。

「二年だけとはいえ私が守ってきた国を、そして今も幼い王が守る国を、不当に混乱させておいて何を言うか！」

「ならば、なぜフェオドールの罪は見過ごされた！」

　伯爵もまた、荒々しい声を上げる。

「奴の罪の方が何倍も重い！　私を罰するというのであれば、奴と奴に荷担したあの者も相応に裁かれるがよろしかろう！」

　シャルルは、未だ収まらない怒りを抱えたまま口を閉ざした。

　伯爵の言い分は正しい。本来ならば、フェオドールのことが二年前の時点で公にされないわけがなかったのだ。

　──本来ならば。

「失礼いたします」

　緊迫が、扉の外から破られる。

「捕らえて参りました」

　その言葉に、シャルルははっと振り返り。

「ミシェール！」

　伯爵の部下であろう数人の男達に抑えつけられた、従者の姿を目の当たりにした。

「罪人には罰を。罪は広く世に知らしめられるべきです」

　血走った目で、伯爵はシャルルを見つめる。思わず、シャルルが後ずさるほどの激しさで。

「そのために、世を騒がせる必要があった。私にできるのは、せいぜい砂糖の流通を止めるくらいのこと。時期が時期だけに、混乱が起きることは予想できました。私のしたことだと暴かれ、裁判にかけられればその時こそ堂々と要求することができる。今一度フェオドールの罪を裁くことと──あなたの再びの即位を」

「なぜ……」

　何を問おうとしたのか、シャルル自身にもわからなかった。

　なぜ、そこまで裁きを欲するのか。

　なぜ──この自分に、玉座を押しつけたがるのか。

　両方、なのかもしれなかった。

「王都からここまでの道は、あなたが王となられる以前はまったく整備されていなかった。それだけではない、物価の高騰が起きても大きな騒ぎにならず、民が王を信頼していることこそ、あなたのなされた功績をどれだけ民が感謝しているかの証拠ではございませぬか？」

　馬で通ってきた街道。

　道幅は広く、馬車や人の往来は多かった。立ち寄る先で必ず宿に泊まることができた。補給も十分にできた。

　それは、シャルルが王として行ってきたことの結果なのだろうか。

　だとしたら。

「だとしたら……確かに喜ぶべきでしょう」

　でも。

「でも、民達を不当に辛い目に遭わせたのは事実です」

　神殿の前で、暴動が起きかけていたとフレイは言った。薬としての砂糖が足りないから。

「バラティエ伯爵、あなたは自分の勝手な欲のために、民を利用して苦しめた。どんな理由があったとしても、許されはしない」

「許されずとも、構いません」

　伯爵は低く笑い、その鷲のかぎ爪のような手をミシェールに突きつけた。

　告発するかのように。









第十五章



　このときを想定して、火は館よりだいぶ離れたところで準備した。煙は派手に上がっているが、実際は大した規模ではない。

　真っ暗な塔の中を走りながら、ユーリはミシェールの絵を思い出す。

　確か、一つ目の階段だった。そこを上がって扉を三つ過ぎ、左側の部屋。

「ユーリ様！」

　カンテラを持って先導していたエルヴェが、鋭く叫んだ。

「えっ、ユーリ様!?」

　そして上がる、もう一つの声は。

「リアーヌか？」

「ユーリ様！　ああ、ユーリ様っ！」

　鉄の扉を激しく叩く音と、記憶にあるとおりの娘の声。

「今開ける。ああ、そこにクロード・オラニエ殿はいるか？」

「はい、一緒です。クロード様、起きて！　逃げますよ！」

　鍵を開ける間に鈍い音が聞こえたが、ユーリは無視した。人の悲鳴のようなものが聞こえたようにも思うが、気にしている場合ではない。今は、逃げるのが最優先だ。

「申し訳ない。助かりました」

　リアーヌに引きずられるようにして現れた青年が、礼を述べながら痛そうに片腕をさすっていたのも、気にしないことにする。

　恐らく、リアーヌに思い切りぶたれたのではないかと予想はできたが。

「出口は向こうです。急ぎましょう」

「ええ」

　クロード・オラニエは黒い髪に青い目の、ひょろりとした優しげな人物だった。リアーヌをかばうようにその肩を抱いて走る彼を真ん中に、エルヴェが再び先頭に立ちユーリは最後尾を務める。

　喧噪と、光が近づいてくる。目を灼かれるのを覚悟して、ユーリは目を細めてそこへ飛び込んでいく。

　風が、迫ってきた。煙の匂いに軽くむせ、ユーリは辺りを素早く見回した。

　エルヴェはすでに、カンテラを片付けている。手は剣の鞘を握り、油断なく周囲に気を配っている。

　リアーヌは少し服や肌が汚れていたが、健康にはまったく問題なさそうだった。だが長い間の逃亡生活のあと、ここに今まで監禁されていたせいで、やはりかなりのやつれが見て取れた。

　そして。

「ありがとう。すぐにここから移動しますか？」

　しっかりと彼女を支えて、物怖じせず真っ直ぐにユーリを見つめる青年。

「……」

　ユーリは、まじまじと彼を観察した。

　もの柔らかな仕草と、聡明そうな瞳。ゆっくりと話す、その声。

　初めて会った気が、しない。

「どうかしましたか？」

「え？」

　訝しげに首をかしげるクロードに声をかけられ、ユーリは我に返る。

「ああ……失礼。すぐに動けますか？　もう一つ、行かなければならない場所があるのですが」

「わかりました」

　クロードは一瞬煙と小作人達の騒ぎに目をやったが、リアーヌを抱きかかえてうなずいた。

　ユーリはエルヴェとともに再び彼らを連れ、走り出した。
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　もがくミシェールの唇が動きかけたが、シャルルは素早く目配せを送って制する。

　伯爵はそれをどう受け止めたのか、もとの泰然とした態度を取り戻していた。

「フフトの方は、すでにお仲間が見つけ出しているのでしょう。オラニエの小せがれも一緒に」

　鋭い憎悪の眼差しは、ミシェールに一瞬だけ向けられる。

「私を告発されるのなら、むしろ本望です。ですがその場で、私もやはり公言いたしましょう。フェオドールの罪を」

　低い、しわがれた笑い声。ミシェールの顔面が蒼白になり、訴えるような眼差しがシャルルの心を鷲づかみにする。

　悲しみと、恐怖とで。

　シャルルは、固く目を閉じた。高ぶっていた感情はすでに落ち着きを取り戻していたが、伯爵の意思を変えさせるのに、有効な方法が見つからない。

　たった一つしか。

「──あなたの忠誠には、本当に頭が下がります」

　ゆっくりと、シャルルは瞬きする。紛れもない本心ではあったが、滲み出す苦渋を隠すことはできなかった。

「ならば、私もまた明らかにしなければならない秘密が、一つある」

　これは、賭けだ。

　鼓動が速まる。ミシェールの力をもってしても、今の自分の行動がもたらす未来は見通せない。彼の力は、三日以上先のことやあまりに多くの人間に影響を及ぼす事象は予期できないのだ。

　だから、信じるしかない。

　自分を、伯爵を、そしてこの国を。

「なぜフェオドールを不問に処したか。答えは簡単ですよ。彼は、本当は王家へ何一つ危害を及ぼさなかったから」

「そんなはずはない！」

　伯爵の声が、再びうわずった。

「いかに未遂とはいえ、そんなことを企むこと自体が罪だと私は言っているのです！　我らが仕えるべき唯一無二の血統、絶対の主に対して、弑逆など許されることでは……！」

「もし、その血統とやらに連なっていない王ならば？」

　シャルルの声は、決して大きくはなかった。なのに伯爵は、石のように固まって一切の動きを止めた。

　大きく息を吸い込み、シャルルは続けた。ここから先は一気に口にしてしまわなければ。

　きっと心が、挫けてしまうから。

「昔第一王子が生まれて間もない頃、大病を患って生死の境をさまよった。誰もが一時期絶望したのに、奇跡は起きて国は歓喜に包まれた。その後まったく、王子は健康に何の問題もなく元気に育っていったけれど、それが誰の力によるものだったのか、どんな方法を使ったのか、ついに明らかにされることはありませんでした」

　伯爵の表情が、めまぐるしく変化する。浮かんでは消えていく感情を、シャルルは痛ましく見守った。

「そんなことがあったから、誰も疑問に思わなかったのでしょうか。至って健康だったその王子が、即位して二年で大病のために座を退き、また嘘のように快復したという話を」

「何を……」

　疑念から、驚愕へ。そうして今は。

　伯爵が、一歩後ずさった。

「クロード・オラニエに会っているのでしょう？　クロードの兄をよくよく観察してみたら、あなたも気づいていたかもしれませんね」

　シャルルと同い年の、男爵家の跡継ぎ。彼の瞳が父と同じ色だったら──シャルルと同じ榛色だったなら、あるいは。

「まさか……まさかあの男が、あなたの……！」

　伯爵は、やはり聡明だ。曖昧に示唆した事実から、真実に辿り着いたようだ。

　病弱だった王子の、奇跡的なまでの回復。その『奇跡』の種明かし。

　シャルルがここまで、クロード・オラニエのために行動した理由。

　がくりと、伯爵が膝をついた。ミシェールを未だ捕らえたままの男達は、主の様子に不安をかき立てられた様子で、互いに顔を見合わせている。

　これ以上、続ける必要はない。

　シャルルは、男達に向き直った。

「彼を放してくれないかな？」

　男達は狼狽えて一様に視線を彷徨わせていたが、やがて一人が動いた。そうするとあとは容易く、自由になったミシェールは乱れた髪もそのままにシャルルに駆け寄ってきた。

「怪我はない？」

「僕は平気です。でも……」

　紫の瞳が潤み、頬を紅潮させているのはいったいどんな想いのためなのか。

　シャルルは優しく頷きかけ、彼の肩を軽く押しやった。

「いいんだよ。大丈夫だ。早くみんなと合流しよう」

　シャルルは、振り返らなかった。

「……なぜ、そんなことを」

　呪詛のような伯爵の言葉が、追いすがってきても。

「なぜ……なぜ、私には教えてくださらなかった。ロイス三世陛下も、あなたも」

　彼の声が、やるせない湿り気を帯びても。

「──あなたが、そのような方だからですよ。三世陛下も私も、口に出せなかった」

　生まれてすぐの病から生還した第一王子の秘密も。

　突然のシャルルの退位の理由も。

　フェオドールの犯そうとした罪が、闇に封じられたことも。

　すべては、王家を揺るがす秘事に繋がるから。

　ついに呻きは、嗚咽にも似た唸りに変わる。気遣わしげな表情のミシェールを押し留めて、シャルルは静かに背後の扉を閉めた。









第十六章



　フフトが山のように積まれている。リアーヌとクロードに案内されて倉庫に入ったユーリは、まずその膨大な量に圧倒された。

「こんなに……」

「魔術で保存していますから、質には問題ありません。恐らく二年近く前から備蓄してきたのではないかと」

「それが、こんな量に？」

「ええ」

　信じられずに聞き返したユーリに、クロードはあっさりうなずいた。

「収穫量自体、元々かなり多いんです。王都で消費される上質な砂糖の九割方は、ここで産出されますから」

　ユーリは唖然としたまま、フフトの山に向き直る。

　これだけの量が流通されなかったのだから、影響が出るのは当たり前だった。特に聖マイヨン祭での砂糖消費量は相当なものだから、供給が滞れば神殿行事とはいえ取りやめは免れなかっただろう。

「ユーリ様」

　リアーヌが、後ろに立った気配がした。

「供給元が一カ所だけだから、こんなことになったんだと思います」

「そうだな」

　ある予感を胸に、ユーリはゆっくりとリアーヌを見やる。

　少し髪が短くなって、記憶にある姿よりも痩せたようだ。けれど、笑顔の輝かしさに胸を突かれて、ユーリはほうと溜息をつく。

　もともと美しい娘だった。だが、今零れんばかりの喜びを隠さず顕して立っている様はどうだろう。

「私、昔からずっとそう思っていました。そして、農作物がほとんど育たない私の故郷が、新たな砂糖の産地になればどれだけ豊かになるだろうって、ずっと夢見てきたんです」

　リアーヌは、そっと胸元に手を当てた。何かとても神聖な存在を見るようで、ユーリは目を細める。

「何より、私に力を貸してくださって、夢を叶えるためにいろいろしてくださったユーリ様に、恩返しをしたかった」

「リアーヌ……」

　エルヴェが、彼女の名を呟く。彼はユーリを見て、次いでリアーヌに視線を移動させた。彼女はそれを、真っ直ぐに受け止めていた。

「『奇跡』を」

　魔法のようなその言葉が、場を満たす。

「見せてやってくれ。ユーリ様に。持っているな？」

「もちろん」

　強くうなずいて、リアーヌは服の胸元に手を入れる。ごそごそと引っ張り出されたのは、ひもで首から提げられた小さな袋だ。

「文献を調べていて、北の方でも育つ砂糖の原料についての記述を発見したんです。いざとなったら研究の拠点を移すつもりで、資料をありったけ北方のテラルというところに運んで、私は一足先に文献にあった山へ向かって、採取をしていました」

「資料を？」

　ユーリは、まさかと眉を上げた。研究室の机とリアーヌの部屋が空だったのは、もしかして。

「リアーヌ、所長にそのことを話したのか？」

「あ、忘れてました……」

　リアーヌは、しまったという顔をした。

　ユーリは頭を抱えたくなる。リアーヌの連絡不行き届きのせいで、あの優しい所長はどれほど心を痛めていたことか。

「所長はとても心配していらっしゃったぞ」

「はい……ちゃんと謝ります」

　リアーヌは悄然としていたが、すぐに首の辺りをまさぐり始める。服の中から紐をたぐり寄せ、引っ張ると小さな袋がその先にぶら下がっていた。

「苗は取られてしまいましたけど、これだけは守れました。クロード様が『隠行』という術をかけてくれたおかげです」

　クロードの名を口にした一瞬、リアーヌは彼を振り向いた。クロードは優しい笑みを浮かべ、頷く。

「彼女と知り合ったのは、偶然だったんです。王都で、何者かに追われているのを助けたのが縁で。その後もつけ回されているような気がすると彼女から相談を受け、しばらく王都を離れてみたらということで、近くの街まで送る途中で追われる羽目に……。けれどその時にバラティエ伯爵のしていたこともわかったので、キーアに伝言を託して飛ばしました。捕らえられる直前だったので、運がよかった」

「採取から帰った時だったんです、最初に襲われたのは。もし研究所に迷惑がかかったらと思うと寮にも戻れなくて、そのまま連絡もできなくて。そのあと、もしかしてこの植物のせいで狙われるのかもしれないって思ったから、伝言もあんなに曖昧になってしまったんです」

　項垂れるリアーヌの肩を、ごく自然な動作でクロードは抱き寄せる。

　ユーリは、はっとした。

　何か、信じられないことが起きている気がする。

　鼓動が速まる理由が驚きなのか恐れなのか、それとももっと違う何かのせいなのか、ユーリには判断できなかったけれど。

「あ、そんなことより」

　リアーヌは思いの外あっさりと、クロードの抱擁から離れる。

「これを、ユーリ様に」

　リアーヌがすぐ目の前に立って、ユーリは我に返る。

「私達の故郷でも、育てられます。どうか、ユーリ様の手で広めて、根付かせてください」

　ユーリは、掌にのせられた袋の口をゆっくりと開いた。中からこぼれ落ちたのは、本当に小さく細かな黒い粒がいくつか。



　──そしていつの日か、きっと帰ろうと思います。私の大切な故郷に、十分に育った奇跡を連れて。



　そろそろと、視線を持ち上げる。エルヴェ、クロード、そしてリアーヌへと移動させていく。



　──今は私一人で生み育てなければならないけれど、きっとそれが故郷の地を甘く潤してくれることを、信じています。



　これが何なのか、わかった気がした。

「……新しい砂糖の原料となる植物の、種なんだな？」

「はい！」

　リアーヌはいっそう明るく美しく微笑んで、涙ぐみながらユーリを見返した。

「『奇跡』……ミリティと名付けようと思います」

　その響きの、何と相応しいことだろう。

　ユーリは頷き、友人が必死に守った種をそっと袋に戻した。

「伝言を作る時、咄嗟にユーリ様宛にしてしまいましたけど、私信じていました。ユーリ様なら、きっと私達を見つけてくださるって」

　真っ直ぐな言葉に、胸がいっぱいになる。

　信じてくれていたのだ、リアーヌは。自分は愚かにも、彼女を疑って罵ってすらいたというのに。

「きっと……この種はうまく根付かせてみせる」

　ユーリは、真っ直ぐリアーヌを見つめた。

　胸や喉が熱くなり、足が震えて立っているのも難しい。

「リアーヌのしてくれたことを、無駄にはしない。約束する」

　それは償いであり、自分の役目だ。

「ユーリ！」

　シャルルの声と、複数の足音が飛び込んでくる。

「シャルル様……」

　種の入った袋を握りしめて、ユーリは駆けてくるシャルルを振り向いた。

「なぜ殿下がここに？」

　クロードが驚いたような声を上げた。シャルルはそれに応えて、ひどく柔らかな表情をする。

「砂糖のことを調べていたのと、君達を探してね」

「そんな、殿下御自ら……」

「オラニエ男爵に、息子を失う悲しみを味わわせたくなかったからね」

　クロードは恐縮した様子で膝を折り、シャルルのことを知らないはずのリアーヌも、彼に倣って頭を下げている。

　そんな二人には、聞こえなかったかもしれない。

「……もう、二度とね」

　シャルルが、小さくそう呟いたのは。
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「とにかく、戻ろうか。ミシェール、フフトを少し持っておいで」

「はい」

　積み上げられたフフトの山から、ミシェールは一握りほどをつかみ取りハンカチに包む。これを持って帰って、宰相に見せた上で事後のことを決めようと思う。

　なるべく、穏便に。

　リアーヌの悲鳴が聞こえたのは、そのときだった。

「シャルル様！」

　ミシェールが鋭く叫び、シャルルの前に立ちはだかった。

「ここもばれてしまっておりましたか。それとも、そこの穢れた血族の末裔が見抜いたのですか？」

　しわがれた、感情の抑揚に乏しい声音。

　外からの白い光を背負い、黒い影の集団が一糸の乱れもない動きでばらばらと散開する。

「伯爵……」

　人影の中から現れた老人を、シャルルはやるせない思いで呼んだ。

「そこの小娘は、ほとぼりが冷めた頃に解放してやるつもりでしたが。こうなれば致し方ありませんな」

「口封じ、ですか？」

　前に出ようとしたシャルルを、ミシェールの腕が止める。安心させるようにその肩に軽く触れてやり、シャルルは続けた。

「私達がここへ向かったこと、その理由も含めて、国王陛下や宰相閣下はご存じです。もしこの伯爵領で我々の消息が途絶えたら、直ちに調査の手が伸びるでしょう。砂糖のことも含めて、あなたのしたことは確実に明るみに出る」

「それがどうかしましたか？」

　伯爵はせせら笑い、シャルルは思わず肩を震わせる。

　光と闇に慣れてきた目が、ようやくそれを捉えた。

　自分を睨む伯爵の、異様な眼光。

「これまで、お前などに尽くし仕えてきたのかと思うと、腹立たしいばかりだ。国を、我らをたぶらかしてきた偽王が」

　周りの気配が、硬直するのを感じた。飛び出そうとするミシェールの、腕を掴んで引き寄せる。

「シャルル様……」

「いいんだ。事実だから」

　自分でも驚くくらい、心は凪いでいた。

　伯爵の言葉も憤りも、正しい。その裏にどんな事情があったにせよ、自分は伯爵を──国のすべてを騙して生きてきたのだから。

　偽の、王として。

　シャルルは、足に力を入れ直す。伯爵の視線は、ただ自分にのみ注がれていた。

　ゆっくりと息を吸い込んで、彼は再び口を開いた。

「全員をどうにかする必要はないでしょう。彼らが何を申し立てても、身分があなたを守ってくれるのだから」

「シャルル様！」

　意図を察したのか、ミシェールがすがりついてきた。彼を見ないままその背中に手を当てて、シャルルは首を振る。

「いいんだ」

「でも……！」

「いいと言っている。放せ」

　努めて冷たく命じる。ミシェールの身体がびくりと痙攣し、シャルルに触れている腕が小刻みに震えだす。

　胸が締め付けられたが、シャルルは意を決して細い身体を突き放した。

「あなたの恨みを、正当に晴らせばいい。ただし、それが許されるのは私に対してだけだ」

　そのまま、前に進み出る。

　振り返らずに、老人の姿だけを視界に収めて。

「殊勝な心がけだな」

　嘲笑を、間近から浴びせられた。

「いいだろう。確かにそこの馬の骨どもが何を喚こうと、まともに聞く者などいはしないだろうからな」

「ミシェール。みんなを頼むよ」

　彼が、持ちこたえてくれさえすれば、自分以外の皆は、助けられる。

「シャルル様、駄目です！」

　独特の響きを持った、ユーリの悲鳴が上がる。

　できることなら、彼女の本来の声を、言葉を、もっと聞いてみたかった。

　影達が動く。伯爵が、ぎらぎらと目を光らせて小さく手を上げる。

　それが振り下ろされたときが、きっと最期だ。

　何も考えないように心を抑えつけて、シャルルは静かに目を閉じる。

　闇。

　風が、頬を撫でた。









第十七章



　伯爵の配下達が、次々と吹き飛ばされ、あるいは地に打ち倒されていく。

　何が起きたのかユーリにも理解できていたわけではなかったが、身体は先に動いていた。

「こちらへ！」

　エルヴェが促すのに従って、リアーヌを抱え込むようにしてフフトの脇へ移動する。

　何にも邪魔されることなく。

　すぐには、信じられなかった。

　あり得ないほどの強風が、煽られ叫ぶ男達だけを翻弄している。

「ぐ……貴様！」

　ただ一人、バラティエ伯爵のみが風に向かい立っている。服の裾や白い髪がやはり大きくはためいているが、他の男達のように吹き飛ばされないのは、自身の周りをなにがしかの魔術で守っているからか。

「僕の主に危害を加えるおつもりであれば、これ以上黙っているわけにはいきません」

　風の中心で、凛と言い放つ声。

「ミシェール……！」

　やはり風に侵されない場所から、シャルルが茫然とその主の名を呼んだ。

「な……にを、君は」

「お叱りは後でいくらでも受けます。ここは僕一人で大丈夫ですから、ユーリ様達を連れて外へ出てください」

　ミシェールの視線が、ユーリの方へ向けられる。はっとしたが、彼は黙ってうなずいただけだった。

「早く、今のうちに」

　いつの間にか、影の男達は姿が見えなくなっている。ミシェールの力に屈したのか、恐れをなして逃げたのか。

　いずれにせよ、今が好機だ。

　懐に入れていた絵の一枚に、ユーリは服の上から触れた。

　フレイがここにいない理由。彼は、迎えに行ったのだ。

　ミシェールの予知を信じるなら、それはもうすぐ訪れる。フレイが、ここへ連れてきてくれるはずだ。

「行こう」

　ユーリは、その場の全員に聞こえる声で言った。

「シャルル様、早く！」

　ことさら強く呼びかけると、シャルルの背中に震えが走った。

「だけど、ユーリ……」

「大丈夫です。任せましょう」

　それでも彼は、まだ迷いを拭い切れていなかった。意を決して、ユーリは彼に駆け寄る。

「さあ早く」

　本当は、何が彼を躊躇わせているのかを正しく理解していたわけではなかった。

　ただ、何か言わずにはいられなくて。

「あなたが二年間この国を守ったことは、民が……民である私が知っています」

　感情が高ぶって、頬が火照ってくる。

　何も考えていなかった。理性で判断できなくなっていた。

「ユーリ」

「早く！」

　シャルルの腕を掴み、そのまま走り出す。エルヴェとリアーヌ、クロードも着いてきているのを、ユーリは目の端で確かめた。

「ま、待て！」

　伯爵のそばを通り抜けようとしたとき、呻くような声が追いすがってきた。はっとしたが、ミシェールの反応の方が早い。

「う、が……ぁ！」

　押しつぶされたような伯爵の悲鳴が、ユーリの胸を抉っていく。足が止まりそうになったが、最後の最後で踏みとどまった。

　いったい何が起きているのか、ユーリにはわからなかった。ただ一つ、それをしているのがミシェールであるということ以外は。

　ミシェールの魔術、なのだろう。伯爵を、強い風圧で抑えつけているのかもしれない。

「ミシェール、駄目だ！　そんなことをしたら──！」

「手加減しています。大丈夫です」

　シャルルは真っ青になって叫んだが、ミシェールはいつも通りの穏やかで優しい様子を少しも崩してはいなかった。

「何も心配いりません。クロード様の『隠行』を解けなかった人が、僕に勝てるわけがない」

　だから、なおのこと。

　ミシェールが、心配なのだ。

「……シャルル様、一刻も早く離れましょう」

　エルヴェも、シャルルを促す。

「ここでぐずぐずしている分だけ、伯爵閣下の負担が増すかと」

「……わかった」

　シャルルは力なく頷いて、這いつくばる老人を一瞥すると素早く踵を返して走り出し、今度はユーリが彼に引きずられる格好になった。

　外に出るまであっという間だったはずなのに、ずいぶん長い時間がかかった気がした。

「ああ、びっくりした」

　大きく息を吐き出すリアーヌの声は、言葉と裏腹にどこか暢気だった。

　それで少し、ユーリも落ち着きを取り戻す。

「しかし、これからどうしましょう？」

　真っ先に頭を切り換えたのは、クロードだった。

「フフトは見つけたし、証拠にもなるでしょうが、王都から調査隊が来る前に処分されたりしたら元も子もありません」

　王都は遠い。しかも伯爵に地の利がある以上、ここにいる全員がいくら気を配っても隙を突かれる可能性は十分にあった。

「わかっている」

　ユーリは、シャルルに向き直った。彼はまだ幾分青ざめていたが、さっきよりは冷静になっているようだ。

「まだ火事は治まっていないようだね」

　やや離れたところで上がる黒煙に目をやり、彼は懐を探る。ユーリは足下の枯れ枝を拾い上げ、湿っていないことを確かめた。

「原始的だけど、やっぱり一番有効な合図方法だろうね」

　差し出した枝の先に、シャルルは火打ち石を近づけて勢いよく打ち合わせる。たちまち燃え始めた枝を、高く掲げて振り回す。

「リアーヌ、クロード殿。枯れ草を探して集めて来てほしい」

　火が消えないうちにと、ユーリは立ち尽くしたままの二人に指示を出す。彼らははっとして、すぐに動き始めた。

　懐にしまってある絵の光景を、ユーリは脳裏に思い浮かべる。

　空を目指す煙と、その下に広がる林。伯爵の館とフフト畑につながる小道を、馬が連なって疾駆している。

　ミシェールの視た未来が本物なら、もうすぐそれは形となってここへ現れるはずだった。

　早く。

　一刻でも、早く。

「ユーリ様」

　祈るような想いを、エルヴェの呼び声が遮った。彼の指さす先を見やり、ユーリの膝は砕けそうになった。

　どんどん近づいてくる大きな馬の背に、危なげなく跨がり手を振る人影がある。黒い髪に黒い衣装の。

「大丈夫か!?」

　フレイだ。

「お姉様！」

　馬首にしっかりとしがみついて彼の前に乗っているのは、イヴェット。

　馬が苦手なのに、絵に示されていたとおり本当にここまで着いてきたらしい。フレイはフレイで、あの妹のわがままに付き合ってくれたのだろうか。

　イヴェットを置いてきたのは、足手まといになるのを避けるためともう一つ、連絡係を務めてもらうためだ。キーアに手紙をつけて飛ばし、それを受けとってここへ駆けつけてくれるはずの人達への。その役目を果たしたあとも、宿から動くなと言っておいたのに。

　妹とフレイの後に続いてやってきたのが、まさにその人々なのだとすぐにわかった。

「怪我はないか？　悪い、少し遅れたな」

「問題ないよ。すべて予定通りだ」

　フレイに鷹揚な笑みを見せるシャルルの傍らに素早く駆け寄って膝を折る人物を、ユーリが目にするのは初めてだった。

「殿下、遅参いたしまして誠に申し訳もございません」

　黒い髪に少し白い色が混ざってはいるが、まだ老いた印象のない壮年の男。

「バラティエ伯爵の不正、確かに書面により承りましてございます」

　男を凝視していたクロードが、目を大きく見開いて茫然と呟いた。

「父上……？」

　それでようやく、わかった。ぎろりとクロードを睨みつける男こそ、ジェルマン・オラニエ男爵なのだ。

「殿下、失礼いたします」

　かつては凄腕の騎士として勇名を馳せたという男爵は、すっくと立ち上がったかと思うと、瞬く間に息子との距離を詰めた。

　次の瞬間。

　乾いた高い音が林に響き渡り、それに驚いたらしい小鳥達が一斉に飛び立ちざわざわと木々を動揺させた。

「この、馬鹿者が！」

　頬を打たれて倒れたクロードを、男爵はさらに怒鳴りつける。

「どれだけ、迷惑と心配をかけたと思っている！」

　拳も肩も、身体中がわなわなと震えている。

　顔を歪めて、腹の底から想いを吐き出す彼の肩に。

「……男爵」

　ひどく弱々しい表情で、シャルルが手を置いた。

　呼吸を整えてから、男爵はゆっくりとシャルルを振り返る。乱れた前髪の影からのぞく瞳が、ユーリの位置からもはっきりと見えた。

　榛色。

　シャルルと、同じ色。

　──偽王。

　──国を謀った。

　バラティエ伯爵の言葉が、耳の奥に蘇る。

　頬を押さえてそんなシャルルと父親を交互に見上げるクロードの面差しが、ユーリに雷のようなひらめきを与える。

　似ている。

　顔立ちではなく、雰囲気が。

　木々が、騒ぐのをやめ、静寂が戻ってくる。

　この場の何人が、男爵とその息子、そしてシャルルとの驚くべき相似に気がついただろう。

「……感謝いたします。シャルル殿下」

　衝撃にとどろく胸を抑え息を殺していたユーリの目の前で、男爵は身体の向きを直し再び臣従の礼をとる。その後ろで、クロードも同じく膝をついた。

　シャルルは、小さく笑みを浮かべる。

「そんなに改まる必要はありません。……当たり前のことを、しただけですから」

　ユーリの気のせいでも錯覚でも、なかったはずだ。

　彼が、泣き出しそうに見えたのは。
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　バラティエ伯爵は拘束され、今はオラニエ男爵の監視下にある。フレイとエルヴェもそれを補佐しに行っていた。

　シャルル達は、近隣の別な貴族の館に泊めてもらえることになり、今はそこが臨時の会議室のようになっていた。クロードとリアーヌは監禁されていたことを考慮し、先に休ませている。日頃剣術などで鍛えているクロードはともかく、リアーヌはやはり衰弱していた。もう大丈夫だと理解した瞬間、気を失ったのだ。イヴェットとユーリが付き添いのもと、今も眠っていることだろう。

　あの二人がバラティエ伯爵に狙われたのは、砂糖の新たな原料となる植物を見つけて所持していたためだ。砂糖が足りないために混乱している世の中に、今までとまったく違う砂糖の原料が発見されたなどと発表されてしまったら、伯爵の計画に狂いが生じてしまう。もちろんその新しい原料で生産がされるまで何年もかかるが、伯爵としては目的を遂げるまでどんな不安材料も見逃したくはなかったらしい。

　伯爵だけではないが、多くの貴族達は各地に部下を送り込み、情報を集めている。政治的情勢の変化に素早く対応できるようにするためだが、その部下の一人が、リアーヌの見つけた植物のことを伯爵に報告したのだ。そしてリアーヌは目をつけられ、巻き添えを食う形でクロードも一緒に掴まったというわけだった。

「……まったく、殿下は無茶をなさる」

　まるまるとした顔に汗を浮かべて、苦々しく自分を睨んでくる老人に、シャルルは返す言葉もなかった。

「ご足労いただいて申し訳ない、アラゴン伯爵。陛下は大丈夫ですか？」

　老人──宰相アラゴン伯爵は、小さく頷いた。

「ええ。信頼できる者に護衛を任せて参りました。……殿下のご心配が、わからぬ訳ではないのですよ。ただ、もっと我ら臣下を信頼し、任せていただきたいと申し上げておるのです」

　溜息をつく老人を、ミシェールが心配そうに見ていた。

「ええ、ですからこうしてバラティエ伯爵の下へ乗り込む前に連絡して、あなた方に来ていただいたのです。これで此度のことは隠蔽されずにすみます。アラゴン伯爵」

　シャルルは、にっこり微笑んだ。

「誰も信じないわけにはいかないでしょうからね。宰相の証言なのだから」

　実質的に今この国を司っている老伯爵は、もはや苦笑するしかないようだった。

　シャルルは、バラティエ伯爵領へ出発する前にキーアに手紙を託し、事件のあらましをアラゴン伯爵とオラニエ男爵に伝えたのだ。

　フレイは彼らを出迎えるためと、万一の場合の連絡要員として途中の宿に待機していた。まさか宰相直々に来るとは思わなかったと、あとで彼は苦笑していたが。

「……しかし、バラティエ伯爵のしたことは許せないけれど」

　組んだ手の上に顔をのせて、シャルルはうつむいた。

「退位するときに、彼には打ち明けておくべきだったのでしょうか」

　シャルルが王位を退いたのは、もちろん血筋のことを考えたからだ。

　この国の第一王子は、生まれたときすでに息をしていなかった。懸命の処置で一時は弱々しいながら産声を上げたものの、数日後には儚く身罷ってしまったという。

　当時国勢は不安定だった。隣国から嫁いだ王妃は長く子懐妊が叶わず、やっと授かった王子が生まれてすぐ死んだとなれば、王妃の生国との関係すら危うくなりかねない状況だった。そこで王と近臣達がとった方法が、身代わりを立てることだった。

　王子の乳母になるはずだったオラニエ男爵夫人が無事に産み落とした双子のうち、両親の特徴をあまり色濃く持っていなかった方を、彼らは王宮へ引き取ったのだ。

　金髪に榛色の瞳の、シャルルと名付けられた赤子を。

　王子として育てられた子供が成人し、即位するまで、国王をはじめとして守り通してきた秘密だった。シャルル自身、物事の分別がつく年頃になるまで、そんなことは知らずにいた。

　今は幼い『弟』が十分に成長するまで、彼は自分に与えられた『王』の役目を果たすつもりでいた。だがフェオドールがミシェールの力で秘密を暴いたとき、潮時だと思ったのだ。

　ふさわしい者に本来の立場と権力を返すべきだと、糾弾されたような気がしたから。

　憎々しげなバラティエ伯爵の言葉が、耳に蘇る。

　──偽王。

　自分は確かに、偽りの存在なのだ。

「シャルル様」

　ふわりと、傍らで風が動いた。頬に触れる優しい感触が、ミシェールの髪だと気づく。

「シャルル様がこの国のためにしてくださったこと、僕にくださったものを、僕達はちゃんとわかっています。僕達が感謝して大切に思っているのは、まさにその事実です」

　シャルルは、ゆっくりと顔を上げた。好々爺然とした宰相の、温かな眼差しが彼に注がれしっかりと頷きかけてくれる。



　心の奥から、響いてくる声がある。



　──あなたが二年間この国を守ったことは、民が……民である私が知っています──



　強く輝いていた緑の瞳、何の迷いもなく自分を連れ出してくれた、あの手。

　不意に、思った。

　彼女の言葉を、彼女自身の声で聞いてみたいと。









第十八章



　花火が上がる。歓声が硝子を通り抜けて部屋の中にまで届き、ユーリを落ち着かない気持ちにさせた。

「ほら、お姉様」

　妹が、得意げな様子で後ろに立って鏡越しにユーリを見ている。そろそろ時間だというのに、髪はぼさぼさで服も普段着の簡素なドレスのままだ。

　夕食を早めに終えて、イヴェットは部屋に入り浸りリアーヌ共々ああでもないこうでもないと、ユーリの髪型や服をいじり回していたのだ。

「お姉様は醜くなんかなくってよ。ちゃんと綺麗に見せてないだけだわ。……コルセットだって、私より一回り細いし……」

　よほど悔しかったのか、イヴェットがユーリのコルセットに言及するのはこれで三度目だ。

「そうですよ、ユーリ様」

　同じくかなり疲れた様子のリアーヌが、こちらはちゃっかりと自分の支度は調えて胸を張っている。ユーリを満足げに見つめる彼女の頬がなぜか、ほんのり染まっていた。

「ちゃんと見て、お姉様」

　ぼんやりしていたら、イヴェットが無理矢理ユーリの顔を鏡の方へ向けた。目を閉じてしまいたかったが、それすら予想していたのか彼女の指が瞼の縁にかかっていて果たせない。

　そうして向き合った自分の鏡像に、泣きたくなった。

　短い髪を隠すために、かつらが被せられている。華美で下品というわけではないが、派手派手しく結い上げられ、目の周りや唇も華やかに彩られている。何かの冗談としか思えない姿だ。

「せっかくの聖マイヨン祭ですもの、これくらいしないと」

「そうですわ。とてもお可愛らしいですよ、ユーリ様」

　妹と友人は口々に言ってくれるが、とてもユーリにはそうは思えない。いつもの男装の方が、よほど似合っているような気がするのだ。

　けれど、これからしようとすることのためには、この姿の方がふさわしいかもしれない。

「じゃあ、私自分の支度をしてくるわ。あとでね、お姉様。リアーヌ」

「神殿前広場でお待ちしておりますわ」

　せかせかと手を振って出て行く二人を見送って、ユーリは立ち上がり部屋を出る。着慣れない長いドレスの裾が足に纏わり付いて邪魔くさかったが、歩くのに支障はなさそうだ。

　玄関へと続く長い廊下にすら、浮き足だった雰囲気が充満していた。

　今宵は、聖マイヨン祭。大切な相手に、甘い甘い贈り物を捧げる日。

　ユーリの手の中にも一つ、リアーヌに教わりながら作った焼き菓子が密やかに抱え込まれている。





　もうだいぶ夜も更けているというのに、大通りに配置された松明と露店の明かり、立ち並ぶ家々の灯で辺りはまばゆく輝いている。そぞろ歩く恋人達は特に、各々の手に贈り物を大切に抱いて幸せそうだ。

　そんな街の雰囲気に気圧されそうになり、うつむきかけた顔をユーリは思いきり上に向けた。

　弱気になっては、いけない。

　人混みを縫っていく。時折不躾な好奇の視線が向けられるのを感じたが、気にしている余裕はなかった。

　ドレスでこんなに長い距離を歩くのは初めてだった。

　早く行かないと、彼は帰ってしまうかもしれないと、気持ちが焦る。

　自分がどれだけ滑稽な姿をしていて、人の目におかしく映っていたとしても、今はどうでもいい。

　言わなければならないから。彼に。

　きちんと、伝えなければならないから。

　人の波が消えていく。夜の眠りを邪魔されて不満げな木々の間を通り抜けて、途切れた視界の先に巨大な建物が現れる。

　闇女神の神殿だ。

　ここの前を通り過ぎた、王都へ来たあの日がすでに夢のようだ。

　今ここにいる自分が、女の装いをして立っていることも。

　心が震えだす。逃げ出したくて、足が勝手に踵を返そうとする。

　逃げてはいけないのに。

　怖い。

　彼はいったい、自分の姿を見てどんな顔をするだろう。

　誰よりも、彼に失笑されることが怖い。たとえ彼がどんなにそれを隠そうとしても、自分はきっと気づいてしまうから。

「お待たせしてしまったでしょうか？」

　不意に後ろから呼びかけられて、緊張で舞い上がっていた心臓がそのまま口から飛び出しそうになった。

「遅くなりまして、申し訳ございません」

　来てしまった。

　この瞬間が。

　胸に抱いた包みを強く抱え込む。がくがく震える足で、必死に後ろへ向き直る。

「ユーリ様？」

　無数の篝火に照らされたエルヴェは、常と変わらない静かな様子で真っ直ぐユーリを見つめていた。

「……エルヴェ」

　泣きたくなる。

　炎と闇とエルヴェの輪郭が、じわりと滲んでいく。

　けれどユーリは心を奮い立たせ、言葉を胸の内から送り出す。

「エルヴェ、これを」

　半ば押しつけるようにして、持ってきた包みを彼に渡す。温かく甘い匂いがふわりと漂い、ますますユーリを緊張させた。

「これは……」

「今日は聖マイヨン祭だ。だから」

　二人で聖マイヨン祭を迎えたことは何度もある。だが、ともに過ごしたり祝ったことは一度もなかった。

　そしてこれが、最初で最後だ。

「あのとき言ったことは、覚えているな？　これ以上私を枷にするなと」

「そんなことはないと申し上げたはずです」

「お前がどう思おうと、事実だ」

　ユーリが彼を従者にしている限り、彼の未来はたった一つしかない。何者にも、なれない。

　何を得ることも、叶わない。

「私は、お前が好きだった」

　決して口にすまいと思っていた気持ちが、思いの外容易に飛び出したことに、ユーリは自分でも驚いた。静かな心で、彼女は目の前の青年をつくづくと見つめる。

　綺麗な黒い髪、誠実な青い瞳、整った顔立ち。そして何より、それらの奥にある彼のすべてが、いつからか無上の宝物になっていた。

「お前に嫌われるのが怖くて、離れていってしまったらと考えただけで恐ろしくて、今まで言えなかった……」

　うつむいてしまいそうになるのを、堪える。掌に握りしめた爪が食い込んで、痛い。

　エルヴェの姿は、滲む視界の中でただ揺れていた。何も言わない。言えないのだろう。

　優しい人だから。

　優しくて、ずるい人だから。

　だからユーリも、口をつぐむ。

「ユーリ様！」

　踵を返した背中を、彼の声が追いかけてくる。だが踏み出した足を止めることなく、ユーリはそれを振り払う。

　これで、いいのだ。

　夜露に濡れた草が、靴の下でさくさくと音を立てる。

　せっかく妹たちが化粧をしてくれた顔がぐしゃぐしゃになってしまったことに気づいたのは、神殿のほとりにある川縁にたどり着いたときだった。



＊＊



　聖マイヨン祭では、家族や友人へも贈り物をする。今年もミシェールが作ってくれたお菓子を、シャルルはありがたく受け取った。

「おいしそうだね。今年は飴なのかい？」

「はい。去年は焼き菓子だったから」

　一人で暮らしていた年月が長かったせいもあるだろうが、ミシェールは料理がうまい。一流の料理人によるお菓子や料理はもらっても、親しい人からの手作りの品を贈られた経験がなかったシャルルは、去年彼の作った菓子を見て驚いたものだった。

　当然形は不揃いで、シャルルがこれまでの生活の中で見てきた菓子とは比べものにならない。けれどその素朴さと何よりもそこに込められた想いが嬉しくて、今年も楽しみにしていたのだ。

「ありがとう」

　大切に包みを胸に抱える。ミシェールははにかんだ。

「ところで、お前はそろそろ行かなくていいのか？」

　すでに飴を口に入れているフレイが、もごもごと声をかけてきた。

「せっかくイヴェット達が密告してくれたんだから、逃す手はないぜ？」

「密告って……」

　つい先刻の、華やかに着飾った女性達の来訪を思い出して、シャルルは複雑な顔をする。

「馬車も空いてるし、馬で行くならもっと早く着けるぞ」

　フレイは明らかに焚きつけようとしているらしいが、シャルルはどう答えていいのかわからない。

　イヴェット達は、突然やってくるなりこう言ったのだ。

　──ユーリは闇の神殿に行くはずだ、と。

　しかも、彼女はエルヴェに会うためにそこへ向かったのだ。

「着いてみたらとんだ邪魔者だった、なんてことはごめんだからね」

　言ってはみるものの、もやもやとしたおかしな気持ちは少しも晴れない。

「シャルル様」

　くす、とミシェールが笑う。

「ご心配なら、僕が保証をさしあげます」

「え？」

　綺麗な紫の瞳が、いたずらっぽく光っていた。

「あの方はマドレーヌがお好きだそうです。神殿へ向かうまでの露店で売っていますから、忘れずお買いになってくださいね」

「ミシェール、何を」

「神殿の奥の、小さな川が流れている場所です。ちょっと暗がりになっている」

　唐突な発言が何を意味するかに思い至って、シャルルはぐっと詰まった。

「……視たんだね？」

「ごめんなさい。でも、気になってしまって」

「ミシェールだけを怒るな。俺達みんなで頼んだことなんだから」

　割って入ってきたフレイに、シャルルは目を瞠る。年上の友人は、ひどく心配そうな顔をしていた。

「あいつはすぐ、一人になろうとする」

　黒い目は、幼馴染みの娘を想ってなのか憂いで曇っていた。

「きっと泣いてるだろうから、行って一緒にいてやってくれ」

「フレイ……」

「お前にしか頼めないし、できない」

　ユーリの緑の瞳が、悲しく伏せられていく様が何よりも印象に残っている。見つめる先には、いつでも彼女の大切な従者がいて。

　想いが叶わないことを、届かないことをすでに知っている眼差しだった。

　シャルルは、静かに立ち上がる。その肩に、ミシェールが黙って外套をかける。

「留守を頼むよ」

「はい、いってらっしゃいませ」

「しっかりな」

　見送る二人に、シャルルは振り返らないまま手を上げた。





　夜が踊っている。

　幸せそうな笑い声が、風に紛れてゆるりと彼を通り過ぎていく。

　神殿へ行くには表通りが一番近道だが、露店が建ち並びそれを見て歩く人々のゆっくりした流れをかき分けて進むには、馬では困難だ。

　シャルルは迷った挙げ句、近道を行くことを選んだ。ミシェールの助言が頭にあったせいもある。

「マドレーヌを」

　一番最初に見つけた露店で、おいしそうな匂いを漂わせているマドレーヌを、シャルルは店主に指し示した。赤ら顔の店主は汗ばんだ顔を嬉しそうに綻ばせながら、手際よく袋に包んだ。

「盛況なようだね？」

　ほとんど残り少なくなった店の菓子を眺めながら、シャルルは話しかける。

「ええ、おかげさんでね。砂糖の値が上がったときはどうしようかと思ったんだが、祭りの前に安定してなによりだったよ」

　そのために、どれだけアラゴン伯爵やオラニエ男爵、他の貴族達が尽力したかをシャルルはよく知っている。

「あんな小さい王様で大丈夫なのかと思ってたが、前の王様と同じでちゃんとわしらを見てくださっているんだねぇ」

　店主が菓子の包みと一緒にくれたその言葉が、何より嬉しかった。

　温かい気持ちで、彼は夜の中を走る。

　こんもりと茂る森が見えてくる。松明の明かりの下をくぐり、シャルルは不意に足を止めた。

　こちらへ歩いてくる人影。すらりと背の高い、闇に溶ける髪色と青い瞳。

　エルヴェ。

「シャルル様」

　膝を折ろうとする彼を目で制して、シャルルはその脇をすり抜ける。

　彼の手に綺麗な包みがあったのも気づいていたが、あえて視線と意識を逸らした。

　泣いているだろうから、というフレイの言葉を思い出す。

　エルヴェがここに一人でいるのなら、やはりそれは正しい。

　彼女を、選ばなかったのだ。この青年は。

　切なさが、胸をひたひたと満たす。

　どんな想いで、彼女はあの包みを彼に渡したのだろうか。

　今、どんな気持ちでいることだろう。

　暗がりになっている川のそば、とミシェールは言っていた。シャルルは何度も闇の神殿を訪れているから、心当たりはあった。

　真っ直ぐ神殿まで延びる大きな道を逸れて、左へ方向を変える。

　明かりはない。松明の炎では、ここまで届かない。

　シャルルは、用心深く歩いて行った。明かりを点す魔術もあるが、ユーリに見つけられたら逃げられてしまうかもしれないと思ったのだ。

　泣き顔を他人に見せられるほど、あの娘は強くない。まして、自分が相手では。

「誰!?」

　暗闇から鋭い誰何の声が飛んでくる。不意のことで驚いたのも束の間、すぐにそれが誰のものなのか、シャルルは気がついた。

「ユーリ」

　足を止めたまま、呼びかけてみる。さらさらという水の流れが、静寂をわずかに乱している。

「……シャルル様？」

　弱々しく震えている声が、魔道具を通さない彼女本来のそれだとわかり、嬉しくなった。

　誰のために、何のために今夜、それを外していたのか。わずかな嫉妬を感じないといえば嘘になる。

　しかし今は、もっと大切なことがあるのだ。

「エルヴェを、行かせたんだね」

　視界が悪い分鮮明に、彼女の感情が伝わってくる。怯えてでもいるような気配に、シャルルの方も心細くなった。

「……エルヴェが、大事だったんです」

　それでも彼女は、気丈に答える。

「私にとって大切な人が、私のせいで想いが叶わずに苦しんでいるのなら、障害になってはいけないですよね？」

　悲しくなった。エルヴェの忠誠を、その真実を、シャルルは知っていたから。

「そんな風に考え、行動できることはとても立派だと思うよ」

　だから、そう答えた。エルヴェがどれだけユーリに尽くしていたか、どれだけ彼女を大事に想っていたかなど、今更語って聞かせたとしても詮ないことだ。

　彼女の行動と心を、無にすることだ。

　何より、彼女以上にそれを知る者など、この世に存在しないだろう。

　闇の帳の向こうにいる娘は、まだ震えているようだった。

「私は」

　長い間封じていた真実を、初めて形にするために全身全霊を使っている。

「私は、私自身の価値を、エルヴェが認めてくれることでしか確かめられなかった。だから彼がいなくなることが怖かった」

　では、今は？

　いつの間にか包みを強く抱えていたことに、シャルルははっとした。これ以上力を入れていたら、台無しになるところだった。

　少しずつ暗さに慣れてきた目を、凝らしてみる。ぼんやりとした輪郭しか捕らえられないが、確かに彼女はそこにいる。

　もう少し、近づいてみてもいいだろうか。

　夜露を、布越しの脛にじわりと感じた。一歩ずつ、シャルルは彼女との距離を縮めていく。

「シャルル様？」

　立ち止まったのは、彼女の声に胸を突かれたからだ。

　彼女の声は少し怯えて、警戒すら露わにしていた。

　まだ、なのだ。

　まだ、ここまでだ。

　ほんの三歩か、二歩。まだ自分達にはそれだけの隔たりがある。

　埋められるだろうか。

　鼓動が、不安と期待と恐れで速くなる。

「ユーリ、これを」

　おずおずと、差し出す。

　今日のこの夜に限っては、特別な意味を持つ包みを。

「え……？」

「君が好きだと聞いたから」

　闇の中に、ふわりと甘い香りが漂った。

　今宵は、聖マイヨン祭。

　年に一度、甘い贈り物をする日。

　ユーリにも意味がわかったのだろう。息を呑む音が聞こえた。

　自分は、こんなに臆病だったろうか。

　暗闇の帳を隔てた娘の、次の反応が恐ろしくて掲げた腕が震えている。

　こんなに、怖いものだったのか。

　想いを寄せる相手からの、返事を待つことは。

　沈黙。

　ユーリは動かない。

　何も、言わない。

　腕だけでなく、足も震え出す。

　掌が、重い。

　心が萎えて、腕が下がっていく。

「私は……」

　けれどそれに負けず劣らず、ユーリもまた怖いのだとシャルルは知った。

　彼女の声は、濡れていた。

　怯えと、涙で。

「私……シャルル様……、そんな……」

　シャルルは、数歩の距離を少しだけ縮める。

　微かな輪郭を頼りに、持っていた包みを柔らかく彼女に突きつける。

　受け入れられたことを、指先に伝わる感覚で知った。

「ユーリ」

　手を下ろし、彼は間近にいるであろうユーリに呼びかける。

　先ほどまでの自分が嘘のように、シャルルの中から恐ろしさは消えていた。

　静かな気持ちで、彼はただ待つ。

　ユーリが、答えてくれるのを。

「……シャルル様、私は……」

　そうして、彼女は。

　懸命に、言葉を紡いだ。









終　章



　光の神殿の鐘楼から、祝福の鐘の音が響き渡る。

　真っ白なドレスに赤い薔薇、そして幸福な笑みをたたえたリアーヌは、はっとするほど美しかった。

「おめでとう！」

　光の女神が司る時期に婚儀をあげる者達には、参列者から黄色の花びらを浴びせられるしきたりだ。リアーヌとクロードがそばを通るとき、ひときわはしゃいだ様子のイヴェットが、手にした籠いっぱいの花びらを撒いたため、よく晴れた空が光で塗りつぶされたように見えた。

　この日のために王宮で女官として働き、男爵家に嫁ぐに何ら不足ない所作と教養と後見を手に入れたリアーヌは、本当に幸せそうだ。彼女の笑顔とクロードの照れくさそうな表情に、ユーリは心が温かくなるのを感じる。

　あの事件から、半年近くが過ぎていた。いろいろなものが変わったが、その中で最も大きく変化したのはやはり自分だろうとユーリは思う。

　胸を締め付けるコルセットが、苦痛ではなくなった。顔を上げて、人の目を見られるようになった。化粧が肌にべたつく感触も、今はほとんど意識しない。不快感も、ない。

　そして、なによりも。

「イヴェットは楽しそうだね」

　くすくすと笑う声に、振り返らずに彼女はうなずいた。屈託なく明るい性格の妹はこの頃ますます愛らしくなり、両親を喜ばせている。

　何がそうさせるのか、ユーリにはわかる。

「エルヴェは、なかなか頑張っているようだね」

「ええ。次の入団試験を受けるつもりだと言っていました。フレイ様も、そろそろやってみるべき時期だと」

　答えている自分の、女性にしてはやや低い声を引け目に思うことも、今はなくなった。肌身離さず身につけていたチョーカーは、今は鏡台の引き出しの中に眠っている。

　そうなるまでにかかった時間は、決して短くはないけれど。

「それでかわいい弟子が離れていったら、きっと彼は寂しがるだろうけれどね」

“〝彼”〟と聞いて、ユーリは人の輪の中に視線を彷徨わせた。

　今日の結婚式に正客として呼ばれた黒髪の騎士は、祝福しつつもしっかり上質の葡萄酒を堪能しているようだった。その傍らには、ミシェールが控えめに佇んでいる。

「フレイ様のおかげです。それに、お口添えくださったシャルル様の」

　ユーリはゆっくりと、隣に立つ人を見上げた。

　榛色の瞳は、初めて会ったときと少しも変わらない、優しく思慮深い光で満ちている。

　いや、一つだけ変わっただろうか。

「君が勇気を出した結果だよ」

　穏やかな眼差しがユーリを温かく見つめる。それだけで優しい気持ちで満たされ、ユーリは頬を染めてうつむいた。

　こんな風にこの人に見つめられると、未だに戸惑ってしまうことがある。

「さ、そろそろ戻ろう」

　本当に自然な仕草で、シャルルの手がユーリの指を攫っていく。

「花嫁が腕輪を投げる頃合いだよ。ほら、ご令嬢方がそわそわし始めている」

　式の終わり頃、花嫁が空高く放り投げた腕輪を一番に受け止めた者には、伴侶との幸せな生活が約束されるのだという。

　以前のユーリなら、馬鹿げた迷信と一蹴していたところだ。

「ああ、間に合わないかな。ユーリ、急いで」

　その遊びに参加できるのは未婚の娘だけなのに、シャルルの方がよほど急いでいる。それがおかしくて笑ってしまい、ユーリはつい足の運びがおろそかになる。

「あっ！」

　立ち止まったシャルルに釣られて、ユーリもたたらを踏む。

　リアーヌの投げた腕輪が、太陽の光を踊らせて蒼穹に舞っていた。

　その下で若い娘達が一斉に手を伸ばして、待ち構えている。

　宙を動いていた手の一つにぶつかって、腕輪が跳ね上がる。

　金の軌跡は、軽く弧を描いた。

「ああ……」

　溜息とも笑いともつかない声は、どちらのものだったろう。

　無情にも腕輪は、たまたまそこにいた水色の髪の画家の手にすとんと落ちたのだ。

　それからはもう、大騒ぎだった。

　落胆に泣き出す娘や、花嫁やミシェールに詰め寄る令嬢もいたり、もう一度やり直せという声も上がっている。

　その中には、当然のようにイヴェットの姿もあった。

　彼女を宥めにかかっているエルヴェの背中に同情の視線を送ったあと、ユーリはシャルルと顔を見合わせる。

　そして。

　ほとんど同時に、笑い出していたのだった。

　空が、青い。

　眩い太陽の光が、少し伸びたユーリの赤い髪を優しく撫ですぎていった。

〈ＥＮＤ〉
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